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第１章　悩みごとと魔術学校




１




　長雨による洪水から二ヶ月が経った、ある晴れた日の午後。




　私たちはエインズワース領の領都ココメルにある屋敷の裏庭に集まっていた。

　工房前の広場。小学校のプールほどの広さがあるそのスペースには今、楕円オーバル状にレールが敷かれ、見知った顔の職人たちがこれから始まるテストに向けて準備を進めていた。

「それじゃあ始動するぜ」

「おっけー！」

　工房長のダンカンの言葉に、私は親指を立ててみせる。

「三、二、一、スタート!!」

　ダンカンがカウントとともに手元の箱の回転スイッチをひねる。

　するとケーブルが繋がった先、トロッコ改造台車に固定した車のマフラーのような筒から魔導光が漏れ、『シューー』と空気が流れる音が聞こえ始めた。

　　シュゥウウウウ────　コォオオオオオオオ────

　しだいに激しくなる風の音。

「魔力供給一〇％…………二〇％…………」

　ダンカンの隣で計器類を睨んでいる少年……王都工房から転籍してきたジャックが、メーターを読み上げてゆく。

　そして彼が「三〇％」をコールしたときだった。

　ついに台車がレールの上を走り始める。

「「おおっ!!」」

　見守っていた工房関係者たちから歓声が上がる。

　動き始めた台車はどんどん加速してゆく。

「ちょっ、速っ!?」

　わずか数秒でレールの上を爆走し始めるトロッコ台車。

「お嬢さま、すごい！　走ってます！　本当に走ってますよ!?」

「そ、そうね」

　テンション爆上げの侍女と、その横で顔を引きつらせる私。

（これじゃあミニＳＬというよりジェットコースターね。いっそ遊園地でも作ろうかしら）

　私が「ははっ」と乾いた笑いを漏らしている間も、レールの内側から有線で操作しているダンカンは走って台車を追いかけている。

　そうして一周五〇メートルほどのコースを二周したときだった。

　　シュウゥゥゥ────

「えっ？」

　突然筒の中の魔導光が消え、空気の音も消えてしまう。

「魔力供給〇％っ。魔力切れだ！」

　計器パネルを見ていたジャックが叫ぶ。

　動力を失った台車はやや速度を緩めながら、そのまま慣性で走り続ける。

（ウソでしょ。中型魔石を四個も使ってるのよ？）

　あまりに早い魔力切れに愕然とする。

「ねえジャック。何秒動いたか分かる？」

「ちょっと待ってくれ。ええと……始動から二三秒だな」

「つまり六秒ともたずに中型魔石一個分の魔力を消費したということね」

　未だレール上を走り続ける台車と、それを追いかけるダンカン。

　どこかコミカルな光景を前に、私は試作エンジンのあまりの燃費の悪さに頭を抱えたのだった。




　私たちがテストしていたのは、近い将来鉄道の機関車に載せることを想定して開発している『魔導ジェットエンジン』。そのプロトタイプだ。

　魔導回路により風を起こす魔法を発動させ、金属製の筒の前方から空気を吸い込み、後ろから吐き出す。構造としてはシンプルなのだけど、制御系の回路はそこそこ複雑だ。

　具体的には加速時の出力特性を滑らかにするために、動力用の魔導回路を複数段持たせて連続的に切り替えていた。

　魔法や、あるいは人が直接魔力を供給する形の魔導具であれば、使用者が魔力供給を絞ったり増やしたりすることである程度の出力調整ができる。けれど魔石をエネルギー源とする魔導具で機械的にそれをやろうとすると、なかなかに大変だった。

　今回の試験にあたっては、そのあたりの魔導回路設計と計測機器類……新型の魔力測定器や各種アナログメーターの開発にかなりの工数を費やしている。
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　テスト終了後の反省会。

　屋敷の会議室に集まった関係者に、ダンカンが開口一番言い放った。

「次はもっとケーブルを長くするぞ！」

「……はい」

　爆走するジェット台車を必死に追いかけ続けた彼の言葉に、私を含むその場の全員が頷いた。

　まああれは改善するべきだと思う。うん。

　とりあえず言いたいことを言ってすっきりしたらしいダンカンは、言葉を続けた。

「今回のテストだが、エンジンが設計通り動作することは確認できた。問題は──」

「魔石を短時間で大量消費する、ってことね」

　私の言葉に頷くダンカン。

「そうだ。予定では今回の試作エンジンをそのまま大型化して本番用を作ることになっているが、本当にこのまま計画を進めて良いのか？」

「魔石の確保については目処が立っているから、本番用エンジンの製作に移っても良いと言えば良いのだけど……さすがにこのまま何も改良せずにつき進むのはまずい気がするわね」

　考え込む私。

　ちなみに魔石の確保については、陛下に貸与して頂いた魔石鉱山からの発掘分の他に、ある方法で『作り出す』分も勘定に入れている。




「ちょっと待てよ。本当にそんなに大量の魔石が用意できるのか？　中型魔石なんて一個でひと月分の食費くらいはするだろ」

　訝しげにそう尋ねてきたのは、ジャックだ。

　私は、ふっふっふ、と笑ってこう答える。

「実は先月、すごいものが完成したの！」

「はあ？」

「詳しいことは話せないけれど、これでうちは大量の中型魔石を確保できるようになったわ」

　ドヤ顔の私と怪訝な顔のジャック。

　ダンカンがじろりと私を見る。

「ゴドウィンじいさんと何やらゴチャゴチャやってたやつか。本当に使えるのか？」

「かなりね」

「そりゃあ結構なことだ」

「あなたにはこっちのエンジン開発で成果を出してもらうわよ」

「ふっ、上等だ」

　そう言ってバチバチと視線を交わす。




　ダンカンと私が話しているのは、オウルアイズ工房のゴドウィン師匠と私で開発した『魔力再充填装置』のことだ。

　魔石安定化装置の進化版とも言えるその装置は、これまで捨てていた低純度のＢ級魔石から魔力を取り出して使用済みのＡ級魔石に再充填するという革命的なものだった。

　先々代のヨアヒム・エインズワースが構想し私とお師匠さまで完成させたそれは、戦略物資である魔石の大量供給を可能にする。

　まさに世界を変える大発明。

　だからこそ当分の間は開発した事実を含め秘匿することにした。もちろん王陛下にも内緒だ。

　装置の詳細を知っているのは、開発したゴドウィン師匠と私、そしてお父さまの三人だけ。

　まさにうちの『切り札』だった。




「話を戻しましょう。本番用エンジンの製作だけど、これはしばらく延期することにします」

　私の言葉にみんなが頷く。

「今回作った試作エンジンで魔導ジェットエンジンの特性を研究して、より燃費の良いエンジンを作ります。ただ、そこで止まってしまっているといつまで経っても鉄道を敷くことができないので、機関車と客車の製作を並行して進めたいと思いますが、皆さんはどう思いますか？」

「異議なし」

「異議なし、だな」

　即座にジャックが反応し、続いてダンカンが頷く。

　他の職人たちも異論はないようだった。

「それでは二ヶ月をめどに試験と製作を進めてください。ダンカン、ソフィアに相談してスケジュールを組んでね」

「おうよ」

　こうしてココメル工房では、鉄道の実現に向け開発を進めることになったのだった。
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「はあ……」

　ある日の夕食。

　王都工房と写真館の様子を見るために王都の屋敷に来ていた私は、ついついため息を漏らしてしまった。

「どうしたレティ。何か悩みごとでもあるのかい？」

　お父さまの問いかけに、私は目の前のタルトに目を落としながら頷いた。

「何か『うまくいかないな』と思いまして」

「ふむ。私で力になれることももう大分少なくなってしまったが、良かったら話を聞こうか。誰かに話すことで楽になったり考えがまとまったりすることもあるだろうよ」

「そうですね。では……」

　それから私は、今抱えている問題を愚痴のようにお父さまに吐き出した。

　写真館が繁盛しているので王都にもう一店舗出したいけれど、人材が足りていないこと。

　王都工房で進めている生活魔導具の省エネ改良が、思ったほどは進んでおらず、新たな一手が思いつかないこと。

　そして魔導ジェットエンジンの燃費がどうにも良くならないこと。

「なるほど。どれも難しい問題だな」

　私の愚痴を聞いたお父さまは指をあごに当ててそう言った。

「まず写真館の人材育成だが、こればかりは従業員を増やしながら気長にやるしかないだろう。騎士団の整備では私も苦労してきたが、人を育てるというのは時間がかかるものだ」

「そうですね」

　やはり時間をかけて従業員を教育していくしかないか。でもこれはまあ仕方がない。

　お父さまは言葉を続ける。

「だが他の問題はさらに難しい。なにせこの国随一の魔導具師であるお前と、うちの職人たちがみんなして頭を抱えているんだ。そう簡単に解決策は見つからないだろう」

　父はそこで「ふむ」と考え込み、ぶつぶつと呟き始めた。

「そういえば確か…………いや、でもそれだとレティが……（ぶつぶつぶつぶつ）」

「？」

　父はしばらく何やら考え込んだあと、私の顔をまじまじと見つめた。

「レティ。『魔術学校』に興味はあるかい？」

「魔術学校？　王立魔法学校のことですか？」

　聞きなれない言葉に首を傾げる私。

　すると父は首を横に振った。

「いや、今更お前が国内の魔法学校に行く意味はないだろう。私が言っているのは北方のノルドラントにあるルーンフェルト魔術学校のことだ」

「ノルドラントって…………北海の先にあるあの『迷宮国』？」

「そうだ」

　お父さまは大真面目な顔で頷いた。




　私たちが暮らす『北大陸』。その北西にあるのが『凍土大陸』だ。

　東西に長く、一年の半分以上が雪と氷に覆われる極寒の地。

　凍土大陸の東の端、峻険な山脈によって西側から隔絶された半島にノルドラントはあった。

　北海の中央に位置し、貿易で栄える北の大国。

　けれど彼の国が有名なのは、先ほど私が口にした特徴によるものだった。

『迷宮国』

　その名の通り大小多数の迷宮を国内に抱え、それを『生きた』状態で管理する特異な国。

　迷宮深部にあるダンジョンコアは破壊されない限り魔物と魔石を産み続け、それらが一定量を超えると新たなエリアを生成する。

　彼の国はそのダンジョンコアを破壊せず、魔物の討伐と魔石の採取によって迷宮の成長を抑え込み、生かしたまま管理しているのだ。

　迷宮をリスクと考え、発見したダンジョンコアを片っ端から破壊してきた北大陸の諸国家とは考え方が大きく異なる。

　ちなみにコアを失った迷宮はそのまま良質な魔石鉱山となる。

　迷宮を破壊し鉱山として安定的に魔石を採掘するのか。

　迷宮を生かしたまま、冒険者に魔物の素材と魔石を採集させるのか。

　資源としての迷宮の活用方法の違いと言えるだろう。




「ノルドラントには迷宮での一攫千金を求めて多くの冒険者が集まっている。当然魔法使いもな。長い歴史の中で彼らは迷宮攻略に特化した魔法と魔石の使い方を開発し、洗練させてきたと聞く」

「それが『魔術』ですか」

「その通り。そしてそれらを研究し教えているのが『ルーンフェルト魔術学校』というわけだ」

「魔術もそうですが、初めて聞く名です」

　二度目の人生をやり直している私でも聞いたことのない話。

　なぜ今まで知らなかったのだろう？

「我が国は北海に面していないし、そもそも国内に大規模な迷宮がないからな。魔導具が発展していることもあって魔術を使う魔術師もほとんどいない。私だって昔知り合った魔術師からたまたま話を聞いていなければ、知らなかっただろうさ」

　お父さまはそう言って笑うと、あらためて私を見た。

「その魔術師が言うには『魔術は限られた魔力を効率的に使うための術すべ』だそうだ。レティ。今お前がぶつかっている課題と共通するものがある気がするんだが、どうだろう？」

　確かに。

　生活魔導具の省エネ化にしろ、魔導ジェットエンジンの燃費の問題にしろ、本質的な課題は同じ。

　──『限られた魔力をいかに効率的に使うか』だ。

　私はしばし考えると、顔を上げた。

「お父さま、素晴らしい提案をありがとうございます。私、魔術学校で学んでみようと思います！」

「……そうか。ならば準備を整えよう」

　そう言った父は、なぜかこの世の終わりのような顔をする。

「どうしました？」

「自分で提案しておいてなんだが、本当は行って欲しくないのだ。安全面ではお前のことだしアンナをつけておけば問題ないだろうが、せっかくこうして色々と話せるようになったのに、何ヶ月も会えなくなるなんて……っ!!」

　血の涙を流すお父さま。

　この人の娘ラブはとことん極まっていると思う。

（仕方ないなぁ）

　私は席を立ちお父さまのところに歩いていくと、ガバっと抱きついた。

「!?」

　驚く父。

「すぐに戻ってくるから。ちょっとだけ待っててね、パパ」

「ああ。しっかり学んでおいで」

　お父さまはそう言って、ぽん、ぽん、と私の背中をたたいてくれたのだった。
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　それから二ヶ月。

　私は出発の準備にあけくれた。

　陛下に留学許可をとり、留守中のことを皆に頼んでまわる。

　領地整備はソフィアとロレッタに。領兵隊の整備はライオネルに。そして魔導ジェットエンジンと鉄道の開発はダンカンたちに。

　特に鉄道の開発については、将来実用路線に転用することを前提に、オウルアイズ新領の領都ファルグラシムとココメルを結ぶ試験線の敷設を始めることにした。

　現状の魔導ジェットエンジン試作機は燃費こそ最悪ながら、結構な出力を出せている。これを複数機搭載する試作機関車を作ることにしたのだ。

　私がいない間も開発を進められる体制をつくる。

　お金に多少の余裕ができた今、躊躇っている時間が惜しい。

　写真館が成功し、魔導ライフルの量産が軌道に乗ったことで、エインズワース家門全体の財政は急激に潤いつつあった。

　私の領地にしても、パワーサポートアタッチメントの量産配備もあって洪水後の復興は速やかに進み、農業生産の効率化と新たな農地開拓、果実などの嗜好品栽培と加工技術の開発など、各村では様々な試みが行われ始めている。

　みんなの前向きな取り組みのおかげで、気がつけば私がしばらく領地を離れても大丈夫なくらいの余裕ができつつあった。

　一つ悩みを挙げるとすれば、新領から伯爵領への住民の移動が起きていることだろうか。

　未だ発展しない新領に見切りをつけ、急激に発展しつつある伯爵領に移り住む人が増えているという報告がソフィアからあがっていた。

　お父さまとも相談したけれど『先に伯爵領を発展させ、その成長を西に広げていこう』ということで、特に移動制限は設けず静観することになった。

　この施策がどうなるか。私が帰ってくる頃には、なんらかの結果が出ているだろう。

　──そして、出発の日がやってきた。
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　その日の昼過ぎ。

　ココメルの屋敷の裏庭に、私に近しい人たちが集まっていた。

　はるか北の地に留学する私を見送りに来てくれた、家族と仲間たち。

　そんな中なぜか一番泣きそうな顔をしているのは、一緒に行くはずのアンナだった。

「お嬢さまの輝くお髪ぐしが……」

　私を見て悲しそうな顔をするアンナ。

「まだ言ってるの？　身分を隠して工房主の娘として行くんだから、長すぎる髪はおかしいわよ」

　そう言って、肩のところで揃えた髪に触れる。

「あんなに美しくて流れるようなお髪でしたのに……」

「一応切った髪はウィッグにしてあるから、こっちに戻ってきたときには元に近い形に戻すわよ」

「ううっ、新しい髪型もお似合いですねっ」

「ええと……ありがと？」

　涙目で褒める侍女に、私は苦笑いを返す。

　さて。そろそろ出発の時間だ。

「ソフィア、ロレッタ。領地のことをよろしくね」

　私が二人に声をかけると、ロレッタは「はいっ」と元気に応え、ソフィアは最近やっとできるようになった『自然な微笑』を返してきた。

「ご期待に添えるよう最善を尽くします。どうか安心して行ってらしてください」

「頼りにしてるわ」

　頷いた私は、今度は男性陣を見た。

「ダンカン、ライオネル。あなたたちもね」

「おう」

「嬢ちゃんもな」

　格好をつけているのか、ぶっきらぼうに応える男たち。

　最後に、お父さまと兄さまたちを振り返る。

「お父さま、お兄さま。これから暑くなりますから、体調に気をつけてくださいね」

「もちろん！」

「そういうレティも、気をつけて行っておいで」

　兄たちに抱擁してもらったあと、お父さまが私の前で片膝をついた。

「レティ。必ず無事に帰っておいで」

　そう言って、ぎゅっと抱きしめる。

「パパも。お仕事が大変だと思うけど、無理しないでちゃんと疲れたら休んでね」

「ああ。約束する」

「それじゃあ、行ってきます」

　思いを噛みしめるようにそう言って父から離れた私は、アンナを振り返った。

「準備はいい？」

「はい。まずは聖国との国境があるテルンの街を目指すんですよね？」

「そうよ。それで明日か明後日には聖都入りね。──行くわよ、アンナ！」

「はいっ!!」

　こうして私たちは大切な人たちにしばしの別れを告げ、北に向けて飛び立ったのだった。
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第２章　北への旅、聖堂の夢
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　国境の街テルンの郊外に着いたのは、空が朱色に染まり始めた頃だった。

「そろそろだと思うんだけど──」

　私が飛びながら懐中時計を確認しようとしたときだった。

　　ピコン…………　ピコン…………

　進行方向に現れた光る矢印。

「あ、来ましたね。かなり近いようです」

「良かった。この航法装置ナビ、近距離での検証は何度もやってきたけど、こんなに長距離を飛んで使うのは初めてだから、どれだけズレが出るか不安だったのよね」

　洪水事件のあと。飛行靴フライング・ブーツでの移動の際に航法装置の必要性を実感した私は、すぐに魔導回路を使った航法誘導装置の開発に取り掛かった。

　さすがにいきなり前世地球レベルのものを作るのは難しいので、ごく簡単なものだけど。

　方位磁針と速度計からの入力をもとに、設定した方位・距離に誘導する原始的な航法装置。だけど完成させるまでには複数の技術開発が必要だった。

　向けている方向の変化を魔力の波長変化として出力できる方位磁針。

　空気の衝撃圧と周囲の大気圧の差を速度として出力する対気速度計。

　そして入力されるパラメータと設定した目的地の方位・距離情報を照らし合わせ、ズレを修正してゆく初歩的な演算装置。

　それらの魔導回路をメルに組み込み、眼前に誘導情報を表示する。大気圧を変換して高度も表示しているので、飛んでいるときの視界はさながらフライトシミュレータだ。




「あそこかな？」

　前方に映し出された位置標識ビーコンの誘導に従って降下してゆくと、森のはずれに二頭の馬を連れた旅装の人物が見えた。

　見覚えのあるドライヤーのようなものを掲げている。

『ビーコン発信機』

　王城襲撃事件で使われた『人が感知できない魔力を出す箱』を改良したもので、指向性を持った魔力波をグルグル回転させて広範囲に位置を知らせることができる。いわば『持ち運びできるハンディ灯台』だ。統合騎士団では半年ほど前から飛行靴の導入を進めていて、その運用を助けるために私が開発したものだった。

「どうやら迎えの方で間違いなさそうですね」

「約束の時間ぴったりね。さすがお兄さまの同僚の方だわ」

　そんな会話をしながら私とアンナは降下を続け、その人物の前に降り立った。

　ザッ、と敬礼する若い男性。

「お待ちしておりました、エインズワース伯爵閣下！　王城襲撃事件の際は大変お世話になりました。こうしてあらためてお会いできて光栄です!!」

　旅人に扮した喜色満面の王国騎士に、私は笑顔で応える。

「こちらこそ出迎え頂きありがとうございます。ひょっとしてお待たせしてしまいましたか？」

「いえ、私も先ほど到着したところですから。──ところで、ご指示頂いたように馬を一頭用意してまいりましたが、本当にこちらで良かったのでしょうか？」

「ええ。私も彼女も乗馬経験がありますから」

「なるほど！　さすが副団長の妹君ですね。それでは早速街にご案内しましょう」

　こうして陛下の配慮で迎えに来てくれた王国騎士は、私とアンナをテルンの街の宿へと案内してくれたのだった。
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「それでは私は隣の部屋におりますので何かありましたらお呼びください。魔導通信機も持参しておりますから、ご実家への連絡も可能ですよ」

「それは助かります。遠慮なく頼らせて頂きますね」

「ええ、ぜひ！」

　私の言葉に目を輝かせ、ぐっとこぶしを握る若い騎士。

（これは……何か頼んだ方がいいのかしら？）

「それでは早速──」

　私がお父さまとソフィアへの到着連絡をお願いすると、彼は「お任せくださいっ!!」と張りきって自分の部屋に戻っていった。

「はぁああああああああーーっ」

　騎士の足音が遠ざかってゆくのを確認した私は、大きく息を吐いた。

「長時間の飛行フライト、お疲れ様でした」

　そう言って私の上着をとる侍女。

「アンナぁ、疲れたよう……」

「お茶を淹れますから少しお休みくださいな」

「そうするー」

　私は部屋着に着替える元気もなく、ベッドに顔から倒れ込んだ。

　ココメルを出発して三時間。

　休みなしの長距離フライトでさすがに私も疲れてしまった。

「つーかーれーたー」

　足をバタバタさせる私。

　するとお茶を淹れてくれているアンナが言った。

「でも北海を越えるときは今日の倍の距離を飛ばないといけないんですよね。目印のない海の上ですし、今日以上に大変なんじゃないですか？」

「うーん……」

　確かに適当に飛んだら迷う可能性はある。

　けれど今日使った感じ、私が作った航法装置は思った以上にちゃんと機能していた。あれだけの精度が出るのなら、飛ぶ距離が倍になっても大きなズレは出ないだろう。

「たぶん、大丈夫だと思う。テオからもらった『秘密兵器』もあるし」

「またあのおじゃま虫殿下ですか」

「おじゃま虫って」

　私は苦笑する。

　アンナのテオ嫌いはあいかわらずだ。

　実は留学の件を手紙で伝えたところ、テオからこっそりあるものが送られてきた。本来私が絶対手に入れることができないはずのもの。だけどテオは苦労してそれを私に送ってくれた。

　今回私が北海の縦断飛行を決断したのは、それがあったからと言っても過言じゃない。

　せっかくの彼の厚意。今回の旅ではしっかり活用させてもらおう。

「まあアレの話はともかく、お嬢さまの発明があれば大丈夫だとは思いますけどね。今日の倍飛ばないといけないのはさておき」

「倍の速さで飛んだら同じ時間で着くもんっ」

「はいはい。そうですねー」

　笑ってあしらう私の侍女。

「うぅっ、アンナが冷たい……」

「あ、できました！　冷たいアンナが温かいお茶を淹れましたよ。夕食前ですけど、頑張ったお嬢さまのためにちょっとだけビスケットもつけちゃいましょう」

「やった！　だからアンナ好き──」

「ふふっ」

　ちょっとだけ悪い顔で微笑むアンナ。

　こうして旅程一日目の夜は更けていった。
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　翌日。

　再びテルン郊外の森に移動した私たちは、騎士に見送られて北に向けて飛び立った。

　北大陸のほぼ全ての国で国教に指定されているダリス教。その総本山であり大司教が住まう『聖国』の首邑・聖都ディリスまでは約二時間のフライトだ。

　壁のように連なる山脈を飛び越え、いくつかの街や村を遠目に見ながら一路ディリスを目指す。

　途中、巡礼の道を行く旅装の人々や馬車を見かけた。

　道が周辺各国に通っているので、北大陸において聖都巡礼の旅はちょっとした定番観光となっている。雪深い冬さえ避ければ、ハイエルランドからでも聖都までは馬車で五日程度の旅だ。

「あっ、お嬢さま！　ひょっとしてあれが有名な大聖堂でしょうか!?」

　聖都の象徴である大聖堂の巨大な尖塔がはるか向こうに見え、アンナが叫んだときだった。

　　ピコン…………　ピコン…………

　メルが位置標識ビーコンの誘導魔力波をキャッチする。

「どうやらそのようね。あと、今回は町から結構離れたところに誘導されてるみたい」

「何か理由があるんでしょうか？」

「私たちが飛んでいるところを見られないためでしょう。外交的にも機密の面でも正しい判断ね」

　そんな話をしながら私たちは、ビーコンが指し示す森のど真ん中に降下していったのだった。




　聖都郊外の森で私たちを出迎えてくれたのは、こざっぱりとした格好の中年騎士だった。

「聖都駐在武官、ですか？」

　馬車の中。私が首を傾げると、男性は微笑して「はい」と頷いた。

「家族と一緒に赴任して三年になります。普段は在聖都の外交公館で公使の補佐を。他には聖国の行事に出席したり、諸外国の武官と交流して情報収集を行ったりということをしております」

　彼の話によると、私たちの今日の宿泊先はなんと公使公邸らしい。

「聖都の治安は良い方ですが、北大陸中の人々が巡礼に訪れる町ですし、公邸に泊まって頂いた方が私どもも閣下をサポートし易いですから」

　なるほど。テルンの街には国境警備部隊の屯所はあったけれど統治官の屋敷はなかった。だから民間の宿を使ったけれど、公館があるならそちらを使う方が都合が良いということね。

「手厚い歓迎とご配慮に感謝します」

「仲間を護ってくださった救国の女神をこうしてご案内できるのですから。こちらこそ光栄です」

　私が留学するにあたっては、陛下から色々とサポート……という形の監視がついている。今回もその文脈だろう。

　ちなみにお父さまの話では、私の留学が決まってすぐに在ノルドラント公館の大幅拡充が決まり、人員も増やすことにしたらしい。もちろん魔導通信機も新たに設置。

　要するに何かあったときに私と連絡がつくように、というわけだ。

「あっ!!」

　そのとき、窓から外を見ていたアンナが歓声をあげた。

「お嬢さまっ。聖都が見えてきましたよ。大聖堂も！　なんて大きい……!!」

　目を輝かせ、子供のようにはしゃぐ私の侍女。

　そんなアンナにつられて窓の外を見た私もまた、息を呑んだ。

「すごい……」

　なだらかな丘を下った先。周囲を山に囲まれた盆地には縦横に区画整理された八角形の都市が広がり、町の真ん中には大聖堂の巨大な尖塔が天を衝かんばかりに聳え立っていたのだった。
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　聖都ディリスの公館に着いた私たちは、公使たちから思っていた以上の歓待を受けた。

「ご無沙汰しております、エインズワース伯。王都での叙爵式以来ですね」

「お久しぶりです、ノールズ伯。こちらにはもう馴染まれましたか？」

　互いに立礼する私たち。

「まだまだ見よう見まねですけどね。皆の助けでなんとかやっておりますよ」

　そう言って苦笑する公使。

　彼は私と同時に陞爵した元子爵で、叙爵式の日に挨拶を交わしていた。

「長旅でお疲れでしょう。昼食は休んでからにされますか？　すぐに用意させることもできますが」

「そうですね。お待たせするのも申し訳ありませんし、よろしければ早めに頂ければと思います」

　朝からのフライトと移動で、私もアンナもお腹がぺこぺこだ。

「分かりました。それでは準備ができ次第ご案内いたしますので、それまではお二人とも部屋でお寛ぎください」

　こうして私たちは、公使とお昼を一緒にすることになったのだった。




「それではフェアクロフ嬢は、まだ幼少でいらしたエインズワース卿のご配慮でお仕えされるようになったのですね」

　アンナと私が出会った頃の話を聞いたノールズ伯。

　その言葉にフェアクロフ嬢……アンナは、私を見つめて微笑んだ。

「はい。私にとってレティシアさまは、行き場のない私に居場所を与えてくださった命の恩人であり、自分の人生の全てを捧げることができる唯一のお方です」

「そうですか。それは素晴らしいことです」

　アンナの重い重い返答に、公使はリアクションに困ったのか苦しい笑顔を返していた。




　アンナ・フェアクロフ。

　ファルコナー前男爵令嬢。

　両親を事故で亡くし、爵位を継いだ実の叔父に屋敷と財産を奪われた一四歳のアンナは、家を飛び出し隣領のうちの屋敷を訪ねてきた。

　門の前で途方に暮れていた彼女に声をかけたのが、たまたま散歩していた私だったのだ。

　話を聞いた私は、隣領のお家騒動に尻込みするお父さまに必死で駄々をこね、侍女として雇ってもらうことに成功。以来アンナは私の専属侍女として献身的に仕えてくれている。

　ちなみに侍女にもかかわらずメイド服ばかり着ているのは、完全に彼女の趣味だ。

　前にそのことを尋ねたら、

「お嬢さまにお仕えする私の、自分なりの決意表明ですよ」

　と笑っていた。

　それがなぜメイド服なのか。

　さっぱり分からないけれど、本人がいいと言うのでそのまましたいようにしてもらっている。

「ところで明日には出発されるということですが、大聖堂には礼拝に行かれないのですか？」

　微妙な空気に話題を変えようとしたのか、ノールズ卿は私にそんなことを尋ねてきた。

「そうですね……」

　言葉に困る私。なぜ困るかと言うと、そもそも礼拝する気が全くなかったからだ。

　ダリス教は、創世の女神ディーリアを信仰する一神教だ。

　創世神話の真偽はさておき、教会の神官たちは『女神の権能の代行』として祈祷によって神聖魔法を行使することができる。

　火や水、土や風などの物理現象しか操ることができない魔法使いの魔法に対し、神聖魔法は人体や生物に作用してケガや病気を治癒することができるという違いがあった。

　回帰前には魔導具に活用できないかと祈祷文を研究してみたこともあったけれど、結局挫折した。あれは普通の魔法とは全く異なる概念と仕組みに基づくものだ。

　それはそれとして、なぜ私が聖都に滞在するにも関わらず礼拝に行く気がなかったのか。

　ひと言で言えば『私が信仰を捨てた』から。

　やり直し前に私がどれだけ女神に祈ったことか。病床の母の快復を祈り、出征する兄の無事を祈り、大切な人たちが処刑されないことを祈った。そしてその全てについて私は女神に裏切られた。

　──二度と神なんか信じない。私は自分の手でみんなを守ってみせる。

　それが三度目の人生を生きる私の信条となっていた。

　とはいえ、異教徒や無心論者と見做されても都合が悪い。

　だから私は公使にこう言った。

「大聖堂で礼拝するには札を取り何日も順番待ちしなければならないと聞きました。今回私は迷宮国への留学のためこちらに立ち寄っておりますので、さすがに何日もかかってしまうのは……」

　これは実際そうだった。

　北大陸の各地から巡礼のために毎日何百という人々が大聖堂を訪れている。

　礼拝の順番は完全に先着順。タイミングにもよるけれど、早くて二日。遅い場合は一週間以上待たなければならないというのが常識だった。

「ああ、やはりそういうことでしたか。であればご心配は無用ですよ」

「……はい？」

　にこにこと笑う公使に、思わず聞き返す。

「一般礼拝が終わったあとにはなりますが、実はエインズワース卿とフェアクロフ嬢が礼拝できるように私の方で教会に話を通してあるのです。一七時から一時間と時間が決まっていますが、よろしければいかがですか？」

「そ、それは……ありがとうございます」

　正直、この展開は予想していなかった。そこまでされたら断れないじゃない。

「嬉しいっ。大聖堂には一度礼拝に行きたかったんですよ!!」

　隣で目を輝かせるアンナ。

　……まあいいか。私は内心でため息を吐き、笑顔で公使に言った。

「それではせっかくですので、礼拝させて頂くことにしますわ」
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　私とアンナが公使館の馬車で大聖堂に着いたのは、一七時を一五分ほど過ぎた頃だった。

　すでに礼拝客は帰りの途につき、聖堂の大扉は閉じられている。

「お待ちしておりました。エインズワース伯爵閣下とフェアクロフ令嬢ですね」

　出迎えてくれた年配の司祭の案内で、通用口から聖堂の内部に通される。

　聖堂内部は質素ながら壮麗なものだった。

　創世神話に記された人や精霊の彫刻があちこちに彫られ、奥へ奥へと続いてゆく。

　そしてその一番奥に礼拝堂があった。

「それでは礼拝が終わりましたらそこの神官にお声がけください」

　そう言って退室する司祭。

　ダリス教の礼拝は、女神ディーリアへの祈りと対話を重視する。司祭が関わるのは、冠婚葬祭や説法、そして神聖魔法による治癒のときだけだ。

　私とアンナは祭壇の前へと進み、女神ディーリアの像の前で跪いた。

　夕日のオレンジの光が私たちを照らしている。

　その光の中、かつて何度も繰り返したやり方で女神に祈りを捧げる……ふりをする。

（いまさら祈ることなんてないわ）

　空虚な感情が心に押し寄せる。

　そのときだった。

　　ゴーン、ゴーン、ゴーン……

　教会の鐘の音が外から聞こえてきた。礼拝堂に反響する鐘の音。

　それらは私をゆさぶり──

「え？」

　世界がぐるりとまわり、意識が飛んだ。
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　　ドンッ!!

　──うわぁあああああっ！！

（っ!?）

　耳をつんざく爆発音。そして悲鳴。

　それらの音の洪水に、私は目を開けた。

　眼下に広がる都市。夕闇に染まりかけた町。

　その町は燃えていた。町のあちこちから火の手が上がっている。

（これは……？？？）

　私は足元を見てさらに動揺する。

　私は宙に浮いていた。

　だけど飛行靴フライング・ブーツを履いているわけでもない。素足だ。

　目の前には見覚えのある王城。

　間違いない。この城はハイエルランド王国の王都にあるサナーク城だ。

　私が何度も足を運んだ城。

　そして城もまた炎に包まれていた。

（これは一体どういう状況？？？）

　頭が混乱する。

　王都が襲撃を受けているの？　でも私はさっきまで聖都の大聖堂にいたはずなのに。

　そのとき、混乱する私の耳に聞き覚えのある声が響いた。

「宰相っ！　一体どういう状況なんだ！　説明しろっ!!」

　　ぐんっ

（っ!?）

　声の方に体が勝手に引き寄せられる。




（…………？）

　次の瞬間、私は王宮の廊下に立っていた。

「一体何が起こってる!?」

　廊下に響く怒声。

　とっさにそちらを振り向く。そして私は自分の目を疑った。

　目の前で見覚えのある二人の人物が言い争っている。

　だが彼らはこの場にいるはずのない人物。

　いや、いてはいけない人たちだった。

「何者かの襲撃を受けているようです」

　王から怒声を浴びせられそう返したのは、私が一年前に元老院の議場で対決した人物。

　オズウェル公爵。

　そしてそんな公爵に詰め寄っているのは、王冠を被った私の元婚約者だった。

「そんなことは見れば分かる！　飛竜が飛んでいた。あれは公国のものではないのか!?　なぜ同盟国である公国が我が国を襲う？？？」

　私が知っている姿よりもいくつか歳を重ねたように見える元婚約者。

　アルヴィン・サナーク・ハイエルランド。

　興奮する彼に詰め寄られたオズウェル公爵は、だが淡々と質問に答えた。

「陛下。あの竜操士ドラゴンライダーが公国のものかどうかは現時点では判断できません。掲げられている紋章が公国のものではありませんし、現在公国は西方のアルディターナ王国に侵攻中で、我が国への二正面作戦を行うのは難しいはずです」

　その答えに激昂するアルヴィン。

「はあ!?　じゃあ、どこの部隊だと言うんだ！　飛竜部隊を持っているのは公国と我が国だけだろう。貴様はあれが反乱軍だとでも言うのか!?」

「いえ、我が国の部隊でもありません」

「じゃあ一体あれはっ…………いや、今はそんなことはいい。迎撃は？　我が軍による迎撃はどうなっている？　飛竜隊はすでに上がっているのか？」

「そ、それは……」

　その問いに言葉を詰まらせる公爵。わずかに躊躇ったあと、彼は低い声で言った。

「残念ながら、初撃で竜舎と屯所をやられました。飛竜隊は全滅です」

「なっ、何っ？？？」

　激しく動揺するアルヴィン。

　そんな彼に公爵はもう一度、今度ははっきりとそれを口にする。

「王都の飛竜隊は、先ほどの敵の攻撃により全滅いたしました。国軍の主力は東部国境を越えペルシュバルツ帝国に侵攻中で不在。現在、王都守備隊が応戦しておりますが時間稼ぎにしかならないでしょう。もはや王都にはあの敵に対抗できる戦力はありません」

「なんだって…………」

　茫然とした顔でその場に崩れ落ちるアルヴィン。

　公爵は片膝をつき、アルヴィンの肩に手を置いた。

「陛下。残念ですが王都はもうおしまいです。妃殿下、王子殿下とともに王都を脱出してください」

「っ……!!」

「東方遠征中の国軍主力と合流すれば反攻作戦を行うこともできるでしょう。今は生き延びて、再起を図るときです」

「……分かった」

　うなだれた元婚約者がそう呟いたとき、私の視界は再び回転した。
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　次に気がつくと、私は見覚えのある部屋にいた。

　王の執務室。

　部屋には三人の人物がいて、そのうちの一人……アルヴィンが本棚の本の一部を押し込むと、ギギギ、という音とともに本棚がスライドし隠されていた階段が姿を現した。

「王子は無事か？」

　アルヴィンの問いに、ティアラをつけた金髪の女性が頷く。

「はい。この通りよく寝ています」

　そう言って、傍らに立つ騎士服の人物を振り返る。

　騎士に抱きかかえられて寝ている三歳くらいの男の子。その子が『王子』ということだろうか。

「ははっ、この騒ぎの中でよく寝ていられるものだ。きっと歴史に名を残す王になるぞ」

　そんな軽口をたたいたアルヴィンは、手に持ったランプで隠し階段を照らした。

「さあ、行くぞ」

　そう言って逃亡を促す。

「…………」

　が、なぜか女性は動かない。

　顔を伏せ、腕にかけた上着をもぞもぞと動かしただけだった。

「どうした王妃？」

　歩み寄るアルヴィン。

　そんな相手に『王妃』と呼ばれた女は、俯いたまま呟くように言った。

「あなたに話しておきたいことがあって……」

「？　どうしたんだこんなときに」

　そう言って彼女に近づくアルヴィン。

「実はわたし──」

　もじもじと動く女。

　次の瞬間、

　　ブシュッ！

「ぐっっ!?」

　アルヴィンの背中から、赤く輝く光剣が突き出ていた。

「──頭の悪いあなたも、男尊女卑のこの未開な国も、大嫌いなのよ」




　驚きに目を見開き、後ずさる若い王。

　その腹部には魔導短剣と思われるものが刺さっている。

「な、なぜ……」

　尻もちをついたアルヴィンに金髪の女が近づく。

「でもまあ、あなたには感謝しているわ。私の思い通りに踊ってくれたし、一番の障害だった家門も排除してくれたしね」

「なっ……」

「なんて言ったっけ？　エインズワース？　あの家門ほど危険な連中はいなかったわ。魔導基板の製造技術なんか私たちを凌駕していたし。──その中でも、特にあなたの婚約者だった女は危なかった。うちの活動も一度彼女に邪魔されちゃったしね。なんとか排除できて本当に良かったわ」

　ぞくり、と背筋が寒くなる。

　だけど私に背を向けているその女は、今自分が口にした相手がこの場を見ているなどとは思いもしないように話を続けた。

「あの家門が健在だったらこうもうまくはことが運ばなかったでしょうね。ねえ、アルヴィン。この国が滅びる原因の一つは、あなたたちがカビの生えた価値観にとらわれて、あの家門とあの女の能力ちからを見くびったからよ。それに、私のこともね」

「…………」

　アルヴィンの体の下に広がる、ドス黒い赤。

　彼はもはや声を出すこともできず、口をぱくぱくと動かすだけだった。

「さて。余計なおしゃべりはおしまいにしましょう。──イーゴリ」

「はっ」

　姿勢を正す騎士服の男。

「第六遠征軍司令部に通達。『作戦を第二フェイズに移行』。飛行艦隊を王都に進軍させなさい」

「承知しました。──第一三皇女殿下」

　その瞬間、またしても世界がぐるりとまわった。
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「お嬢さまっ！　しっかりしてください！　お嬢さまっっ!!」

「……え？」

　ガクガクと揺さぶられる私。

　気がつくと目の前にアンナの顔があった。

「大丈夫ですか？　お嬢さまっ」

　心配そうに私の顔を覗き込む侍女。

　その後ろでは女神ディーリアの像が夕日を背に私たちを見つめている。

「今のは何？」

　私の呟きにアンナが首を傾げる。

「何がです？」

「さっき私、どんな風になってた？」

　アンナは心配そうにハンカチで私の額の汗を拭くと、小さく息を吐いた。

「お祈りの姿勢のまま、青い顔で震えてらっしゃいました。まるで就寝中に悪夢を見られているようでしたよ」

「そう……」

　私は先ほどの白昼夢を思い出す。

　あれは一体なんだったのだろう？




　やり直し前の最後に見たときよりも老け、王冠を被っていたアルヴィン。

　今回の時間軸では半年前に処刑されたはずのオズウェル公爵。

　そして、後ろ姿だけで顔が見えなかった金髪の『王妃』。

　彼らの会話の内容は、まるでやり直し前、私が処刑された時間軸の後日談のようだった。

　──ズキッ

「っ！」

　左のこめかみに痛みが走る。

「大丈夫ですかお嬢さまっ!?」

「……大丈夫。ちょっと頭痛がしただけ」

「大丈夫じゃないじゃないですか！　医務室に行きましょう。歩けますか？」

「だ、だいじょうぶ。大丈夫だから。今日はもう帰りましょう？」

「でも……」

「お願い、アンナ」

　正直、これ以上この場所に留まりたくない。

　私の懇願にも近い言葉に、アンナは泣きそうな顔で「分かりました」と頷いた。




「立てますか？」

「うん」

　アンナの手を借りて立ち上がる。

　そうして女神像に背を向けたときだった。

「え？」

　一瞬、夕暮れの朱色に染まっていた礼拝堂に青い光が混ざった気がした。

　とっさに背後を振り返る。

「…………」

　だけど、変わったところはない。

　窓からは夕日が降り注ぎ、女神像は変わらず私たちを見つめている。

「？」

　ただ不思議なことに、妙に頭がすっきりして、いつの間にか頭の痛みもなくなっていた。

「どうかされましたか？」

「なんでもないわ」

　私は首を横に振ると、アンナと礼拝堂をあとにしたのだった。




　結局その日、私は白昼夢のことをなるべく思い出さないようにして早々に眠りについた。

　思い出そうとするとまた頭痛に襲われそうな気がしたし、私のメンタル的にもいっぱいいっぱいだったから。

　あの白昼夢のことは、目的地に着いて落ち着いてから考えよう。

　一人で抱え込んでも良いことはなさそうだから、久しぶりに『くまさん会議』でココとメルに相談しよう。

　──そうして私は考えることを先送りにしたのだった。
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　翌朝。

　朝食を終え、馬車で聖都郊外の森まで送ってもらった私たちは、北へ向かって飛び立った。

「ここからは約二時間半のフライトになるわ」

「えっ、先日伺った話では、確か五時間近くかかるのでは？」

　首を傾げるアンナに、私はふふっと笑った。

「このあいだ言ったでしょう？　テオがね、すご～くいいものを送ってくれたのっ！」

「……またあのおじゃま虫殿下ですか」

　嫌そ～な顔をするアンナ。

「もう。そんな顔ばかりしてると、次に会ったときに顔に出るわよ？」

「別にかまいませんが？」

「私がかまうのっ！　あと、おとう……陛下もねっ！」

　お父さまも、と言いかけてやめる。

　よく考えたら、お父さまはアンナ側の人だ。きっとお兄さまたちも。

　みんな、同盟国の王族にケンカを売るのは、お願いだからやめて欲しい。

「とにかく、ノルドラントには直行しないわ。途中で休憩に降りて、お昼ごはんを食べてからノルドラントに向かいましょう」

「休憩に降りるって……海の上にですか!?」

「まあ、そんな感じね。あとは着いてのお楽しみ☆」

「？？？」

　クエスチョンマークを頭の上に浮かべるアンナを連れて、私は航法装置ナビの誘導に従い一路目的地を目指したのだった。
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　聖都を囲む北の山地を飛び越えると、すぐに海が見えた。

　聖国の北の玄関口、美しいセレステポルトの街を見ながら北の海へ。

　冬は荒れがちな北海も、初夏の今は晴れ渡っている。

　視界は良好。絶好のフライト日和だ。

　アンナと二人、凪いだ海の上空を飛ぶ。

　そうして海に出て二時間ほどが経った頃。

「さて。そろそろ見えてくるはずだけど…………あっ、あれだ！」

　私が指差す方を目で追うアンナ。

　彼女がその存在に気づく。

「あれは……ひょっとして島ですか？」

「正解っ！　さあ、降りましょう」

　そうして私たちは、海のど真ん中に浮かぶ小島に向かって降下したのだった。




　その島は、広さが小学校のグラウンドほどしかない小島だった。

　中央の一箇所を除いて木々に覆われているため、船から見れば無人島にしか見えないだろう。

　けれど、上から見るとその景色は一変する。

　中央部が開けていて、一棟だけ建物が建っているのだ。周囲の森は、建物を隠す自然のカモフラージュとなっていた。

「なかなか雰囲気があるわね」

　私の言葉に、隣のアンナが頷く。

「潮風の匂いがなければ、ここが海の真ん中だということを忘れてしまいそうです」

　私たちの前には、『森の中の一軒家』といった風情の木造のしっかりした平屋が佇んでいた。

　違和感と言えば、家の扉の前までしっかりした石畳の道が敷かれていることだろうか。

「この島はエラリオン王国商船団の積み替え基地なのよ。正確な位置を知っているのは一部の人だけ。この家はカモフラージュされた貯蔵庫、兼、船乗りたちの休憩所ね。私が迷宮国まで飛んで行くことを知ったテオが、こっそり場所を教えてくれたの」

　まあ『こっそり』と言っても、エラリオン王の許可はちゃんととっているらしいのだけれども。




　海洋国家であるエラリオンは、西に向かう太西洋航路や自国周辺の内海航路だけではなく、北大陸の東側を北上して北海に到る、東まわりの航路を持っている。

　その航路は当然かなりの長距離航海となり、途中、北大陸東岸の複数の港町を経由してやっと北海に到達する。

　が、北海に着いても沿岸各国を巡って交易してまわったのでは時間がいくらあっても足りない。

　そこで北海に常時数隻の商船を置いて各国と交易させ、この島で東まわり航路の商船団と積み荷の載せ替えを行って輸送を効率化する。

　そういう仕組みを作り上げているのだと、テオからの手紙に書かれていた。

　彼からの贈り物というのは、つまりこの島の正確な位置が記された北海周辺の地図だった。




　私の説明を聞いたアンナは、目を細めた。

「なるほど、そういうことですか。小賢しい真似を」

「え？」

「いえいえ、なんでもありませんよ」

　ぱっ、と笑顔になるアンナ。

「それではささっと中をお掃除してお昼の用意をしますので、少しだけお待ちくださいね」

　私の侍女はそう言うと、背負っていた荷物から掃除道具を取り出し、鼻歌を歌いながら掃除に取り掛かったのだった。




　軽いランチと休憩のあと、私たちは再び北に向けて出発した。

「目的地はノルドラントの首都から東に行ったところにあるエーテルスタッドという街よ」

「首都ではないのですね」

　アンナの言葉に、頷く私。

「エーテルスタッドの周辺には初心者向けの迷宮があって『はじまりの街』と呼ばれているらしいの。私が入学する『ルーンフェルト魔術学校』もそこにあるわ」

「では、公使館の方はわざわざ首都から迎えに来られるのですか？」

「たぶんね。陛下のお気遣いとはいえ、各地で対応してくださる方々には申し訳ないわ」

　私の監視も兼ねていると思うので、本当にご苦労さまだ。

　そうして海上を飛ぶこと、約二時間。

「あっ！　陸地が見えましたよ、お嬢さま!!」

　アンナの言葉に、水平線に目をこらす。

　輝く波間を越えた先に、カラフルな家屋の港町が見えた。

「凍土大陸に初上陸ね！」

　一体、どんな日々が待っているんだろう？

　私は膨らむ期待を胸に、ノルドラント迷宮国に空から入国したのだった。
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「うわ。話には聞いてたけど、本当に空から降りてきた！」

　ビーコンの誘導に従って森の中に降りると、ローブを羽織った茶髪の女性が目を丸くしていた。

　そんな彼女を見て、横に立つグレーの髪の男性剣士が顔を顰める。

「こらヨハンナ。挨拶が先だろ？　──失礼いたしました閣下。私はノルドラント駐在武官のグレン・ビングリーと申します」

「ハイエルランド公館の護衛をやっている魔術師のヨハンナよ。よろしくね！」

　きちんとした立礼をするグレンと、フレンドリーに手を振るヨハンナ。

　対照的な二人に思わず、ふふっと笑ってしまう。

「はじめまして。レティシア・エインズワースです。こちらは侍女のアンナ。今日はわざわざ遠方まで迎えに来て頂き、本当にありがとうございます」

　私の言葉にグレンが微笑する。

「いえ、初めての国でご不安もおありでしょう。この国は色々と独特ですしね。ご入学までは私とヨハンナがサポートいたします。ヨハンナは元冒険者でこの国の暗黙のルールにも詳しいんです。言葉遣いはアレですが勘弁してやってくださ──っ痛ぅ!!」

　げしっと肘鉄が入り、わき腹を押さえるグレン。

　その犯人は同僚の負傷もどこ吹く風で、にこにこ笑って自分のことを説明してくれた。

「私は現地採用組だからね。一応、正規の公使館職員だけど騎士じゃないし、お上品なマナー教育も受けたことがないのよ。──もしお気になられるようでしたら直させて頂きたく存じますが、いかがいたしましょうか？」

　途中から急に言葉遣いを変えるヨハンナ。

　そのおかしな敬語に、私はまた笑ってしまう。

「ふふっ。そのままでいいわ。学校では出自を伏せるつもりだし、二人とも自然体で接してくれる？　私のことは年下の後輩として扱ってくれればいいから。呼ぶときも『レティ』でいいわ」

　私の言葉に顔を見合わせる二人。

「いえ、さすがそういうわけには──痛ぇえっ!!」

　二度目の肘鉄に悶絶するグレン。

　一方、隣のヨハンナは満面の笑みで右手を差し出した。

「りょーかい！　それじゃあよろしくね、レティ」

「ええ、こちらこそよろしく。ヨハンナ、グレン！」

　こうして私は、これから長い付き合いとなる二人と挨拶を交わしたのだった。




「えっ、出張所ですか？」

　私が聞き返すと、幌馬車の向かいに座ったヨハンナが頷いた。

「そっ。レティが魔術学校に入学するってことで、在ノルドラント公館の出張所をエーテルスタッドに設けることになったの。──といっても、事務所はただのこぢんまりとした屋敷だし、看板もない非公式なやつだけどね」

「私のせいでそこまでさせてしまうなんて、なんだか申し訳ないわ」

　顔を顰める私。

　だけどヨハンナは苦笑気味に首を横に振った。

「いいのよ。魔術学校の情報収集も仕事のうちなんだから」

「魔術学校の？」

「一年前の飛竜の事件以来、本国が他国の技術調査に本腰を入れ始めてね。ちょっと前から『優秀な魔術師のスカウトを兼ねて、最新の魔術研究動向を調査しろ』って指示が出てたの。それでちょうど『エーテルスタッドに出張所を出そうか』って話をしてたところだったから、レティがこの国に来てくれたのは良いきっかけになったわ。おかげで追加予算もガッツリついたしね！」

　むふー、と満足げな顔をするヨハンナ。

　どうやら彼女たちにとっては、本当に悪い話ではなかったらしい。

「そうなんだ」

　ほっと息を吐く。

　ヨハンナはそんな私を見て微笑した。

「二人とも入学後は学校の寮に入ることになるけど、嫌でなければそれまでは出張所に泊まりなよ。私たちも一緒だし、食事の心配もしなくていいからね」

　そっか。

　入学試験まで一週間。

　街で宿をとるつもりだったけど、公館の出張所があるならそこにお世話になるのも悪くない。

「──ってことだけど、アンナはどう？」

　隣のアンナに尋ねると、私の侍女はにっこり笑った。

「私はお嬢さまがいらっしゃるなら、雪山でも海の底でもご一緒しますから」

　にこにこにこにこ。

　うん。訊いた私がバカだったわ。

「じゃあ、そちらにお世話になろうかしら」

「おっけー。歓迎するよ！」

　そう言ってヨハンナは、びっ、と親指を立てたのだった。
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　それから間もなく、私たちが乗った馬車は『はじまりの街』エーテルスタッドの市門をくぐった。

「うわぁ、街の雰囲気がハイエルランドとも、聖都とも全然違いますね！」

「本当！　すごい活気!!」

　幌から顔を出して興奮するアンナと私。

　アンナの言葉の通り、この街はこれまで私が見たどの街とも景色が違っている。

　ハイエルランドの王都や聖都が地球の一八世紀頃の近代の都市景観だとすると、この街は中世を思わせる街並みだ。

　そして、人が多い。見渡す限り、人、ヒト、ひと。

　鎧を着た剣士にローブの魔術師、弓使い、斧を担いだ戦士など、冒険者たちで道が溢れかえっている。ヒト種だけじゃない。今や北大陸ではほとんど見なくなった、エルフやドワーフと思われる人たちもちらほらと見かける。

　さらに──

「まっ、魔物っ!?　魔物が歩いてる!!」

　私は思わず叫んだ。

　街の中を、恐竜のような生き物が歩いているのだ。しかもその背中には人がまたがっている。

「ああ、あれは魔物使いだね」

　後ろから身を乗り出したヨハンナが言った。

「魔物使い？」

「そうさ。オオトカゲやワイルドウルフなんかを飼い慣らして戦わせるジョブなんだ。街中に連れ込むには国の資格と許可証が必要だし、轡くつわや拘束具なんかの安全対策も義務付けられてるから、ああして歩いてる分には安心していいよ」

　そう言ってウインクするヨハンナ。

　私は席に戻ると、はあ、と息を吐いた。

「この世界にこんな国があるなんて。全然知らなかった」

　やり直し前を含め、私はハイエルランド王国から出たことが一度もなかった。

　どれだけ井の中の蛙だったんだろう。世界はこんなにも広い。

「この国に来て良かった」

　私の言葉に、向かいの席に戻ったヨハンナがにやりと笑った。

「お楽しみはこれからさ。二人がよければ、明日は私が母校を案内するよ」

「母校？　それって──」

「二人が通うことになる、『ルーンフェルト魔術学校』さ」
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　エーテルスタッドの出張所はこぢんまりとした三階建ての邸宅だった。

　高級住宅街のはずれにあるこの邸宅は、元々は地元の商家が建てた屋敷だったらしい。

「さあ、これで職員全員よ」

　到着するとヨハンナはすぐにここで働く人を集めてくれた。

　私たちを迎えてくれた職員は、グレンとヨハンナを含めて五人。

　魔導通信機を扱う通信士の女性が一人、あとは家事全般を担当する元気なおばさんと、無口な料理人のおじさんが一人ずつ。

　ちなみにおじさんとおばさんは夫婦で、みんな外務公館の正規職員だという。

「もういい時間だし、明日の話は夕食後にしようか。部屋に案内するからついてきて」

　そうして部屋に案内してもらった私たちは、夕食の時間までしばし体を休めたのだった。




　夕食後、私とアンナはヨハンナから魔術学校の話を色々と聞くことができた。

　明日の見学の主な目的は、入学試験の受験申し込みであること。

　入学要件は特になく、年齢・性別・国籍・人種に関わらず受験できるけれど、手続きは必ず本人が学校を訪れ、試験の前日までに行わなければならないこと。

　入試は簡単な筆記試験と実技からなり、その結果によってクラス分けされること。

　……などなど。

　在学期間が二年で全寮制であることは事前に調べて知っていたけれど、寮が四名一室の相部屋だったり、魔術師向けの授業以外に、魔術による武器攻撃強化を学ぶ戦士向けの授業があることなどは、初めて聞く話だった。

　ちなみに『寮の部屋割りは同郷の者同士が同じ部屋にならないよう割り当てられる』という話を聞いたときのアンナの反応はすごかった。

「そんな……それでは誰がお嬢さまのお世話をするんですか!?」

　ヨハンナにくってかかるアンナ。

　そんな彼女に苦笑する魔術学校の卒業生。

「世話人の同行は認められてないわね。『魔術師として自立した人格と生活習慣を育むため』とか」

「そんな、横暴ですっ!!」

「ちなみに魔術学校の校則は、一切の例外なく、王族貴族の子女も含め生徒全員に適用されるわ。まあできることは、何か手違いが起こるように天に祈ることくらいかな」

「ううっ……女神様に祈りますぅ」

　凍土大陸での最初の夜は、そんな風に更けていったのだった。
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　翌朝。朝食を頂いた私たちは、早速学校に向かうことにした。

「学校は遠いんですか？」

　幌馬車の荷台で揺られながらヨハンナに尋ねると、彼女は「うーん」と思案する。

「正門までは近いんだけどね」

「？」

　私が首を傾げると、彼女は立ち上がり幌から身を乗り出した。

「ほら、あれよ」

　私とアンナも腰を上げ、彼女が指差す方を見る。

「うわぁ……!!」

　私たちは息を呑んだ。

　目の前には陽を反射して輝く大きな湖が広がり、その湖面に壮麗な古城が浮かんでいたのだった。




「船で校舎に向かうなんて素敵ね！」

　渡し船の船上。私の言葉に、隣のヨハンナが苦笑した。

「急いでるときは煩わしいけどね。学期中の昼間は一時間に一往復は便があるわ」

　湖面をかき分け帆船が進む。

　イメージとしては観光船が近いだろうか。さっき訊いたら、乗客定員は三〇名。学期はじめで乗客数が多いときは八〇名が乗れる中型船も運行するらしい。

　今は私のように受験の申し込みに行くと思われる若いグループが、何組か乗船していた。

　乗船時間は一五分あまり。そうして湖に浮かぶ古城が近づいてきたときだった。

「あれ？」

　私は船のへりに手をかけ、湖面をのぞき込んだ。

「おじょ……レティア、どうかしましたか？」

　お嬢さま、と言いかけたアンナが、慌てて私の偽名を言い直す。

　私とアンナは『代々魔導工房を営む家の、年の離れた姉妹』という設定だった。

　私はレティア・アインベル。アンナはその姉、アンナ・アインベル。

　ちなみに彼女お気に入りのメイド服はこの大陸にいる間は着用禁止にした。可哀想だけど仕方ない。余計なトラブルを招かないためにも、身バレするわけにはいかない。涙目で嘆願するアンナに、私は自分も髪を切ったことを引き合いに出して、なんとか納得してもらった。

　それはともかく。

　私は『姉』の問いかけに、湖面を見つめたまま答えた。

「お姉さま。水の中から魔力を感じるわ」

「魔力？」

　首を傾げ、同じように船のへりに手をかけるアンナ。

「…………あ、確かに。微かですが陸地に比べて魔力が強い気がしますね」

　私たちがそんな話をしていると──

「さすがね」

　ヨハンナがやってきて、湖面を指差した。

「この湖の下には『エーテルナ湖中迷宮』があるのよ」

「えっ、湖の底にダンジョンが？」

　私が驚いて聞き返すと、ヨハンナはにやりと笑った。

「というより『ダンジョンの上に学校を作った』って言った方がいいかな。学校の敷地内に湖中迷宮への入口があって、実習や試験なんかで使ってるのよ」

「へえ……」

　私は再び湖面に視線を落とす。

　ちらりと、遺跡のようなものが水の中に見えた気がした。

「まるでファンタジーの世界ね」

「？」

　首を傾げるアンナ。

「これからどんな学校生活が待っているのか、楽しみだわ」

「そうですね」

　そうして二人笑い合う。

　気がつけば、ルーンフェルト魔術学校の校舎が目の前に迫っていた。
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「受験申し込みをされる方は、申し込み用紙を受け取って会場にお進みくださーい！」

　島に上陸すると、バイトと思われる学生たちが、矢印の札を持って案内していた。

「あれが魔術学校の制服？」

　私の問いにヨハンナが「そうよ」と頷く。

「結構可愛いじゃない」

「少し前に変わったのよね。私が学生の頃はやぼったかったのに。多分、生徒集めに必死なのよ」

「生徒集め？」

「三年くらい前に首都に新しい魔術学校ができたの。そこはルーンフェルトと違って国軍や国の研究機関で活躍できるような魔術師を育成するカリキュラムを組んでるって話だわ」

「へえ。競合校があるのね」

　私がそう呟いたときだった。

　　パンッ！

　手を叩くような音。

　何事かと思って周りを見回すと──

「なんであなたみたいな卑しい子がここにいるのかしら？」

　建物の陰から、刺々しい声が聞こえてきた。

　明らかなトラブルの予感。なぜそちらに足を向けたのか、正直自分でも分からない。だけど気がつくと、私は声がした方に一歩を踏み出していた。

「あっ、ちょっ、待ちなよっ!!」

　ヨハンナの制止を無視して歩を進める。

　私が建物の角を曲がると、不穏な光景が目に飛び込んできた。




　校舎の壁際に集まった五人の少女。

　上等そうな身なりの四人の少女が私に背を向け、一人の少女を取り囲んでいる。

　囲まれた茶髪の少女は壁際に追い詰められ、片頬を押さえて視線を落としていた。

「なんであなたがここにいるのか、って訊いてるんだけど」

　ボス格と思われる、長いダークブラウンの髪を持つ少女が詰問する。

「じゅ、受験するために……」

　頬を押さえた少女が震えながら答えると、問うた側の少女が、ガッと相手の髪の毛を掴んだ。

「ぃぎっ！」

　悲鳴をあげる少女。

「ねぇ。誰が受験していいって言ったの？　私、前に言ったわよね。薄汚れた自分の豚小屋でおとなしくしてなさいって」

「だ、旦那さまにはお許しを頂いて──」

「はあ？」

　ボス格の少女が、ギリギリと髪の毛をねじ上げる。

「痛っ──」

「私の視界に入るなって言ったわよね？」

「ごっ、ごめんなさ……」

「まあ、いいわ。この子を押さえてて」

　指示に従い、茶髪の子の腕を掴む取り巻きたち。

「母親似のその男好きする顔を焼いてやれば、魔術学校に入ろうなんて身の丈に合わない夢を持つこともないでしょ」

　そう言ってボス格の子は、カバンから短い杖を取り出した。

「や、やめて──！」

　それを見た少女の顔が恐怖に歪む。

　ゆっくりと、杖が掲げられる。

　──だめっっ!!

「『部分防御パルト・デイフエンシア』!!」

　私の鞄から魔力の防御膜が高速で伸び、パシッ、という音とともに杖を取り上げる。

「なっ!?」

　杖を目で追う少女たち。

　彼女たちの視線がこちらに向いたときだった。

「おふざけにしては度が過ぎるわね」

　足早に後ろから歩いてきたヨハンナが、宙に浮いた杖をサッと掴み取った。
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「ちょっと、何するのよ！」

　叫び声をあげるボス格の少女に、ヨハンナは杖を見ながら言った。

「この家紋は……アストリッド侯爵家の令嬢か。代々高位の魔術師を輩出してきた家門だね」

　ぎくっ、とした顔をする取り巻きたち。

　だけど件のアストリッド令嬢は、目を細め見下すような視線を私たちに向けてきた。

「それが分かっているなら、さっさと杖を返してどこかに行きなさいな」

　そう言って上から目線で手を差し出す。

　だがヨハンナは動かない。

「ほら、早く返しなさいよ」

　焦れて手を伸ばすアストリッド嬢。

　さっと杖を引っ込めるヨハンナ。

　令嬢が目を剥いた。

「一体なんのつもり？　平民の分際で私に歯向かうなんて。人生終わらせたいの？」

　強烈な恫喝。だけどヨハンナは臆することなく、皮肉げに笑った。

「先輩に対する礼儀がなってないね。これは学校に預けておくから、受験の申し込みが終わったら事務室に取りに行ったらいいわ。あと、その子はこちらで保護するから手を離しなさい」

「はぁ？　あなた、誰にものを言ってるのか分かってる？」

「それは私のセリフね。あなたがどこの誰で、その子の出自がどうであれ、学校の自治が認められているこの島では、他人を傷つける行為は全面的に禁じられてるわ。それにルーンフェルトは創立以来五〇〇年にわたって、出自や国籍、種族さえ関係なく学生を受け入れてきた。私たちが今見たことを学校に報告すれば、入学できなくなるのは誰だと思う？」

　ヨハンナの言葉に一瞬たじろぐアストリッド嬢と取り巻きたち。

　だけど彼女は、すぐに顔を歪めて笑った。

「はっ！　ただの平民とアストリッドの直系である私、学校はどちらの言うことを信じるかしら？」

「確かに私はただの平民さ。──本国ではね」

「は？」

「逆に訊きたいんだが、成人もしていない世間知らずの貴族のお嬢様と、ルーンフェルトの卒業生でハイエルランド外交公館の正規職員である私、学校はどちらの言い分を信じると思う？　私の同期にはこの学校で教職に就いている奴もいるんだけどねぇ」

　そう言ってヨハンナは、懐からハイエルランドの国章が刻まれたプレートを取り出して見せた。

「くっ!!」

　目を見開き、言葉に詰まるアストリッド嬢。

「あと、私や私の関係者に何かあれば、重大な外交問題になることもお忘れなく。そうなったときあなたのお父様はどういう判断をするかしらね」

「…………っ！」

　握ったこぶしをぷるぷると震わせ、凄まじい形相で私たちを睨みつけるお嬢様。

「フレヤ様、行きましょう」

　すでに女の子から手を離していた取り巻きの一人が、アストリッド嬢に小声で声をかける。

　怒りに震えていた令嬢はややあって、ふぅぅぅぅぅ、と息を吐いた。

「まあいいわ。よく考えたら、魔術どころかろくに魔力操作すら学んだことのないこの子が、ルーンフェルトの入試を突破できるわけがないわね。──さっさと申し込みを済ませてきましょ」

「そうですわね」「行きましょう、行きましょう」

　そう言って貴族令嬢たちはもはや私たちを振り返ることもなく、立ち去っていった。

　彼女たちが視界から消えるのを確認した私は──

「あなた、大丈夫!?」

　へなへなとその場に座り込んだ少女に駆け寄った。




「ちょっと見せてみて」

　頬を押さえてガクガク震える少女の手をそっとずらすと、彼女の頬は一目見て分かるくらいに赤く腫れていた。

「ひどいことするわね。『清浄なる水よ。我が手から溢れハンカチを濡らせ。水生成フアキト・アーキア』」

　私は魔法で自分のハンカチを濡らして彼女の頬に当てると、未だ震えている手を握りしめた。

「もう大丈夫だからね。安心して。私たちがあなたを守ってあげるから」

　手を握りしめたまま私がそう話しかけると、ゆっくりと震えがおさまってゆく。

　しばらくして──

「あの、ありがとうございます……」

　少女は視線を上げ、初めて私の顔を見たのだった。
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「助かるよ。ありがとねー」

　ひらひらと手を振るヨハンナに、保健室から出ようとしていた事務の女性は顔を顰めた。

「別に先輩のために彼女の手当てをしたわけじゃないですから。後輩がケガをしてたら放っておけないでしょう」

「そうだね。それでも助かったよ」

　笑顔のヨハンナに女性はため息をつくと、私たちの方を向いて微笑んだ。

「フレヤ・アストリッドが杖を受け取って出ていったら声をかけるから。ゆっくりしててね」

「「ありがとうございます」」

「あ、ありがとうございますっ」

　ハモる私とアンナに、ワンテンポ遅れて礼を言う少女。

　そうして女性が出ていくと、ヨハンナが私たちに言った。

「受験の申し込みなんてそう長くはかからないさ。私らはあのお嬢様たちが帰ってから、ゆっくり申し込みに行けばいい」

「そうですね」

　頷く私。

　すると頬に薬を塗ってもらった少女が、おずおずとこちらを向いた。

「あの、助けて頂いて本当にありがとうございますっ」

　ヨハンナが微笑する。

「いいのよ。あなたとあのお嬢様がどういう関係かは知らないけど、ああいうのは絶対あっちゃいけないことだから。最初に動いたレティのお手柄ね」

「いえ、あのままでは私もどうしたらいいか分からなかったです。ヨハンナさんにフォローしてもらえて本当に助かりました」

　私はそう言うと、少女に向き直った。

「それで、よかったら『これからのこと』を話したいんだけど、どうかしら」

「これからのこと、ですか？」

「そう。さっきも言ったように、私は当分の間、あなたを守るつもりでいるの。もし街であの人たちにばったり会って、そのときに私たちがいなかったら今度こそ何をされるか分からないでしょ？　──ヨハンナさん。入学までの間、うちで彼女を匿いたいんだけど、ダメかな」

「うーん……」

　考え込むヨハンナ。

　彼女はしばし腕を組んで思案すると、やがて「ま、いいか」と呟いた。

「分かった。グレンには私が話しとくよ」

　そう言って、びっ、と親指を立てる。

「でも、そこまでお世話になるわけには……」

　視線を落とし、もごもごと呟く少女。その様子からは不安な気持ちが伝わってくる。

　私は手を伸ばし、彼女の手に自分の手を重ねた。

「これは私たちが決めたことよ。だから申し訳ないと思う必要はないわ。もちろん、あなたが嫌なら無理強いはしないけど」

「そんなっ。嫌とか全然そんなことはないですっ！」

　顔を上げ叫ぶ少女。

　私は彼女に微笑んだ。

「なら、入学までは一緒にいましょ。私も受験の準備をするのに仲間がいた方が心強いわ」

　すると、唐突に少女の目から涙が溢れた。

「えっ、泣くほど嫌だった!?」

　慌てる私に、彼女はぶんぶんと首を横に振る。

「違うんです。私、こんなに人から良くしてもらったことがなかったから。嬉しくて……」

　ぐすっと鼻を啜り、涙を拭う。

　私は彼女の涙をハンカチで拭き取ると、手を差し出した。

「じゃあ、これからよろしくね。私はハイエルランドから来たレティア・アインベル。こっちは姉のアンナと、親戚のヨハンナよ」

　少女は私たちを順に見ると、私の手を握った。

「アストリッド領から来た、リーネ・ヤンソンです」

「よろしくね、リーネ」

「はいっ！」

　そのときになって、彼女はやっと私たちに笑顔を見せた。

　──助けに入って良かったな、と。改めてそう思う。

　そうして私たちは、入学までの短い間、一緒に暮らすことになったのだった。
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　その後しばらくして、リーネの手当てをしてくれた事務の女性が保健室に顔を出した。

　例のご令嬢方は、杖を受け取ると早々に船に乗って帰ったらしい。ほっと一息だ。

「じゃあ、私らも行こうか」

「「はいっ」」

　私たちは大講堂で受験の申し込を済ませ、ヨハンナの案内で学内を見学してまわった。

　ちなみに昼食は学校の食堂で頂いたのだけど、郷土料理のニシンとジャガイモのグラタンをメインにしたランチセットはなかなかのものだった。

「おいしいっ！」

「こんなに立派なお料理は初めてですっ」

「確かに、なかなかのお味ですね」

　そんなことを言い合いながら、ホクホクする私たち。

（これはランチタイムが楽しみね！）

　学生生活における楽しみの一つ、ランチタイム。気心の知れた仲間たちとこうしておいしいごはんを食べられるなら、それは間違いなく至福の時間になるだろう。

　私は心の中でガッツポーズをしたのだった。




　ランチのあとも、学生寮や屋内外の演習場などを見学してまわった私たち。

　ルーンフェルト魔術学校があるポルタ島は奥行きがあり、エーテルスタッドの街から見る印象よりもはるかに大きな島だった。

　おかげで帰りの船に乗る頃には、空が朱に染まり始めていた。

「ところで、あのフレヤという子はなんであなたをあそこまで嫌うのかしら。よかったら理由を聞かせてくれない？」

　一日を共にし、くだけた会話もできるようになってきた私たち。

　私は船上で、疑問に思っていたことを尋ねてみた。

　顔を曇らせるリーネ。

「あ、もちろん言いたくなければ言わなくていいからね！」

　私が慌てて言葉を付け加えると、リーネは少しだけ躊躇い、私を見つめた。

「──いえ、レティアさんたちには助けて頂いてばかりですから。よかったら聞いてもらえますか？」

「ええ。もちろんよ！」

　私は彼女の手を取り微笑んだ。




「私のお母さんは、元々アストリッド侯爵様のお屋敷で働くメイドだったんです」

　リーネの話は、かなり重たい内容だった。

　使用人だった彼女の母親は、あるとき雇用主であるアストリッド侯爵に手を出され、リーネを身ごもってしまう。

　つまりリーネはアストリッド侯爵の婚外子で、あのフレヤとは腹違いの姉妹だったわけだ。

　侯爵本人はそれなりのサポートを与えようとしたらしいけれど、名家出身の妻には耐え難かったらしく、結局母親は使用人寮から追い出され敷地の端の物置小屋に追いやられてしまう。

　彼女はそこでリーネを出産。以来屋敷の母屋に立ち入ることを禁止され、庭の手入れや離れの掃除などを命じられ、二人は下層の使用人とその娘として暮らしてきたらしい。

「私もお母さんもなるべく母屋には近づかないようにしてたんですけど、それでも何度か奥様やお嬢様と鉢合わせしてしまうことがあって──」

　その度に罵声を浴びせられ、躾け用のムチで打たれたのだという。

「それは、つらかったわね……」

　私はリーネの手に自分の手を重ねる。

　だけど彼女は、はにかんで首を振った。

「確かにムチで打たれるのは痛かったですけど、そういうことがなければ、お母さんと一緒に暮らせて幸せでした。街の学校にも通わせてもらえて、友だちもできたんですよ」

　そんな彼女の生活が一変したのは、昨年のことだったという。




「一二歳になって教会で受けた魔力検査で、私の持っている魔力が普通の人より少しだけ多いことが分かったんです。それでお母さんが学校の先生にお願いして、私が魔術学校を受験できるように旦那さまに話をしてもらったんです」

　結果、負い目があったせいか侯爵はリーネに魔術の教師をつけることを決定。

　リーネは今まで立ち入ることが許されなかった母屋に通って、魔術の勉強と特訓を受けることになった。

　ただ、七歳から専属の家庭教師がつけられていたフレヤと異なり、一年弱という短期間でリーネが身につけられた知識と魔術は、合格ギリギリのラインだという。

「フレヤお嬢様からは受験しないよう言われてるんですけど、私のためにあれこれ手を尽くしてくれたお母さんのことを思うと、どうしても諦められなくて……」

　そう言って儚げに笑うリーネ。

　そんな彼女に私は──

「それなら絶対に合格しなきゃね。一緒に頑張ろっ！」

「はいっ!!」

　そう言って私たちは、手を握りあったのだった。
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　ルーンフェルト魔術学校に受験申し込みに行った翌日。

　私たち受験生三人は、ヨハンナから魔術の指導を受けるため屋敷の裏庭に集まっていた。

「わざわざ的まとまで用意してくださって、ありがとうございます」

　私が的の準備をして戻ってきた剣士（の格好をした騎士）に礼を言うと、グレンは相好を崩した。

「いえ、街で売っている練習用の的ですし、このくらいなんでもありませんよ。かっ……レティ」

　閣下、と言いかけて慌てて言い直すグレン。

　昨日も一昨日も、馬車を出してくれたり一緒に食事したりと、私とまあまあやりとりがあったはずなのに、どうにも敬語が抜けない若手騎士さま。彼はどうもそういう性質たちらしい。

　そんな私たちのやりとりを見ていたヨハンナは、ため息を吐いて『こりゃダメだ』というように大げさに首をすくめてみせると、私たちに向き直った。

「さて、それじゃあ早速授業を始めようか。レティとアンナは実際に魔術を見たことがないのよね？」

「「はい」」

　私とアンナが答えると、ヨハンナは「ＯＫ、ＯＫ」と頷いた。

「逆にリーネは魔法をちゃんと見たことは？」

「ええと……最初の頃に一度だけ、先生が使って見せてくださいました」

「じゃあ、おさらいから始めようかな。──アンナ、レティ。どっちでもいいから、あの的に向けて何か攻撃魔法を撃ってくれる？　但し、威力は最小でね」

「「？」」

　顔を見合わせる私とアンナ。

「では、私がやってみますね」

　アンナはそう言って、ヨハンナが地面に引いた線まで進み出る。

　彼女は的に向けて人差し指を向けると、詠唱を始めた。

「ゆらめく蝋燭のごとき小さき炎よ。我が指先に集い火の玉となり、指差す方向に駆け足の速さで進み的を射抜け──」

　詠唱とともに指先に魔法陣が浮かび、その先にピンポン玉くらいの炎が揺らめく。

「『炎矢フラム・サギータ』！」

　　ゴウッ

　アンナのかけ声とともに、火の玉が回転しながら宙を飛ぶ。

　そして、

　　ボッ！

　的に当たると炎が立ち上り、すぐに消えた。

「「おおー！」」

　パチパチパチ、と拍手する私たち。

「やるわね。お手本のような魔法だったわ」

　ヨハンナがアンナを褒め称える。

　うんうん。

　うちのアンナはすごいのよ。

「さすがね。アンナ姉さんっ！」

　私が笑みを浮かべてそう言うとアンナは、

「レティのためなら、当然ですよ」

　とにっこり笑った。




「それじゃあ次ね。今度は私が魔術で同じことをやってみせるわ。アンナが撃ったのと同じ火属性の魔術を使うから、違いに注目して見ててね」

「「はいっ」」

　私たちの返事に微笑すると、ヨハンナは懐から三〇cmにも満たない小さな杖を取り出した。

「行くわよ。……レクト！」

　声とともに杖を目の高さに合わせると、先端に青い魔力光が宿る。

「ベルテフラム・コン・プロミネル──」

　まるで指揮棒のように杖を振ると、杖の先の光が赤く変わり──

「サギータ!!」

　杖を振り下ろした瞬間、ビー玉ほどの大きさの赤く輝く光球が、勢いよく射出された。

　ビュン──パンッ！

　的に当たり、弾け飛ぶ光球。

「「おおー！」」

　私たちは歓声をあげて拍手した。

　──すごい。

　詠唱時間は半分以下。

　速度も速い。

　そして一番の特徴は──

「魔力の減衰が少ない！　……これが、魔術!!」

　私は胸が高鳴るのを感じた。




「さて。皆には魔法と魔術の両方を見てもらったわけだけど……レティ。私が何をやったか分かるかな？」

　少しだけ人の悪そうな笑みを浮かべて問うヨハンナ。

　私は考えをまとめると、口を開いた。

「最初に、杖の先端に魔力を集めてましたよね」

「そうだね」

「そのあと、魔力の属性を『火』に変換して、それを凝縮して、射出。──そんな風に見えました」

　私の言葉に、ヨハンナが目を丸くした。

「大体合ってるわ。ひょっとして予習してた？」

「いえ。私の周りには魔術が使える方はいませんでしたから」

「そっか。じゃあ魔力の変化を見ただけでそこまで理解したのね。……噂には聞いてたけど、大したものだわ」

　そう言ってヨハンナはしばし考えると、私を見た。

「……レティ、試しに自分でやってみる？」

「えっ、もう、ですか？？？」

　驚く私。

「いやあ、そこまで理解してたら、もう私が教えることもないかなー、って」

　はっはっは、と笑う魔術の先輩。

「それで、どうする？　やってみて分かることもあるかもしれないわよ？」

「……分かりました。やってみます！」

　私の答えにヨハンナは「そうこなくちゃ！」と親指を立てたのだった。




　──数分後。

「これ、難しいですっ！」

　私が音をあげると、ヨハンナは微妙な顔で首を傾げた。

「うーん……。原理は理解してる。魔力のコントロールも完璧。なのに、なんでうまくいかないのかしら。ま、見ただけで魔術を使いこなされたら、私も学校も立場がないんだけどね」

　そう言って苦笑する。

　確かに、ルーンフェルト魔術学校では卒業まで二年もかけて魔術を修得する。

　見ただけで使えるなら誰も学校に入ろうとは思わないだろう。

　とはいえ、目の前で実演してもらい、原理も理解しているのに発動すらできないのは、魔導具師としてはちょっと悔しい。

「魔力の属性を変換しようとすると、どうしても『火』そのものになっちゃうんです。そうなるともう魔術じゃなくて魔法ですよね？」

「そうね。魔法が『魔力を物理現象に変換して利用する方法』だとすると、魔術は『魔力の性質を変化させて利用する術』だからねえ。魔法の発動に慣れてしまうと、そっちに引っ張られちゃうのかしら」

　うーん、と考え込む私たち。

　そのときふと顔を上げると、リーネが所在なさげにもじもじしているのに気がついた。

「そうだ！　リーネは魔術が使えるのよね？」

「えっ、私ですか!?」

　突然話しかけられた友人は、オドオドしながら私を見る。

「そうよ。──よかったら私に魔術を教えてくれない？」

「あの、でも私、そんなに上手には……」

　俯き、縮こまってゆくリーネ。

　それを見ていたアンナが、彼女の手を取った。

「いいんですよ。うまくなるために学校に行くんですから。熟練者のヨハンナさんより、学び始めて日が浅いあなたの方が私たちに近いので、より参考になるかもしれません。よかったらレティと私に今のあなたの力を見せてくださいな」

　アンナはそう言うと、私に片目をつぶってみせた。

　頷く私。

　そこに、ヨハンナがさらに後押しする。

「私もリーネの実力を見ておきたいわ。試験まで一週間。時間を無駄にはできないからね」

　三人に説得されたリーネは、しばらく戸惑ったあと、小さく頷いた。

「……わかりました。やってみます。下手くそですけど、笑わないでくださいね？」

　小さな魔術師のたまごは、そう言って、懐から年季の入った杖を取り出したのだった。




　一分後。

「…………これ、どうしよう？」

　私たちが茫然と立ち尽くす中、ヨハンナが最初に口を開いた。

　そんな彼女に、グレンが額に手を当てながら答える。

「どうするも何も、謝りに行くしかないだろ。──お隣さんに」

「やっぱそうだよねー」

　引き攣り笑いをするヨハンナ。

「あの……申し訳ありませんっっ!!」

　泣きそうな顔で頭を下げるリーネ。

　私はそんな彼女の手を取った。

「リーネは悪くないわ。魔術を使うようにお願いしたのは私だし」

「でも、でも──っ！」

「大丈夫。私がお隣さんに弁償するから。……うん。大丈夫！　これくらい、なんでもないわ!!」

　空元気でそう叫ぶ私。

「それにしても、ずいぶん派手にやりましたね」

「「…………」」

　グレンの言葉に、私たちは黙って的まとの方を見る。

　私たちの視線の先。

　そこには、傷ひとつついていない的と──ダイナマイトで発破したのかというくらい派手に吹き飛んだ、お隣さんの敷地の壁があった。




「リーネの課題は、魔力の制御コントロールね」

　お隣さんに皆で謝りに行ったあと。

　庭のデッキでお茶をしながら、ヨハンナはそう言った。

「すみません……」

　しょぼんとするリーネ。

　私はそんな彼女をなぐさめる。

「落ち込む必要はないわ。魔力操作の訓練を始めて半年であれだけできれば上等だし、お隣さんも『気にしなくていい』って言ってくれたじゃない」

「ですが……」

　再び落ち込むリーネ。

　幸いなことに、お隣に住む老夫婦は、「この時期はよくあることだから」と笑ってゆるしてくれた。

　どうも二人とも元冒険者だったらしく、奥さんにいたっては「私も見習い時代は色々と壊したものよ」と上品に笑っていた。

　とはいえ、こういうことはしっかりしておかないといけないので、修理見積のときには声をかけてもらうようにお願いしておいたけれども。

「魔術の名門アストリッド侯爵家の血を引くだけあって、リーネはかなりの魔力持ちみたいだからね。半年の修行じゃあんなもんでしょ。発動できるだけ上等よ」

　ヨハンナはそう言って苦笑する。

「そういう意味ではレティの方が大変かもね。先に魔法を身につけちゃったせいで属性変換のイメージがしづらいみたいだし」

　うぐっ、とスコーンを飲み込む私。

「ま、初歩からやるしかないわね」

「間に合うでしょうか？」

　ここまで来て入学できないとか、悲しすぎる。

　私が不安になって尋ねると、ヨハンナは首をすくめてみせた。

「それはレティの頑張り次第かな。──でもまあ、いいめぐり合わせだったかもね。魔力操作は完璧だけど魔術は初心者のレティと、魔術は発動できるけど魔力操作が未熟なリーネ。足して二で割ればちょうどいいんじゃない？　二人で教えあって頑張ってみて」

「「はいっ」」

　同時に返事をする私とリーネ。

　──あれ？

　何か忘れてるような……

「あのぉ……。私はどうしたらいいんでしょうか？」

　困ったような笑顔でおずおずと手を挙げるアンナ。

　そんな彼女を見て、ヨハンナはにやりと笑った。

「アンナには私が直接教えるわ。──ま、一週間もあるし、必要なことは全部叩き込んであげる」

「お、お手柔らかにお願いしますね」

　アンナの笑顔が引き攣った。
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　一週間後。

　受験の日。

　リーネと二人で特訓した私だったけれど、結局うまく魔術を使えるようにはならなかった。

　惜しいところまではいくのだけど、どうしても魔力の属性変換がうまくいかない。

　リーネ曰く「火というより、熱をイメージしてください」ということでそのようにしてみたのだけど、どうしても最後の最後で『火』そのものになってしまう。

　ちなみにリーネは、以前テオやアンナにやったようにエインズワース式魔力操作修行法で一緒に訓練することで、とりあえず的に当てることができるようになった。

　アンナにいたっては、早々に魔術を発動できるようになってしまい、その後はヨハンナとどこかへ出かけて『秘密の訓練』というのをしている。

　結局、最後まで魔術を使えなかったのは私だけ。

　これはもう来年再受験するしかないかも、と途方に暮れていた受験当日の朝。

　船着場に向かう馬車の中で、私たちはヨハンナから思いもしない事実を知らされたのだった。




「えっ！　魔術が使えなくても受験できるんですか？？？」

「できるよ。言ったじゃない。『最初からうまくできる奴ばかりだったら学校はいらない』って」

「「ええーーっ!?」」

　声をあげる私たち。

「もちろん簡単に合格できるわけじゃないけどね。魔術の発動と技術、魔力操作、魔術を含めた広範な知識……その合計得点と面接で合否が決まるの。過去の例で言えば、魔力をほとんど持たない受験生がほぼ筆記試験だけで入試を突破した例があるけど、彼は筆記でぶっちぎりの歴代最高得点を叩き出したって話だわ。……ちなみにその人、今や若くしてこの国の魔術庁長官よ」

「「うわぁ……」」

　色々と凄まじい話に、ドン引きする私たち。

「とりあえずレティは魔法で実技を受ければいいわ。減点はされるけどある程度は点数をもらえるから。あとは魔力操作でカバーできるでしょう」

「はぁい……」

　ほっとした反面、ちょっと凹む。

「リーネもなんとか的に当てられるようになってきたし、アンナも魔術を使えるようになってる。三人とも十分に合格水準には達してるよ。あとは他の受験生のレベルと運しだいだけど……ま、気楽に受けといでよ」

　そう言ってからからと笑うヨハンナ。

　そんな彼女に私たちは顔を見合わせ、

「「はぁ……」」

　とため息を吐いたのだった。




「うわ、こんなにたくさんの人が受験するのね」

　校舎のあるポルタ島に降り立つと、先日をはるかに上回る数の人々が集まっていた。

　ざっと五〇〇人はいるだろうか。

　私くらいの子から腰の曲がったおじいちゃん、おばあちゃんまで。

　年齢、性別、肌の色を問わず、様々な人が受験票を握りしめて自分の番号の列に並んでいる。

「この中で入学できるのは一五〇人。倍率は三倍というところかしらね」

「そんなに……」

　青くなるリーネ。

　私は慌ててフォローに入る。

「リーネは大丈夫よ。これだけ人がいても合格レベルに達してる人は半分もいないでしょう。あとの人たちは記念受験とひやかしね」

「本当ですか？」

　不安げなリーネに私は力強く頷いた。

「ヨハンナも言ってたでしょ？　私たちは合格水準に達してるって」

「……そう、確かにそうですね！」

　両手をきゅっと握りしめ、リーネが復活する。

「ここからは各自で頑張るしかありません。レティ、リーネ、お互い頑張りましょう」

　アンナの言葉に頷く私とリーネ。

「それじゃあ、またあとでね。試験が終わったら食堂で待ち合わせしましょう」

　そうして私たちは、自分の番号の列へと分かれていった。
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　入試が始まった。

　筆記試験の内容は、事前にヨハンナから聞いていた通り、多岐に渡っていた。

　自分の名前を書けるかどうかから始まり、魔法や魔術の基本となる古代語の単語を問う問題、足し算引き算に迷宮国の歴史。冒険者ギルドの基礎知識や、魔物の名前と特徴を問う問題まで出題されていた。

　ヨハンナの話によれば、学科試験は主に足切りとして使われていて、そもそも満点をとることができないほどの問題数が用意されているらしい。

　とりあえず自分の名前が書けて、他に何問か解けていればＯＫ。

　あとは実技試験が悪い場合に加点要素として考慮されるらしい。

　では、私がどうだったかというと……時間内に解いた限り、正解と不正解が半々という感じだった。

　古代語や計算は完璧だったけれど、歴史や魔物に関する知識問題はさっぱり分からなかった。

　でも、とりあえず足切りの水準は突破できたはず。

　リーネも学校で文字と簡単な計算は学んだと言っていたし、アンナもご両親が健在だった頃に貴族令嬢としてひと通りの教育を受けている。

　三人とも筆記は問題ない。

　問題は実技試験だ。

　特にリーネと私は。

　筆記試験が終わった受験生は、お手伝いの生徒に引率されて演習場グラウンドに向かう。

　──そしていよいよ、運命の実技試験が始まった。




　広い演習場では一二のグループに分かれて魔力操作と魔術の実技試験を行うようになっていた。

「ええと私は……七番の組ね」

　指定された試験官のところに向かう。

　移動中、リーネとアンナを見つけて手を振る。

　リーネは恥ずかしそうに、アンナは満面の笑みで手を振り返してくれた。

　あの様子なら、筆記試験も問題なさそうね。

　ほっとする反面、これから受ける自分の実技試験のことを思い、気合いを入れる。

「よし。頑張ろう！」

　私はぎゅっとこぶしを握ったのだった。




　魔力操作の試験は、魔導具を使ったゲーム形式のものだった。

　受験生はテニスボール大の魔導金属ミストリールの入力装置に手を乗せ、試験官が示したカードに従って魔力を流す。

　カードには、みかん、りんご、ぶどうのどれか一種類の絵が描かれていて、描かれている数は一～五個（房）。

　入力装置からは果物の絵が描かれた三つの表示器に線が伸びていて、受験生は魔力を流す方向と量を調整し、なるべく早く、正確に、表示器の五つのランプの内、適切な数を点灯させる。

　要するに、旗上げゲームだ。

　それを五回繰り返す。

（何か、王都の研究室を思い出すわね）

　前の受験生たちが試験に臨む様子を見ながら、そんなことを思う。

　研究室の鍵は、家紋が彫られた魔導金属板に決められた順番で特定の波長の魔力を通していくことで開錠できるようになっていた。

　魔導具師にしろ、魔術師にしろ、求められるものは似ている、ということなのだろう。

（だからこそ、魔術が発動できないのは悔しいのよね……）

　私はそんなことを思いながら自分の順番を待つ。

　こうして見ている限り、受験生の平均的な魔力操作のレベルはそこまで高くはなさそうだ。

　ほとんどの人が正しい表示器に魔力を流せてはいるけれど、なかなか狙いの数のランプを点灯させることができずに苦労している。

　そんな中、一人際立ってうまい人がいた。

　それは私の五つ前に並んでいた受験生。

　民族衣装と思われる膝まである紺色の長いシャツにズボン。頭には同色の頭部布を巻き口元をマスクで隠したその男の子は、他の受験生よりもはるかにスムーズにランプを点灯させ、試験官と他の受験生を驚かせていた。

（私と同じように、留学のために外国からはるばるやってきたのかしら）

　そんな彼に一方的に共感を覚える。

　そして、私の番がやってきた。




「おいおい……。なんて早さと精度だ」

　五回目のチャレンジが終わった瞬間、カードを掲げていた無精ひげの男性試験官が呆れたような顔で言った。

「終わりですか？」

「ああ、魔術の実技に進んでくれ」

　私の問いに、首をすくめながら答える試験官。

「──レティア・アインベル。ハイエルランドの出身か」

　手元の資料を見た試験官は、ふっと笑って最後にこう言った。

「今年は留学生の当たり年だな。授業で会えるのを楽しみにしてるぞ」

　……え。

　この適当な感じの人、ひょっとして教官なの？

　私はひらひらと手を振る男性試験官に会釈し、いそいそと隣の魔術実技の列に移動したのだった。
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（ええと……ひょっとして魔術が使えないのって、やっぱり私だけ？）

　列に並んで順番を待っていた私は、他の子の実技を見ているうちに自分の顔が引き攣っていたことに気がついた。

　魔術学校を受験するだけあって、他の受験生たちは皆、難なく魔術を発動している。

　この調子だと、魔法でこの試験を受けるのは私だけになりそうだ。

（やっぱり悪目立ちするわよね）

　しょぼんとする私。

　そのとき、周囲の受験生たちが「おお……っ!!」とざわついた。

（何？？？）

　周りを見まわし、人々の視線の先に目を向ける。

　そして、皆のどよめきの理由を理解した。

（あの子だ）

　それは、例の民族衣装を着た少年だった。

「……………………」

　ボソボソと呟くような、小声の詠唱。

　その声はよく聞こえないけれど、彼が標的のカカシに向けた指先には──青く輝く魔法陣が展開され、巨大な火球が出現していた。

「あれは……！」

　──あれは、魔法だ。

　私もよく知る『爆裂火球』の魔法。

　魔法陣を見る限り、ハイエルランドでも戦場で使われている中級攻撃魔法に違いない。

　問題は、そこに込められている魔力量だった。

　普通の魔法兵が使う『爆裂火球』なら、せいぜいバスケットボールほどの大きさのはず。

　だけど私の視界に入っている『それ』は、大玉転がしの玉ほどの大きさに膨らんでいた。

「すごい魔力量……。だけど、本当にすごいのは──」

　私が呟きかけた瞬間、

「『爆裂火球イクスプロム・フラム・スフイーリア』!!」

　少年の叫び声とともに、巨大な火球が放たれた。

　ゴォオオオオオッ！

　唸りをあげてカカシに向かう火球。

　そして──

　カッ!!

　　ドオオオオオオオーーンッ！！！！

　一瞬の閃光。

　そして爆発。

　爆風が私のところまで押し寄せてきて、私は腕で自分の顔を庇う。

　──数秒後。

　顔を上げると、カカシさんは根っこから吹き飛ばされていた。

「……魔力量もすごいけど、あれだけの火球を破綻させずに維持して的にぶつけられる魔力操作の巧みさが、あの子の真骨頂ね」

　気がつくと私は、苦笑いをしていた。

　的が吹き飛ばされ、わたわたと片づけを始める教師とバイトの学生たち。

　それは、魔術が栄える異国の地で、自らの故郷の技術を披露してみせた彼に対する共感なのか。

　試験官と言葉を交わして一礼し、こちらの方に歩いてきた少年とハイタッチをしたい気分だった。




「良いものを見せてもらったわ。ありがとう」

　私が話しかけると、私より少しだけ背の高い少年は足を止め、こちらを一暼する。

「…………」

　興味のなさそうな目で私を見つめる少年。

　だけど──

「えっ!?」

「え？」

　突然声をあげて私を凝視する見知らぬ少年と、そんな彼に首を傾げる私。

「あっ、いや……」

　少年は慌てたようにそっぽを向くと、マスクの下でボソボソとそう呟く。

　そして、

「じゃあな」

　そそくさと校舎の方に歩いていった。

「？」

　なんだったのかしら。今のは。

　私は頭の上にクエスチョンマークを浮かべ、首を傾げたのだった。
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「え？　今の、何をしたの？？？」

　私が魔法を放ってカカシさんにぶつけた直後。

　試験官の女性が、ガタッと立ち上がった。

　ざわめく人々。

　皆の視線が、私に集中していた。

　私はそんな周囲の人たちを見ながら、

（さっきの彼ほどじゃないけど、馬鹿にされないくらいのものは披露できたかしらね）

　心の中で、ほっと息を吐いたのだった。




「ねえあなた。今やったことを説明してくれる？」

　イスに座り直した眼鏡の女性試験官が、こほん、と咳払いをして私に問うた。

「ええと……」

　私はどう答えたものかと逡巡し、結局こう答えることにした。

「『爆裂火球』の魔法を『防御』の魔法で包んで撃ち出したんです」

「は？」

　意味が分からない、という顔をする試験官。

「ですから、『爆裂火球』の魔法を──」

「いやいやいや、ちょっと待って」

　もう一度説明しようとした私を、試験官が手のひらを上げて遮る。

「つまり、魔法自体に他の魔法を重ねがけしたってこと？？？」

「そうですね」

「『そうですね』って……本当に二つの魔法を同時に発動したっていうの!?　それも中級魔法を？？？」

　身を乗り出して叫ぶ試験官。

　私は彼女のあまりにオーバーなリアクションにやや引きながら頷いた。

「ええと、はい。……あ、いえ。発動は同時じゃないですね。まず『爆裂火球』を作ってそれを『防御』で包んでますから、順番に発動してます。あと──」

「いえ、そういうことじゃなくて……」

　片手で私を制し、額に指を当ててなにやら考える試験官。

「同時に二つの魔法を扱うなんて、聞いたことないわ」

　そう言って彼女は首を横に振った。

　周りの受験生たちからも、「マジかよ……」、「魔法って、そんなことができるの!?」という声が聞こえてくる。

　うーん……。

　本当は、今使った魔法は『三つ』なのだけど。

　この雰囲気だと、言わない方が良いのかもしれない。




　──少しだけ時間を巻き戻す。

　今回、魔術の実技試験を魔法で受験することにした私は、せめて魔法の技量を見てもらおうと考えて『複合魔法』にチャレンジすることにした。

　具体的には、『爆裂火球』を発動してその場で維持しながら、『防御』の魔法を発動して火球を包む。

　最後にその防御膜で包んだ火球を、『投射』の魔法でかかしに向かって飛ばしたのだ。

　これによって爆裂火球は、魔力の減衰がほとんどないままカカシに当たって大爆発。

　そのままだとカカシさんが吹き飛んで可哀想なので、その爆発を防御魔法で吸収するようにした、というわけだ。

　おかげで火球の爆発は防御膜を瞬間的に大きく膨らませただけで、カカシさんには傷ひとつつかなかった。

　私のカカシさんへの愛の勝利である。

　ちなみに『複合魔法』はとても知名度が低いけれど、一応既存の魔法技術だ。

　ただし、使える魔法使いは少なく、実際に使う者はほとんどいない。

　難易度が高いわりに魔力消費が大きく、発動にも時間がかかる。

　要するに、実用的じゃないのだ。

　魔導具が発達したハイエルランドは言うに及ばず、一時期研究に力を入れていたという東の隣国ペルシュバルツ帝国も、結局あまりの割の合わなさに研究を打ち切ったという。

　複数の魔法を発動し、維持する魔力量。

　それらを精緻にコントロールする魔力操作の技術。

　その両方が必要となれば、当然使える人は限られる。

　まして一瞬の油断が命取りとなる戦場では、発動魔法の数だけ詠唱が長くなる複合魔法は無用の長物でしかない。

　私がさっきやったようにデモンストレーションとして使う以外、まず使い途がないのだ。

　ダンジョン攻略のために魔術が発達し、魔法の研究がほとんど行われていないこの国で知られていないのも、当然といえば当然だった。




　試験官の女性は、私の受験票を見ながらしばらく「うーん……」と唸っていたけれど、やがて顔を上げた。

「念のため訊くけど、あなた魔術は使える？」

　うっ……。

　彼女の質問に、顔が火照ってゆく。

「使えません……」

　私がそう答えると、試験官は「なるほど」と呟き手元のシートに何かを書き込む。

「今年は何かと騒がしい年になりそうね。あなたの入学を楽しみにしてるわ」

　微かに口角を上げた彼女は、そう言って私に次の面接会場の教室を教えてくれた。




　その後の面接では、日本の入試同様、志望動機やこれまで頑張ってきたこと、将来どんな道に進みたいのかなどを訊かれた。

　あまり嘘をついてもボロが出そうなので、正直に魔導具づくりのために魔術を学びたいこと、将来は魔導具で世の中をもっと便利にしたい、と答えた。

　私の回答に、三人の面接官のうち真ん中に座っていたおばあさんは「そういう動機は珍しいね」と言ったあと、「でもまあ、面白そうだ」と目を細めて、にっと笑ったのだった。
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「二人とも、試験はどうでしたか？」

　帰りの船の上。

　アンナの問いかけに私は、

「感触は悪くなかったと思うんだけど、どうかしらね」

　と答え、リーネは、

「今の自分にできる限りのことはやったつもりです。……自信はないですけど」

　と不安げな顔をした。

（──結果発表は三日後。不安なまま待っているのはしんどいわよね）

　そう思った私は、彼女の背中にそっと手を当てた。

「大丈夫。短期間の特訓だったけど、リーネは魔力操作がとてもうまくなったわ。魔術の練習でも的を外さなくなってきたし。力を出しきれたなら、絶対に良い結果がついてくるわよ」

　私がそう言うと、彼女は顔を上げ──

「はいっ！」

　と笑顔で頷いた。

　実際、リーネの魔力操作のセンスは悪くなかった。

　私とのマンツーマンの特訓で彼女はどんどん上達し、最終的にはあの場にいた受験生たちの平均よりやや上くらいのレベルにはなったのではないかと思う。

　いつも同様にやれたなら、まず問題ないだろう。

　そんなことを考えていた私は、ニコニコしながらもどこか構って欲しそうに私を見つめる侍女の視線に気がついた。

「──こほん。ところで、そう言うアンナ姉さんは試験どうだったの？」

　私が尋ねると、アンナは満面の笑みでこう答えた。

「私も悔いがないように頑張りましたよ。必ずレティと一緒に入学します！」

「そ、そう……。それは心強いわ」

　力強い答えに、苦笑する私。

　正直、アンナのことは心配していない。

　だって彼女はもう魔術を使えるんだから。

　私よりも合格に近いところにいるはずだ。

「何はともあれ──」

　私はオレンジ色に染まりつつある湖面をちらりと見て、二人を振り返った。

「三人とも合格してるといいわね！」

「「はいっ!!」」

　そうして私たちの入試は終わったのだった。
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　──三日後。

　私たち三人は、エーテルスタッドの中央広場にやってきていた。

「ありましたっ！　名前がありましたっ!!」

「レティと私の名前もありますよ!!」

　広場の真ん中に貼り出されたルーンフェルト魔術学校の入試合格者の名前を見て、喜びの歓声を上げるリーネとアンナ。

　遅ればせながら掲示されているリストの中に『レティア・アインベル』の名前を確認した私は、ほっと息を吐いた。

「良かった。本当に良かったわ」

　ここに来るまで色んな人にサポートしてもらってきた。

　母国では私がいない間も、ソフィアやライオネル、ダンカンやジャックたちが領地経営と魔導具開発を頑張ってくれている。

　彼らの期待と厚意を裏切ることにならなくて、本当に良かった。

　そのとき、後ろから女性と男性の声がした。

「だから言ったでしょう。三人とも合格ラインに達してる、ってね！」

「合格おめでとう。これで三人とも新学期から魔術学校の一年生だな」

　振り返ると、ヨハンナとグレンが笑みを浮かべて立っていた。

「ヨハンナ、グレン、二人ともありがとう！」

　私がそう言うと、ヨハンナはニッと笑った。

「さあ、合格祝いよ。みんなで甘いものでも食べて帰ろう。グレンがご馳走してくれるってさ！」

「……おい、ちょっと待て。お前も半分出すんじゃないのか？？？」

　ヨハンナの言葉に、慌てるグレン。

「こんなおめでたい日にせこいこと言わないの！　さ、行きましょ。この街で一番スイーツの美味しいお店を予約してあるのよー☆」

「わあっ、それは楽しみです!!」

　はしゃぐ私たち。

「おい、ヨハンナ！　ちょっと!!」

　歩き出す女子と、追いかけるグレン。

　──どんな学校生活が待っているんだろう？

　私は少しの不安と大きな期待を胸に、仲間たちと異国の街を歩いたのだった。







第４章　ルーンフェルト魔術学校
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　ルーンフェルト魔術学校の校舎の一室。

　古い魔女が使いそうな『いかにも』な雰囲気のイスに座った老齢の女性の前に、二人の男女が立っていた。

「それではご確認をお願いします。フリデール校長」

　三〇手前と思われる眼鏡の女性がそう言うと、机の上に置かれた紙の束を一暼した老女は、

「ああ、見させてもらうよ。皆、ご苦労だったね」

　と教員たちを労った。

「今年はユニークな子が目白押しでしてね。ちーとばかりクラス分けに苦慮しましたよ」

　ラフな身なりの中年男の言葉に、老女はにやりと笑う。

「それも外国出身の魔法使いばかりだろう？」

「おっしゃる通りで」

　ふふっ、と笑い合う老女と男。

「アロルド。どの子が一番面白いと思った？」

「ハイエルランド出身の子ですかね」

　アロルドと呼ばれた男性教諭が答える。

「どっちの子だい？」

「そりゃあ妹の方ですよ。……マーカスが『姉の方も何か隠してそうだ』と言ってましたがね」

　そう言ってアロルドは紙の束の中からふせんがつけられた一枚を引き出して一番上に置く。

「イェシカは？」

「私もバリエンダール教諭と同じです。……お恥ずかしい話ですが『複合魔法』というものを知らず、彼女の魔法に圧倒されてしまいました」

　そう言って願書に視線を落とす女性教諭。

　フリデールはその紙を手に取ると、あらためて少女の名前を読み上げた。

「レティア・アインベル。ハイエルランド出身。筆記試験Ｂ、魔力操作Ｓ、魔術実技Ａ。特記事項：魔術は未習得。実技で複合魔法を使用。魔導具師志望。受験生フレヤ・アストリッドに絡まれていた同リーネ・ヤンソンを助けたとの話あり、ね。……分かった。今年のクラス分けには特に注意するとしよう」

　彼女はそう言うと、あらためて彼らを労い二人の教諭を下がらせた。




「……さて」

　一人になったフリデールは傍らの書棚から一冊のノートを取ってくると机の上に置き、パラパラとページをめくり始めた。

　そのノートはスクラップブック。

　古今東西、様々な国の新聞が切り抜かれ、きれいに貼り付けられている。

　そして彼女の手が、あるページで止まった。

　記事の一節をその指がなぞり、次に隣に置かれた書類をなぞる。

「レティア・アインベル……Letia Einwell、ね」

　フリデールはそう呟くと、

「ちょっと安直だねえ。お嬢ちゃん」

　と面白そうに笑ったのだった。
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　ルーンフェルト魔術学校の合格発表から入学までは、約二週間の準備期間がある。

　その間に新入生たちは入寮手続きをしたり制服を用意したりと、新生活の準備を整える。

　もちろん私たちも。

　と言ってもルーンフェルトは全寮制なので、用意するものはそれほど多くはない。持ち込みが許されているのも旅行かばん一つ分だし。

　なので、買わなければならないものは衣類と教科書くらい。

　教科書はもちろん学校でも売っているけれど、街では中古の教科書がたくさん売られていて、お手ごろ価格で手に入れることができた。

　ではそれ以外の時間は何をしていたかというと……アンナは例によってヨハンナと『秘密の特訓』に出かけ、リーネと私は魔術の練習に勤しんでいた。

　──相変わらず私は魔術を使おうとしては魔法を発動していたけれど。

　練習を始めて一〇日あまり。

　結局私は、一度もまともに魔術を発動できずにいた。

（さすがにまずい気がする……）

　ルーンフェルトの卒業要件に『魔術が発動できること』というものはない。

　決められた単位を取って卒業試験に合格すれば、卒業はできる。

　就学期間は二年から五年。

　授業料を払えば最長五年までは学校に残り、魔術の研鑽と研究を続けることができる。

　だけど、魔法ベースの魔導具に限界を感じて魔術を学びに来たのに、それを発動すらできずに卒業となれば本末転倒だ。

　魔導回路の中枢は魔法陣を生成する魔法式だけど、それは魔法が詠唱呪文として言語化されているからこそ書けるということでもある。

　対して魔術は呪文も併用するけれど、核である属性変換は術者の感覚に依っている。

　その変換機構を呪文として言語化して魔導回路に実装しなければ、魔術を魔導具に利用することはできない。

　つまり、私自身が魔術を修得し、魔力の属性変換を言語化することが必要だった。

（自力でできないなら、何か方法を考えないといけないわよね……）

　途方に暮れた私は、自分のためにある魔導具をこしらえることにした。

　それは、私専用の訓練用魔術杖。

　普通の魔術杖は木の枝を削って形を作り、握り手から先端にかけて魔導金属ミストリールを引いて製作する。

　回路の先端は球状になっていて、魔力を一点に集中し易いように作られていた。

　術者は杖の先端に使用分の魔力を溜め、それを属性変換した後に射出するわけだ。

　一方私が作った訓練用魔術杖は基本的なつくりは同じものの、握りの部分を太くして魔導回路を一つ埋め込んである。

　一体、なんの回路を追加したのか？

　実はそれは、魔法の発動を抑える回路だった。

　そうすることで魔法が誤発動してしまうのを防ぎ、魔力がきちんと属性変換され魔術として発動することを促す。

　あとは反復練習することで、魔術の使い方を体に叩き込もうという魂胆だった。

　結果、私の目論見は一点を除いてうまくいった。

　杖に魔力を流すと魔導回路が起動。

　魔法の発動は抑えられた。

　──相変わらず魔術は発動しなかったけれど。

（これだけじゃあダメね。まずは属性変換のコツを掴まないと……）

　私はまたまた頭を抱えたのだった。
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　そうこうしているうちに、その日はあっという間にやってきた。

　ルーンフェルト魔術学校の入学式。

　入試のときにも運行された大型船に乗って、私たち新入生は湖を渡る。

「いよいよね。どんな授業が待っているか楽しみだわ！」

　私がそう言うと、隣のリーネが微笑する。

「勉強についていけるか不安ですけど、私もレティアさんみたいに前向きに頑張れたらいいな、って思います」

「私は魔術にすごーく興味があってここまで来たから、あまり参考にならないかもね。リーネはリーネなりの理由で頑張ればいいんじゃない？」

「私なりの理由、ですか」

「そうそう。……って、アンナ姉さん、何してるの？」

　私は、リーネの隣で指を組んで目を閉じ、祈るような姿勢で佇むアンナにぎょっとした。

「女神様に祈っているんです」

「女神さまに？　何を？？？」

「もちろん『レティと同じクラスになれますように』ってことをですよ」

「えっ!?」

　さも当然、という風にそんなことを言うアンナに、思わず声をあげる私。

　アンナは目を開けると、じっと私を見た。

「だって、違うクラスになったら誰がレティを悪い虫から守るんです？　もし万が一レティとクラスが違っていたら、私、学校に火をつけてしまうかもしれません」

　真顔でそんなことを言う姉。

　……に化けた侍女。

「ダメよ。姉さん」

「でも……」

「でもじゃないでしょう」

　白昼堂々と犯罪予告する侍女を、止めに入る私。

　すると──

「ふふっ。お二人は本当に仲が良いんですね」

　リーネが笑っていた。

「まあ『家族』だしね？」

「家族……レティと家族。良い言葉ですねぇ。ふふっ」

　私の言葉に、恍惚とした笑みを浮かべるアンナ。

（ちょっとぉ）

　どうも最近アンナがおかしい。

　アクセルを踏みっぱなしというかなんというか。

　この国に来てから──いや、姉妹設定を始めてからか。

（変なところでボロが出ないと良いのだけど）

　私は額に手を当て、大きなため息を吐いたのだった。




　入学式は、教会の礼拝堂に似た大ホールで行われた。

　校長先生の挨拶があり、在校生からのお祝いの言葉があり、新入生代表の言葉があった。

　驚いたのは、私の面接で「入学動機が珍しいね」と言っていたおばあちゃんが、実はこの学校の校長……フリデール先生だったこと。

　確かに面接のときも不思議な迫力があったけれど、知ってみれば『なるほど』という気もする。

　そのフリデール先生の挨拶は、

「新入生諸君、おめでとう。せっかく入学したんだ。この学校でどう過ごすか、何を学ぶのかくらい自分で決めて、せいぜい後悔のないようにすることさね」

　と言ってニヤリと笑っておしまいという、非常に短くインパクトのあるものだった。

　おかげで式自体はあっという間に終わってしまう。

　最後にクラス分けが張り出された移動式掲示板が演台の前に登場し、私たちは自分のクラスを確認するためそちらに向かったのだった。




「レティ！　同じクラスですよ!!」

　すごい勢いで掲示板に突進していった私の侍女は、満面の笑みで私たちを振り返った。

「リーネさんも一緒です！」

　アンナの言葉に、顔を見合わせる私とリーネ。

「あのっ、授業でもよろしくお願いしますっ！」

　嬉しそうなリーネに、私は彼女の手をとった。

「こちらこそ、これからもよろしくね！」

　そうして三人で同じクラスになったことを喜んでいたときだった。

「あらあら。あなたたちそろって『おバカのウグレィ』なのね。卑しい娘とその仲間には、本っ当に、お似合いのクラスだと思うわ」

　とても不快な声が、後ろから聞こえてきた。
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　聞くに堪えない侮辱的な言葉。

　その言葉に、私たちは声の主を振り返った。

「フレヤお嬢様……」

　リーネの顔が恐怖に歪む。

　彼女の言葉の通り、そこに立っていたのはリーネの異母姉、フレヤ・アストリッドとその取り巻きたちだった。

「合格発表を見て驚いたわ。まさかあなたみたいな無能で無教養な子がこの学校に受かるなんてね。──でもまあ、やっぱりまぐれだったってことね。なんせ『ウグレィ』だし」

　侮蔑的な笑みを浮かべ、見下すような視線を私たちに投げかけるフレヤと取り巻きたち。

　私はリーネを隠すように前に進み出ると、フレヤに聞き返した。

「ウグレィって何？」

　そんな私を、フレヤが嘲笑う。

「あら。あなた知らないの？　あなたたちが振り分けられたウグレィは『おバカのウグレィ』と言って、入試の点数が合格ギリギリだったり、素行が悪い問題児ばかりを集めた落ちこぼれクラスなのよ。ああ、ウグレィというのはこちらの古い言葉で『フクロウ』のことね」

　彼女の言葉に、近くにいた数名の生徒がぎょっとした様子で振り返った。

　ひょっとすると彼らは、私のクラスメイトなのかもしれない。

　だけどフレヤたちは彼らの反応を気にすることもなく、内輪で話し始める。

「私、ウグレィなんかになったら恥ずかしくて授業に出られませんわ」

「私もですぅ」

　わざとらしい小芝居とともに、ふふふと笑う取り巻きたち。

　フレヤは笑みを浮かべたまま手を上げて彼女たちを黙らせると、私を見た。

「あなた、外国人？」

「ハイエルランドのレティア・アインベルよ」

「そう。留学生ならこの学校のことをよく知らなくても仕方ないわね。──私はアストリッド侯爵家のフレヤというの。簡単に説明するとルーンフェルトには五つのクラスがあって、それぞれ『ドラーゲ（竜）』、『ファルク（鷹）』、『レーヴェン（狐）』、『ウォルブ（狼）』、『ウグレィ（梟）』という名がつけられているわ」

　──ああ、なるほど。

　クラス分けの紙の一番上に描かれている動物の意匠は、それを表してたのね。

　私はちら、と掲示板を見た。

　確かに各クラス名の上に、ドラゴンや鷹などの動物が描かれている。

「それぞれのクラスには特徴があって、例えば『ファルク（鷹）』だと魔術を武器に付与して戦う魔術戦士志望の生徒が集められてるし、『レーヴェン（狐）』には魔力操作が得意な者が、『ウォルブ（狼）』には魔術発動が得意な者が集められてる、ってわけ」

　フレヤはそこで言葉を切り、見下したような笑みを浮かべた。

「ちなみに私たちの『ドラーゲ（竜）』は、その中でも筆記、魔力操作、魔術発動の全てに秀でた者だけが所属できるクラス。『ウグレィ（梟）』はその真逆ね。入学時に決まったクラスは卒業までずっと変わらないし寮の部屋分けにも使われるから、きっとあなたもゆかいな仲間たちと楽しい学校生活を送ることができるわよ。でもまあ……」

　フレヤが私たちをじろりと値踏みする。

「バカは目障りだから、私たちの視界に入らないようにして欲しいわね。小さく無能なフクロウは、偉大なドラゴンから隠れてコソコソしていればいいわ」

「その通りですわね」

「「ふふふふふふふふ」」

　私たちを嘲笑うフレヤと仲間たち。

　　ぷちっ

　その瞬間、私の頭の中で何かが切れた音がした。

　フクロウは私の実家、オウルアイズ侯爵家の象徴。

　馬鹿にするなんて許せない。




「そうですか。フレヤさんはずいぶんと古くさい価値観の中で育たれたんですね」

　私の言葉に、その場が凍りついた。

　フレヤがすごい形相で私を振り返る。

「……ちょっと。あなた今、うちの領地のことを馬鹿にした？」

「まさか。私が友だちの出身地のことを悪く言うわけないじゃないですか。私は『あなたのことを』井の中の蛙だと言ったんですよ。フレヤさん」

「なんですって!?」

　目を剥く侯爵令嬢。

「ひとつ、昨年北大陸で話題になった事件のことをお話ししましょう」

「事件？」

「はい。二体のクマの力を借りた一羽の小さなフクロウが、お城を襲った竜の群れを撃退したんです。仲間を守ろうとするフクロウは、竜よりも強いんですよ」

　そう言って胸を張る私。

　オウルアイズの娘である私は一年前、ココとメルと一緒にハイエルランド王城を襲った五匹の飛竜を撃退した。

　つまり梟が竜を退けたのだ。




　私の言葉に、一瞬呆気にとられたような顔をするフレヤたち。

　だけど──

「ぷっ！　ふふふふふふふっ!!」

「あはははははははっ!!」

「ちょっと。せっかくこの子が一生懸命考えたお話なのに、笑ったら可哀想よ」

　私をチラ見しながら笑い続ける取り巻きたち。

　やがてフレヤが小馬鹿にしたような目で口を開いた。

「あなたねえ。言うにこと欠いてそんなホラ話をするなんて……。見苦しいことこの上ないわ。いくらなんでもフクロウがドラゴンに勝てるわけないじゃない」

　そう言って意地悪そうに嗤う侯爵令嬢。

「嘘じゃないわ」

「ええ、そうね。あなたの頭の中ではそうなんでしょう」

　嘲笑するフレヤたち。

「あのねえ──」

　私がさらに言い返そうとしたときだった。

「確かにこいつらは田舎者だな」

　いつの間にか私の横に立っていた紺色の民族衣装の少年が、ボソッと爆弾を落としたのだった。

　それは実技試験で周囲を驚かせ、私とひと言だけ言葉を交わしたあの少年だった。

「あなた、今なんて仰ったの？」

　怒りにこぶしを震わせ、少年を睨みつけるフレヤ。

　だけど頭部布とマスクで顔を隠した少年は、怯むそぶりも見せずこう言い返した。

「お前らは去年、世界中で話題になった事件も知らない田舎者だって言ったんだよ」

「な、なんですってぇ!?」

　いきり立つ侯爵令嬢に、指をつきつける少年。

「試しに父親にでも訊いてみたらいい。まともな貴族なら噂くらいは聞いたことがあるだろう。一年前、ハイエルランドの王城を飛竜に乗った隣国の兵士たちが襲ったんだ。それを撃退したのがテディベアを従えた魔導具師の女の子で、その子の家の紋章がフクロウだと各国の新聞を通じて話題になった。つまり、その子の話は全部本当だってことだ」

「っ！」

　言葉に詰まるフレヤたち。

「俺がいた南大陸にまでウワサが届いてたんだ。北海を隔ててるとはいえ、貴族の娘が知らないのは『田舎者』と言われても仕方ないだろう」

「なっ、なっ、なっっ!!」

　フレヤと取り巻きたちは少年にやり込められ、言葉を失ったのだった。




　顔を真っ赤にして狼狽える令嬢たち。

　そんな彼女たちの中で、最初に立ち直ったのはフレヤ・アストリッドだった。

「あなた……。さっきから聞いていれば、貴族家門の私に向かって無礼な口をきいてくれるわね。この国でアストリッドを侮辱したらどうなるか分かってるの？」

　論点をすり替えるフレヤ嬢。

　だけど民族衣装の少年は、そんな彼女を鼻で笑った。

「さて、どうなるんだろうな。……言っておくが、ルーンフェルトは創設以来『種族、性別、門戸に関わらず学生を平等に扱う』と宣言してそのルールを徹底してきた。それは王家ですら例外じゃない。出自をかさにきた言動は訓告の対象だぜ。あんたも俺らと同じウグレィに来るかい？」

　にやりと笑う少年に、フレヤは目を吊り上げる。

　そして──

「あなた、名前は？」

「マラケサのセオリク・バーラト・オル・アライオン」

「そう。あなたたちのことは覚えておくわ」

「それは光栄だね」

「ふんっ。──皆さん、落ちこぼれは放っておいてもう行きましょう」

「そうですわね。バカが感染りますわ」

　そんな負け惜しみを言って退場するフレヤ一行。

　彼女たちを見送ったあと、私はセオリクという名の少年を振り返った。

「セオリクさん、と仰いましたね。助けて頂きありがとうございます」

　私がお礼を言うと彼は、一瞬びくっとして視線を逸らした。

「いや、いい」

「？」

　後ずさるセオリク。

（極度の人見知り……というわけじゃないわよね。さっきはあんなに堂々としてたのに）

　先ほどまでとの様子の違いに、首を傾げる私。

　そういえば、入試の実技試験のときもこんな感じだった。

（ひょっとして、怖がられてる？）

　私の方に心当たりはないけれど、何か彼を怖がらせるようなことをしただろうか？

（うーん……）

　正直、心当たりがない。

　一つだけ可能性があるとすれば、私の魔力量を感じ取って、ということ。

　私はハイエルランドでもトップクラスの魔力持ちだ。

　むやみに魔力を放出してはいないけれど、魔力感知に優れた人なら、感じるものはあるだろう。

（あまり怖がらせてしまっても申し訳ないわね）

　私はとりあえず自己紹介だけしておくことにした。

「私はハイエルランドのレティア・アインベルです。同じクラスですし、これからよろしくお願いしますね」

「あ、ああ。そうだな。よろしく頼む。──じゃあ、またな」

　セオリクはそう言って、そそくさと去っていった。

「なんか、不思議な人でしたね」

　リーネがそんな感想を口にする一方、アンナはぷりぷりと怒っていた。

「助けてくれたのはありがたいですけど、あの態度は失礼です！　せっかくレティがお礼を言ったのに」

「きっと彼にも事情があるのよ。──それより私たちも寮に行きましょう。今日中に荷解きを終わらせないと、明日から困るでしょ？」

「確かに！　早速明日から授業ですもんね」

　ぽん、と手を打つリーネ。

「レティと同じ部屋になりますように……」

「ほら、アンナ姉さん。行くわよ」

　私はまたしても女神さまに祈り始めたアンナの袖口を引っ張り、これから私たちが生活することになる女子寮に向かったのだった。




４




　ルーンフェルトの女子寮は、校舎と同じく歴史を感じる重厚な建物だ。

　五本の太い円柱を外周に配置しそれらを通路で結んだ五角形の形をしていて、円柱が各クラスの寮、中央が食堂兼管理棟となっている。

　ちなみに広場を挟んで反対側には同じ形の男子寮が建っており、そちらの方が歴史が古いらしい。

　それぞれの円柱の中央は吹き抜けになっていて、一階にはサロンがある。

　そこを見下ろすように各階の廊下があり、生徒たちの部屋が外側に並んでいる、というようになっていた。

　さて。

　重いカバンを手に寮にやってきた私たちは、ウグレィ寮のサロンで部屋割りを確認することになった。

　結論から言えば、アンナの願いは女神さまに届かなかったらしい。




「なんで私だけ別の部屋なんですかあ？」

　部屋の入口に立ち、情けない顔で嘆くアンナ。

　私はそんな彼女の肩を、ぽん、ぽんと叩いた。

「まあまあ。隣の部屋なんだし、すぐに行き来できるじゃない」

「……そういえば、この部屋の壁って結構薄そうですし、ちょっとだけぶち抜いても『事故』ってことで大丈夫ですよね？」

「だ、ダメよ。絶対にダメだからね！」

　物騒なことを口にする姉を、慌ててたしなめる私。

　うちの侍女は、放っておいたら本当にやりかねない。

　私は手を伸ばし、アンナの頬に触れた。

「ねえ、姉さん。これは私と姉さんが互いに自立する機会でもあるの。どうせ部屋を出れば一緒にいるんだし、部屋にいるときくらいはルームメイトとコミュニケーションを取りながら生活してみましょうよ」

　アンナが家出してうちの門を叩いて以来、私たちはずっと一緒に暮らしてきた。

　私にもアンナにも友達らしい友達はほとんどいないし、ここで交友関係を広げる努力をしてみるのは、きっとお互いのためにも良いはずだ。

「ううっ……」

「ほら、姉さん。後ろの人が部屋に入れなくて困ってるわ」

　私は入口を防いでいた姉の袖を引っ張り、後ろにいた二人の女子生徒に「ごめんなさいね」と謝った。

　すると──

「邪魔よ」

　私と同じくらいの背丈の少女が、長い黒髪を揺らしながら不機嫌そうにそう言って部屋に入ってくる。

　その後ろから続いて入ってきたやや小柄な金髪ショートカットの女の子は、

「…………」

　冷めた目でちらりと私たちを見ると、無言で通り過ぎたのだった。




　ルームメイトたちが来たこともあって、アンナは泣く泣く自分の部屋に入っていった。

　私とリーネは「とりあえずルームメイトに挨拶にしよっか」と話して、荷解きにかかっている先ほどの二人に話しかけた。

「あの、挨拶させてもらってもいいですか？」

　私の言葉に、怪訝な顔をする黒髪の少女。

　もう一人の子も黙って私たちを見る。

　や、やりにくい……。

　私はなんとか笑顔を維持して、自己紹介を始める。

「北大陸のハイエルランドから来たレティア・アインベルです。こちらは友人の──」

「アストリッド領から来たリーネ・ヤンソンといいます。よろしくお願いします！」

　ぺこりと頭を下げるリーネ。

　私も一緒に会釈をする。

「「…………」」

　気まずい沈黙。

　最初に口を開いたのは、意外なことに金髪の少女だった。

「レーナ・セリアン。……レナでいい」

　相変わらずの冷めた表情ではあるけれど、彼女は一応返事をしてくれた。

「ありがとう、レナ。これからよろしくね」

　私の言葉に、分からないくらい小さく頷くレナ。

　次に私たちは、もう一人のルームメイトに視線を向けた。

「はあ……」

　気乗りしないとでも言うかのように、ため息を吐く黒髪の少女。

「……オリガ・ヘルクヴィスト」

　と、いかにも渋々といった感じで名乗ってくれた。

（身だしなみもしっかりしてるし、どこかの貴族令嬢かしら）

　私がそんなことを考えていたときだった。

　リーネがオリガに話しかけた。

「あの、ヘルクヴィストというと、ひょっとして『氷結』の──」

「詮索されるのは好きじゃないの」

　ぴしゃり、と言葉を遮るオリガ。

「あ、その、ごめんなさい……っ！」

　思いがけない拒絶の言葉に、慌てて謝罪するリーネ。

　一方のオリガは、眉間に皺を寄せたまま今度はじろりと私を見た。

「あなたも。悪いけどあまり私に構わないでくれる？　同じ部屋だからといって無理に話しかけなくていいから」

　その鋭い視線に、射すくめられる。

「ご、ごめんなさい。挨拶したかっただけなの」

　ううっ……怖いよぅ。

　そうして私とリーネはすごすごと自分たちのベッドのところに戻ったのだった。




　振り返ってみれば、ルーンフェルトでの初日はあまり順調ではなかったかもしれない。

　フレヤには絡まれるし、オリガには拒絶される。まぁ散々といえば散々だった。

　それでも振り返ってまだマシだと思えるのは、翌日以降さらにひどいトラブルやショックな出来事が続いたから。

　そう。

　この時間軸での初めての学校生活は、実に波乱に満ちたものだったのだ。
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「ふぁああーぁ」

　翌朝。

　女子寮を出て校舎に向かう途中で、私は大あくびをしてしまった。

「レティ、ちゃんと眠れましたか？」

　心配そうに尋ねるアンナに、私は歩きながら「うっ」と言葉に詰まる。

「まさか、また夜更かししたんじゃ……」

「ね、寝ようとはしたのよ？　消灯時間は決まってるし、灯りをつけたらルームメイトに迷惑だし」

　ジトっとした目で見てくる姉に、慌てて言い訳する私。

「だけど、ほら。いつまでも魔術が使えないと困るし、なんとか打開できそうな魔導具が作れないかと考えてたら、眠れなくなっちゃって……」

　結局寝ついたのは午前一時をまわったくらいだと思う。

　おかげで一つ思いついたことがあるけれど、引き換えに今、結構な眠気に襲われていた。

「はぁ……。レティ、『自立する』ということには、体調管理も含まれると思いますよ？」

「うぐ……」

　耳が痛い。

「──でもまあ、環境が変わったばかりですし、気持ちも分かりますから、今日だけは大目に見ましょう。その代わり気分が悪くなったらすぐに言ってくださいね？」

「はぁい」

　アンナに叱られトボトボと歩きながら、私は隣のリーネに話しかけた。

「リーネはちゃんと眠れた？」

「ええと、はい。私はよく眠れました。なんか結構図太いみたいで……」

　えへへ、と笑うリーネ。

「それは良いことよ。人間やっぱり睡眠って大事よね」

　しょぼしょぼした目でそう言うと、アンナがすかさず、

「レティもリーネを見習ってくださいね」
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「はぁい……」

　私はうつらうつらしながら、今晩こそは早く寝ようと心に誓ったのだった。




　ウグレィの一年生の教室は、教室棟一階の奥にある。

　私たちが教室に入ると、すでに半分ほど席が埋まっている状態だった。

「こうして見ると、本当に色んな人がいるのね」

　三人がけの後ろの方の席に座った私たち。

　私は前の生徒たちを見て思わずそんなことを呟いた。

「そうですねぇ。レティアさんたちみたいに外国から来られてる方もいますし──あの人はエルフの方ですね」

　リーネの視線の先に目をやると、確かに特徴的な尖った耳の女子生徒が座っていた。

「北大陸ではヒト種以外の種族を見ることがほとんどなくなってしまったから、なんだか新鮮ね」

　私の国がある北大陸では、五〇〇年前から二〇〇年ほどの期間、人間の国同士で激しい戦乱が続いた時代があった。

『戦乱の時代』

　歴史の本にはそう書かれている。

　大陸の覇権を目指していくつもの国が勃興し、滅びていった。

　その戦乱の中で、エルフやドワーフなど比較的小さな集団で生活を営んでいた種族は、住んでいた土地を追われ、伝つ手てを頼って他の大陸に移住していったのだ。

　実際私も、エルフを見たことはこれまで数えるほどしかない。

　私の言葉に、リーネが説明をしてくれた。

「この国では他の種族の方も普通に暮らしてますね。うちがよくお世話になっていた鍛冶屋さんはドワーフの方でしたし、前の学校の友達にはグラスレアの子もいました。街でもエルフの方はよく見かけますよ。──ただ同じ凍土大陸でも西の帝国では他種族の迫害が酷いそうで、最近はこのノルドラントに逃れて来られる方が多いそうです」

「へえ、そうなんだ」

　私は初めて聞く話に興味を持った。

　ハイエルランドでは他の大陸の情勢など話題になることもなかったし、まして他種族の人と関わることもなかった。

　──どんな人たちなんだろう？

　好奇心がうずいた。




「諸君、まずは入学おめでとう。俺がこのクラスを担当するアロルド・バリエンダールだ」

　始業の鐘が鳴ってしばらくして教室に入ってきたのは、見覚えのある中年男性だった。

　確か入試のときに魔力操作の試験官をやっていて、私に『授業で会えるのを楽しみにしてる』と声をかけてきた人だ。

　そんな男性教諭は皆を見渡すとにやりと笑い、

「アル先生でも『バルやん』でも好きに呼んでくれ。その代わり俺もお前たちのことは好きに呼ぶからな」

「「ええええええええ」」

　途端に生徒たちからブーイングが巻き起こる。

　……何よ、『バルやん』って。

　だがバリエンダール教諭は、生徒たちからのブーイングを手を振って軽くいなすと話を続けた。

「さて。早速だが自己紹介をしてもらおう。そっちの端から順番に出身と名前、得意分野と苦手分野を発表していけ。ちなみに俺の得意分野は『魔術戦闘』で苦手なことは『座学』だ。俺に勉強のことを質問しに来てもムダだからな。各教科の担当教官のところに聞きに行けよ」

　どっと笑いが起こり、男子から「ダメじゃん！」とか「勉強できなくても教師になれんのかよ」などとヤジが飛ぶ。

　そんな生徒たちにバル先生は「そうだな。俺もそう思うぜ」と笑ってみせると、こんな話をした。

「皆知ってると思うが、元々ルーンフェルトは迷宮攻略に参加する魔術師を養成するために建てられた学校だ。その後、魔力の研究や新魔術の開発なんかもやるようになったが、迷宮攻略に軸足があることは開校以来五〇〇年変わってない。はっきり言やあ『パーティーの一員として戦える』ことが一番大事で、それ以外はオマケみたいなもんだな。だから俺みたいなバカでも教官になれる。最終的に卒業できるかどうかも、そこで判断されるから覚えておけよ」

　そこで言葉を切ると、彼は皆を見渡した。

「この『ウグレィ』はバカや落ちこぼれが集められてると揶揄されることがあるが、それは違う。──ひとつ、お前たちの先輩の話をしよう。かつてこのクラスに魔力がほとんどなく魔術の発動も覚束ない奴がいた。そいつは結局、在学中たった一度も魔術を発動させることができなかったが、首席でルーンフェルトを卒業していったんだ。なぜだと思う？」

　静まり返る教室。

　皆が話に引き込まれていた。

　そして先生はたっぷりタメを作ったあと、その答えを口にした。

「卒業試験でそいつがいたパーティーは、ダントツの早さで試験用のダンジョンを攻略したんだ。リーダーのそいつは作戦立案と指揮に専念してメンバーに指示を出すだけ。結果、そのパーティーは戦闘参加者が一人少ないにもかかわらず、タイムレコードを大幅に更新して攻略を完了。その記録は未だに破られてないな」

　そこまで話したバル先生は、人差し指を上に向け、くるりと小さく円を描いた。

　と、一瞬にしてその指先に眩い火球が浮かぶ。

　　ざわ、ざわ……

　生徒たちがざわつく。

「嘘だろ。杖なしの上に無詠唱かよ……」

　先ほど茶化した男子が呟いた。

　先生はもう一度指をまわして火球を消すと、私たちに言った。

「要するに、パーティーの一員として迷宮攻略に貢献できるなら『なんでもあり』ってことだ。俺の場合はそれが戦闘魔術だったが、ここ（頭を指差す）でもいいし、精霊術でもいい」

　そう言ってエルフの少女を見ると、今度は例の民族衣装の少年セオリクの方に視線を動かす。

「もちろん魔法でもよければ──」

　最後に私を見た。

「自作の魔導具でもいい、ってことだ」

　そう言って、にやりと笑うバル先生。

　もうっ！

　今のは絶対わざとよね!?

　私は手で顔を隠し、そっぽを向いたのだった。




　バル先生の話のあと、私たちは順に自己紹介していった。

「ハイエルランドから来ました、レティア・アインベルです。得意なことは魔力操作で、苦手なことは……実はまだ魔術の発動ができません。一応、中級までの魔法はほとんど使えます。よろしくお願いします」

　魔術が使えないことを言うか迷ったけれど、結局正直に話すことにした。

　先生の話を聞いて思ったのは、この学校では個人の技術ではなくチームプレイを重視しているということ。

　それなら、仲間クラスメイトには得手不得手を知っておいてもらった方がいいだろう。

　どんな反応が返ってくるかな、と思っていたら、周囲からは意外な反応が返ってきた。

「ほら、あの子よ。実技試験で不思議な魔法を使ってた……」

「ああ、火球を何かで包んで爆発させた子ね」

「魔術が使えないって話だけど、あんなのができるなら必要ないんじゃね？」

　──うぅっ。

　必要なんです。

　魔導具づくりのために！

　まだ一度も魔術は使えてないけど!!

　私は顔を手で覆って、ぷるぷると身悶えた。

　その後も自己紹介は続き、エルフの子……フェルリーズは精霊術が、民族衣装のセオリクは魔法と剣術が得意という話を聞くことができた。

　そしてやはり二人とも魔術が苦手らしい。

　ちょっと共感してしまう。

　これは彼らのためにも一刻も早く魔術習得用の魔導具を作らなければ。

　私は一人決意を新たにしたのだった。




　そうして皆が自己紹介していく中、気になる子たちがいた。

　私とリーネのルームメイト、オリガとレナだ。

「オリガ・ヘルクヴィスト。得意なのは魔力操作。苦手なことは、言いたくない」

　オリガは不機嫌そうな顔でそれだけ言い放つと、皆の反応を見ることもなくさっさと着席してしまった。

　その態度に、周りがざわつく。

「ちょっと、何あれ？」

「ヘルクヴィストって言えば、『氷結』で有名な北部の貴族家門でしょ」

「ああ、それであんななのね。感じわるっ」

　案の定、女子たちからヒソヒソとバッシングを受ける。

　一方で男子たちは、違う意味で彼女に興味を持ったようだった。

「……いいな、あの子」

「え、マジ？　確かに顔は可愛いけどさ。なんか性格キツそうだぜ？」

「だがそれがいいっ!!」

　変態だ。

　変態がいる。

　私はドン引きしながらオリガに視線を移した。

　周囲の雑音も聞こえているだろうに、彼女はピンと背を伸ばし微動だにせずにまっすぐ前を向いていた。




　オリガの自己紹介で微妙な空気が漂った教室だったけれど、その後はそつのない挨拶が続いた。

　このままスムーズに終わるかな、と思っていた私だけど、甘かった。

　波乱は一番最後、最前列の一番端の席に座っていたレナの挨拶のときに起こった。

「レーナ・セリアン。エーテルスタッド出身。得意なことは特にない。苦手なことも思いつかない。この学校を出れば冒険者をやるのに有利って聞いたから入った」

　レナがそう自己紹介をしたときだった。

「スリがルーンフェルトに入るなんて世も末だぜ」

　誰かがボソリと呟き、教室の空気が固まった。

「「…………」」

　息苦しい沈黙。

「あー……」

　バル先生が口を開きかけたときだった。

「私は孤児院に引き取られる前、貧民街で暮らしていた。生きるために必要なことはなんでもやった。そのことに恥じるものはない」

　身じろぎもせずに淡々と話すレナ。

　彼女は話し終わると、音も立てずにすっと座った。

　皆があっけに取られた様子で彼女を見る中、バル先生が先ほどレナをスリ呼ばわりしたらしい男子を厳しい目で一暼し、皆に言った。

「世の中には色んな境遇の奴がいる。冒険者ともなれば尚更だ。皆、何かしらスネに傷を抱えて生きてる。そんな中で一番嫌われるのは、仲間の傷を抉る奴と、裏切り者だ。不幸な死に方をしたくなければ、他人を貶めるより仲間のためにできることを考えろ。──俺が人生の先輩としてお前たちに言えることはそれくらいだな」

　意外というか、さすがというか。

　バリエンダール先生は誰も名指しすることなく、皆を諭していた。

　問題の男子生徒にその言葉がどの程度届いたのかは分からないけれど、下を向いて居心地悪そうにしているところを見るに、自分が叱責されたことくらいは分かったようだ。

　自己紹介のあとはこのあとのスケジュールとその内容について説明があり、一限目のオリエンテーションが終わったのだった。
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　一〇分間の休み時間のあと、私たちはポルタ島の北西端にある小さな灯台の前に集合していた。

　二～四限目は、『迷宮見学』。

　二年の先輩たちの案内で、ルーンフェルトの地下から湖の底にかけて広がるエーテルナ湖中迷宮の第一層を見学する。

　ちなみに湖中迷宮の入口は島内に複数あって、クラスによって使う入口が違うらしい。

　つまり私たち『ウグレィ』はこれから二年間、入口の扉にフクロウの紋章が刻まれたこの灯台にお世話になるわけだ。

「それで、あの人たちが同行してくれるウグレィの先輩たちね」

　私は先に来ていた生徒たちに視線を向けた。

　私たちと同じ、フクロウの紋章があしらわれたローブを羽織った学生たち。

　彼らは彼らで、私たちを見て色々言って笑い合っているようだった。

　キャハハ、という笑い声が聞こえてくる。

「なんか、賑やかな方たちですね」

　リーネの言葉に「そうねぇ」と返す私。

　整列することもなく、数名で固まって談笑したりレンガ積みの段差に腰かけてぼんやりしたりとバラバラに過ごしている二年生たち。

　彼らの印象をひと言で言えば──

「自由人フリーダムね」

　優等生とは程遠い雰囲気。

　確かに一見すると『落ちこぼれクラス』にも見えるけれど……どうなんだろう？

　そんなことを考えていると、バル先生が皆に呼びかけた。

「よーし、始めるぞ。皆こっちに集まれ！」

　私たちはぞろぞろと灯台の前に集まった。




「これから迷宮見学を始める。案内はウグレィの二年生だ。先輩たちが魔物とどう戦って迷宮を探索していくか、この機会によく見ておけよ。──それじゃあまず、近くにいる奴と六人のグループを作れ。そのグループで見学を進めるぞ」

　バル先生の言葉に、一年生たちが戸惑いながらもグループを作ってゆく。

「まずは三人、ですね」

　アンナが私とリーネに笑いかける。

「それじゃあ、あと三人探さないとね」

　私はそう言って辺りを見回した。

　次々にグループを作っていくクラスメイトたち。

　だけどもちろん、誰からも声をかけられずにいる人もいるわけで──

「レナ、一緒に見学しない？」

　私は近くにいたレナに声をかけた。

「いいの？」

　彼女はこちらを振り向くと、相変わらずの冷めた表情で短く聞き返してきた。

　彼女の問いに頷く私。

「もちろんよ」

「じゃあ、行く」

　これで四人。

　あとは──

「セオリク、オリガ。一緒にどう？」

　我関せず、といった顔で佇んでいた二人に声をかけた。

「ああ」

　短く答えるセオリク。

　頭部布とマスクで顔を隠した彼は、表情が読めないながらも小さく頷き、私たちのところへやってきた。

　一方のオリガは──

「…………」

　無視である。

　微動だにしない。

　まあ、いいけど。

　私は彼女の正面にまわり、話しかけた。

「ねえ、オリガさん。私たちあと一人足りないの。よかったら一緒に行かない？」

　のろのろしているうちに、周りはみんなグループができてしまった。

　要するに、彼女に選択肢はない。

「……分かったわ」

　そう言った彼女は私と目を合わせようとしなかったけれど、渋々といった風に私についてきた。

　バル先生が、にっと笑う。

「よし。グループ分けできたな。それじゃあ、順番にダンジョンに潜ってもらおうか！」

　こうして私たちのダンジョン初体験が始まった。
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　私たちのグループを案内してくれることになったのは、女子四人男子二人の先輩たちだった。

「はい。というわけで、今日は私たちのチームがあなたたちを案内します。私は今回リーダーを務めさせてもらうリズベット。リズって呼んでくれたらいいわ。──ちなみにこの中で迷宮に潜ったことのある人は？」

　リズ先輩の問いに、首を横に振る私たち。

　ただ一人、オリガだけがすっと手を上げた。

「そっか。じゃあ初めての子たちに合わせて案内を進めた方がいいわね。私が都度説明していくけど、分かりにくいところがあったら気軽に質問してね」

　リズ先輩はそう言うと、後ろの二年の人たちを振り返った。

「それじゃあ打ち合わせ通り、二、二、一、一で一年の子たちを挟む形で進みましょう。最悪私が一年を守るけど、できるだけ抜かれないようにしてくれると助かるわ」

　彼女の言葉に、男子の先輩の一人が『自信満々』といった顔で言い返す。

「おいおい、誰にものを言ってんだ。俺がヘマするわけないだろ。可愛い後輩たちに華麗な杖さばきを見せてやるぜ。──『光ルークス』！」

　そう言って、懐から杖を取り出すや短詠唱で杖の先を光らせ、得意げに振ってみせる。

（なるほど。言うだけあってなかなかの発動速度ね。これでどんな戦い方を見せてくれるのか、私も楽しみになってきたわ！）

　好奇心がうずき始める。

「初めて迷宮に入るのは不安だと思うけど、第一層の敵は動きも鈍いし打たれ弱い魔物ばかりだから、あまり心配しないで。パニックになって散り散りになる方が危険だから、覚えておいてね」

「「はい！」」

　元気に返事をする私とリーネとアンナ。

　あとの三人は案の定ノーリアクションだ。

　温度差がすごい。

　そんなやりとりをしているうちに、私たちの順番がやってくる。

　今回の見学では、五つのグループに分かれてそれぞれ別のルートを行くらしい。

「じゃ、行こうか！」

　リズ先輩はピクニックに行くような感じで皆に笑いかけた。




「迷宮ダンジヨンの中って、意外と広いんですね」

　灯台の入口を潜り古びた長い階段を下ってゆくと、そこには石積みの広々とした空間が広がっていた。

　巨大な彫像のようなものまであるし、まるで古代の宮殿だ。

　ちなみに前のグループもまだ同じ部屋にいて、これから移動しようというところだった。

「正確には、『この部屋は』という但し書きが付くけれどね。ここはこんな感じだけど、通路はそれほど幅がないし、一層降りればまた全然雰囲気が変わるわよ」

　私の呟きに、リズ先輩が解説を入れてくれる。

「魔導灯のおかげで明るいですけど、これもここだけですか？」

「それも場所と階層によるわね。今日まわる範囲はこんな感じだけど、下層に降りれば真っ暗なフロアもあるわ。──さあ、それじゃあ前のグループも行っちゃったことだし、早速探索といきましょう！」

　そうして私たちは、ホールに五つある扉の一つを押し開け、奥へと進んだのだった。




　先輩が言った通り、進んだ先の通路はそれほど広くはなかった。

　せいぜい学校の廊下より少し広いくらい。

　武器を持った戦士が並んで戦おうとすると、二、三人が限界だろう。

「探索するときは、周囲の魔力の動きに常に注意を払ってね。敵が来るのが分かってれば先制できて有利だし、逆に気づくのが遅れれば押し込まれて全滅ということもあるから。あと、魔力探知に優れていれば罠に気づくこともできるわ」

「罠、ですか？」

　自然にできたはずの迷宮ダンジヨンの内部がこうして人工物のようなのも不思議だけど、罠まであるの？？？

　驚く私に、先輩は頷いた。

「ええ。踏んだら爆発する床とか、進んだら落ちてくる天井とかね。この階層ではほとんどないと思うけど、下の階層に進めば進むほど悪質な罠トラツプが増えてくるわ。冒険者の死亡原因の半分が罠によるものだから、魔力探知に優れた魔術師は重宝されるのよ。必ずしも戦うだけが魔術師じゃない、ということね」

「そうなんですね。──あっ！」

　そのとき、ざわ、と悪寒が走った。

　前方の十字路を曲がった先……右手の方向に魔力の流れを感じる。

「……？　どうかした？」

　声をあげた私を、不思議そうに振り返る先輩たち。

　彼らは私が前方の一点を凝視しているのを見て、そちらに目をやる。

「……来るね」

　隣のレナがボソリと呟く。

「あなたたち、ひょっとして──」

　リズ先輩が何かを言いかけたときだった。

「不明体アンノウン発見！」

　私たちの背中を守ってくれていた女子の先輩が、よく響く声で叫んだ。




「不明体アンノウン接近中。二時の方向、距離三〇」

「その数、四体以上」

「異種混合集団と思われる」

　矢継ぎ早に報告を入れる探知役サーチヤーの先輩。

　なるほど。

　確かに複数の魔力の気配が、異なるスピードでこちらに向かって近づいている。

　ちなみに動きが速く手前にいるのが三体、後ろの動きが遅いのが三体だ。

「数が多いわ。ここで迎え撃ちましょう。今回は絶対に一年を守らないといけないから、節約はなし。全力で行くわよ」

「おうよ！」

「「了解っ」」

　リズ先輩が指示を出すと、前衛の二人が小型の盾を構え、中衛の二人が杖を構えた。

　先輩が私たちを振り返った。

「敵の数が多いから、私も戦う用意だけはしておくわ。危ないから下がって見ててね」

「「はいっ」」

　私たちが返事をしたときだった。

「来ます！」

　後ろの先輩が叫んだ瞬間、二〇メートルほど先の十字路に人型の何かが姿を現した。




　それは遠目にはゴブリンに見えた。

　エインズワース領で見たあのゴブリンだ。

　背格好がよく似ている。

　が、よくよく見るとやたらと目が大きく、頭の形がおかしい。

　まるで魚の頭のようだ。

　そして手に持っているのは棍棒ではなく、原始的な槍だ。

「水棲ゴブリン……水ゴブね」

　リズ先輩はそう言いながら杖を構える。

　姿を現した三体の水ゴブたちは、私たちの姿を見るとこちらに向かって走り始めた。

「『レクト・ベルテフラコンプロナスフィーア』!!」

　早口の詠唱とともに中衛が放った赤く輝く光球が、敵に向かって飛び、着弾する。

　　ボンッ

　ギィイイイイッ!!

　一瞬で炎に包まれ、断末魔の悲鳴とともに転がる水棲ゴブリン。

　直後、もう一人の中衛が放った閃光が雷撃のように宙を走り、さらに一匹のゴブリンを即死させる。

　残るは一匹。

　ギェエッ!!

　こちらの前衛まで辿り着いたゴブリンが、振りかぶった槍を振り下ろす。

　　ガンッ！

　前衛のイキり先輩の盾が槍の先端を弾く。

　次の瞬間、

「『トラシェ・グラキエス』!!」

　ゴブリンの背中から、鋭い氷の槍が生えていた。




（魔術での近距離戦闘!?）

　目の前で繰り広げられた一瞬の攻防に、私は目を見張った。

　魔導剣での剣戟ならともかく、詠唱に時間がかかる魔法では近距離戦闘はまず無理だ。

　短詠唱、かつ効果範囲を瞬間的に絞れる魔術ならではの戦い方かもしれない。

　杖から伸びる氷の槍に貫かれた水棲ゴブリンは、サラサラと砂になって崩れ落ちる。

　その砂の中に、赤く光る魔石が光っていた。

「すごい……。これが、魔術!!」

　思わず声が出てしまう。

　その声に、イキり先輩が不敵に笑った。

「どーよ？」

「驚きました」

「だろ？」

「ほら、次だ！」

　ドヤ顔する先輩を、その右側に立つもう一人の先輩が盾でどやす。

「おうっ」

　再び盾と杖を構える前衛の二人。

　探知役の先輩が叫んだ。

「次、三体来ます！」

　そうして十字路から姿を現したのは、子供の背丈ほどの高さはあろうかという巨大な爬虫類だった。




「チッ、泥トカゲが三体かよ」

　舌打ちするイキり先輩。

　恐竜のようなそれは、モソモソとこちらに向かってくる。

　そして、三体は大きな口を開け──

「魔力反応増大！」

　ガァアアッ!!

　魔物の口内に青白い光がちらつき、次の瞬間、大量の石つぶてが放たれた。

「『バリエス』!!」

　　ババババババッ!!

　間一髪。

　右の先輩が発動した巨大な土壁が無数の小石を受け止め、消える。

「はあっ、はあっ──」

　全力の防御壁展開が負担だったのだろう。

　右の先輩が息を切らす。

　直後、こちらの中衛が先ほどと同じ、雷撃と火球の魔術を放った。

　　バリバリッ

　　ボンッ！

　それぞれ左右の敵に直撃してその動きを止め、

「『ペントスカーレ』！」

　リズ先輩が放った見えない刃が、真ん中の個体を真っ二つに切り裂いた。

　そこに、イキり先輩が突っ込んでゆく。

「うらぁあああっ!!」

　未だ燃えながらのたうち回っている一体を氷の槍で串刺しにして、戦闘が終わったのだった。




　その後も地上に戻るまでに何度か魔物たちと遭遇したけれど、先輩たちはあっさりとこれを退け、迷宮見学は順調に進んだ。

　ゴールに着いた時点で獲得していた魔石は、一二個。

　どうやら最初に遭遇した六体というのは、通路に現れる敵としては特に数が多い方だったらしい。

　その後の戦闘では、一～三体の群れとしか遭遇しなかった。

「多分、水ゴブリンの群れと泥トカゲの群れが、たまたま近くにいたのね」

　というのがリズ先輩の見解。

　そうして無事青空の下に戻ってきたところで、見学グループは解散となった。

「さて。これで今日の見学は終わりね。ケガ人が出なくて本当に良かったわ。次に会うのは、あなたたちが基礎修練を終了したあとになるでしょう」

「またご一緒する機会があるんですか？」

　リーネの問いに頷くリズ先輩。

「基礎修練が終わっても、いきなり一年生だけで迷宮に入るのは危ないでしょう？　かと言って、全てのグループに先生が張りつくわけにはいかないし。そういうわけで、しばらくの間は私たち二年も授業の一環として一緒に潜ることになっているのよ」

　なるほど。

　日本の会社のＯＪＴみたいなものかしら。

　実際にダンジョンを探索しながら実地指導する、ということね。

「まあ、またあなたたちと同じグループになるかは分からないけど、せっかく知り合ったんだし、次も一緒になれたらいいわね」

　先輩がそこまで言ったところで、先生たちから号令がかかる。

「よーし。全員無事戻ってきたようだし、一年はこっちに集合！」

「二年はこちらに」

　ばらばらと担任のところに移動を始める生徒たち。

「あのっ、今日は案内してくださってありがとうございました」

「「ありがとうございました！」」

　私の言葉に続くアンナとリーネ。

「またねっ」

　先輩たちは私たちに向かって笑顔で手を振ると、二年の集合場所に歩いていった。

「親切な先輩たちでしたね！」

　リーネの言葉に頷く私。

「そうね。それに、すっごく面白かったわ！　──さあ、私たちも先生のところに行きましょう」
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　こうして私たちの初授業、初めての迷宮見学は、無事終わった。

　ダンジョンという不思議な空間は私の好奇心をかき立てたし、魔術での近距離戦闘はとても刺激的だった。

　そうか。

　魔術という属性変換技術を極めれば、あそこまで自在に魔力を使うことができるのか、と。

　私だけじゃなく、今回の見学に参加した同級生たちの多くが興奮していた。

　最後にバリエンダール先生がさらりと発したひと言がなければ、皆『ああ、面白かった！』で終われただろう。

　が、私たちは学生だ。

　学生生活では自分の思う通りにならないことや、様々な課題が突きつけられるわけで、それはこの場、このときもそうだった。




　バル先生は言った。

「まずは皆、問題なく見学できたようで何よりだ。──というわけで、早速宿題を出す。今日学んだことを各自レポートとしてまとめてくるように。明日の『迷宮戦闘論』でグループで内容をまとめて、明後日の授業で発表してもらうからな」

「「ええええええええっ!?」」

　生徒たちから悲鳴があがる。

　さらに先生は続けた。

「ああそうそう。言うのを忘れていたが、特に問題がない限り、実習の授業は今日作ったグループでチームを組んで進めることになる。お互い、ちゃんと自己紹介しておけよ」

「「えっ？？？」」

　顔を見合わせる生徒たち。

　私が仲間を振り返ると──

「良かった。レティア、これで一緒にダンジョンに潜れますね！」

「皆さんと一緒だと、心強いです！」

　満面の笑みを浮かべるアンナとリーネ。

　一方、後ろの三人は戸惑っているようだった。

「……私が一緒でいいの？」

「もちろん！」

　おずおずと尋ねるレナに、即答する。

「セオリクとオリガも、よろしくね」

　二人に声をかけると、セオリクは目に見えて挙動不審になり、

「ええと、その…………よろしく」

　観念したかのようにわずかに会釈し、オリガは、

「…………分かりました」

　例によって不機嫌そうに、渋々といった顔で返事をしてきたのだった。

（うちのチーム、大丈夫かしら）

　私は頑張って顔に笑みを貼り付けながら、漠然とした不安を感じたのだった。
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　私はきっと、勘がいい方だと思う。

　なぜなら、悪い予感は大抵当たってしまうから。

　迷宮見学から一週間後。

　穏やかな昼休みの食堂で、それは起こった。

　　バチンッ!!

「今の言葉、取り消しなさいっ!!」

　賑やかな空気を切り裂く、平手打ちの痛々しい音と、オリガの怒鳴り声。

「なっ、なっ、何するのよっ!?」

　リーネの異母姉、フレヤ・アストリッドが頬を押さえて怒鳴り返し、辺りは騒然としたのだった。







第５章　分かり合えぬ者、分かり合える者
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　賑やかな食堂で起こった、オリガとフレヤのトラブル。

　ことの発端は、食事をしながら打ち合わせをしていた私たちを見かけたフレヤが発したひと言だった。

「あら、無能な子が誰とつるんでいるかと思ったら、ヘルクヴィストのオリガ令嬢じゃありませんか」

　その言葉に、オリガがじろりとフレヤと取り巻きたちを一暼する。

「…………」

　無言のオリガ。

「ちょっと、こちらが挨拶しているのだから、挨拶を返すのが礼儀ではなくて？　それとも北部ではそれがマナーなのかしら」

　苛立つフレヤ。

　そんな彼女にいつものように顔を顰めたオリガは、冷たい声で言った。

「今の言葉のどこが挨拶なのかしら。確かに『ご挨拶』な物言いではあったけれど」

　誰かが噴き出し、笑いをこらえる音が聞こえる。

　その声にフレヤの顔が赤くなった。

「っ……まあいいわ。そういえばあなた、あのウワサは本当だったみたいね？」

「…………」

　すっと目を細めるオリガ。

「昨日の実技の時間に倒れたらしいじゃない。──魔力切れで」

　皮肉めいた笑みを浮かべ、オリガに顔を近づけるフレヤ・アストリッド。

　オリガの表情が目に見えて厳しくなる。

「『ヘルクヴィスト侯爵家の末娘は魔力なし』。そんなウワサを聞いたときは、まさかと思ったけど……。『豪炎』のうちに並ぶ『氷結』のご令嬢がたった三回の魔術発動で魔力切れを起こすなんて、驚きよね！」

　大げさに、面白そうにそんなことを言うフレヤ。

　これは、わざとだろう。

　わざわざ皆に聞こえるように。

　オリガを晒し者にするために。

　見かねた私は口を開こうとした。

「あなたねえ──」

　が、隣のオリガが、ぎゅっ、と私の腕を掴む。

「オリガ？」

　フレヤを睨んだまま、私の腕を掴み離さないオリガ。

「分かった。黙ってるから」

　私がそう言うと、彼女はすっとその手を離した。




　フレヤが言っていることは、事実だ。

　昨日の魔術の実技の授業。

『魔術を続けて五回発動する』という課題で、オリガは三発の氷弾を連続発動して正確に的に当てた直後、崩れ落ちた。

　慌てて駆け寄る私たち。

　状況から魔力酔いの可能性が高いと判断した私は、彼女に直接触れて体内の魔力の状態を確認した。

　その結果分かったのは、彼女が突然倒れた原因は、魔力酔いではなく魔力切れだということだった。

　私が見たところ、オリガの保有魔力量はおそらく市井の人と同じくらい。

　本来なら、魔法や魔術を発動することすら厳しいはずだ。

　彼女が自己紹介で自分の弱点を言いたがらなかったのも、もっともだった。

　その後、医務室で目を覚ましたオリガは、看病していた私たちに『自分をグループから外すよう先生に頼むつもりだ』と言った。

　自分がいれば足を引っ張るから、と。

　そんな彼女を皆でなだめ、私やセオリクが一向に魔術を使えなかったり、リーネの魔術のコントロールが相変わらず甘かったりする問題も含めて話し合おう、ということにして、こうして集まっていたのだった。




　話を『今』に戻す。

　フレヤの挑発に、沈黙をもって応えたオリガ。

　だが相手の令嬢はそれを良いことに、さらに挑発をエスカレートさせた。

「やっぱり無能な子の周りには、それなりの人間が集まってくるのね。外国人に手癖の悪い子、挙げ句は魔力なしの貴族令嬢って。大道芸の一座でも始めるつもりかしら」

　そう言って私たちをせせら笑うフレヤ・アストリッドと取り巻きたち。

　そして彼女は、オリガの大切なものを侮辱した。

「最近、北部の国境地帯が騒がしいと聞くけど、あなたの話を聞いて納得がいったわ。かつては我がアストリッドと双璧をなした『北の守り』ヘルクヴィストが、そのザマじゃあね」

　それは、一瞬のことだった。

　パンッ!!　と辺りに響く破裂音。

「今の言葉、取り消しなさいっ!!」

　立ち上がったオリガは、フレヤを睨みつけ、そう叫んだのだった。

「なっ、なっ、何するのよっ!?」

　フレヤが頬を押さえて怒鳴り返し、辺りが騒然としたときだった。

「何事だ!?」

　上級生と思しき黒髪の男子生徒が、他に二人の男女を連れてやってきた。

　周りの女子生徒たちがざわつく。

「見て、エリク第一王子殿下よ」

「え、生徒会長の？」

「素敵よねぇ」

　──そういえば。

　この間、クラスの女子たちが噂しているのを聞いた気がする。

　二年の『ドラーゲ（竜）』クラスに、この国の王子様が在籍していて、今期は生徒会長を務めている、と。

　それがつまり、彼のことか。

　件の王子様は私たちのところまで来ると、争っていた二人の顔を見て眉を顰めた。

「生徒会のエリク・ノルダールだ。……アストリッドにヘルクヴィスト。我が国の支柱たる両家の令嬢が、一体何を言い争っている？」

　フレヤとオリガの顔を見て、一目で家門を言い当てた王子様。

　どうやら相当優秀な人らしい。

「…………」

「…………」

　沈黙する二人の令嬢。

　そのとき、傍らに控えていた金髪の女子生徒が、エリク王子に進言した。

「会長。ここではなんですから、生徒会室に場所を移してはいかがですか？」

　…………え？

「そうだな。悪いが君たち。全員、生徒会室に同行願おうか」

　有無を言わせぬ迫力でそう命じるエリク王子。

　だけど私の視線は、王子ではなく、その隣の女子生徒に釘づけになっていた。




　華やかな金髪ブロンドの美少女。

　柔らかな微笑を浮かべたその少女は、生徒会長に付き従って私たちに背を向ける。

（なんで…………）

「レティアさん。大丈夫ですか？」

　皆が立ち上がる中、イスに座り込んだまま動かない私に、リーネが声をかけてくれる。

　が、私は『彼女』を凝視したまま固まってしまっていた。

「レティアさん？」

　再び私を呼ぶリーネの声。

「…………」

　握った両手のこぶしが、震える。

　脳裏に、古い記憶がフラッシュバックする。




　　ひとりぼっちの学園生活。

　　私に嫌がらせされたと訴える女子生徒。

　　皆の前で私を非難する婚約者。

　　そして、断頭台に引き出された私を見下ろす、金髪の男と女。




　私は心の中で叫んだ。




　──なんで、あの子がここにいるの!?
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『ナタリー・クランドン・グレイシャー』

　それが私が知る彼女の名前。

　グレイシャー伯爵の長男の娘で、両親が駆け落ちしたため市井で育てられたけれど、その両親が馬車で事故死。

　一人遺された彼女は祖父に引き取られ正式に伯爵家の一員になった、という話を聞いたことがある。

　平民として育ったためマナーに疎かったけれど、その天真爛漫さが良かったのか、私の婚約者だった第二王子アルヴィンの心を射止めることになった。

　血統主義の王党派が担ぐアルヴィンと、父親が旧貴族とはいえ平民育ちのナタリー。

　二人が親しくすることについて当初は苦言を呈する者もいたけれど、不思議なことにすぐに誰も何も言わなくなった。

　王党派貴族の子女でさえも。

　むしろアルヴィンの婚約者である私に対し、『愛想がない』、『何を考えてるか分からない』、『アルヴィン王子が可哀想』などと囁かれるようになってしまった。

　最後には『第二王子にはナタリーの方がお似合い』とまで言われるようになってしまい、私はなぜ自分がそこまで言われるようになってしまったのか分からず、ますます研究室自分の殻に閉じこもるようになった。

　そんなつらく、苦い記憶。

　だけど、今なら分かる。

　私と同い年のナタリーは、宰相のオズウェル公爵が自らの権勢を盤石にするためにお膳立てした令嬢だったのだろう。

　そもそもグレイシャー伯爵は、オズウェル公爵の外戚にあたる。

　王党派が彼女のことを批判しなかったのも、今考えれば当然の話だ。




　──以上が、やり直し前の私が体験したこと。

　本来であれば、『この時期の彼女』は王都サナキアの下町で両親と一緒に暮らしているはず。

　こんな遠い異国の地にいるはずがない。

　他人のそら似であれば、まだ納得できる。

　だけど生徒会室で私たちに自己紹介した彼女は、こう名乗った。




「生徒会で書記をさせて頂いている、二年のナターリエ・バジンカです。よろしくお願いしますね」

　そう言って、いそいそと紙とペンを用意するナターリエ。

　どちらもゆるふわの金髪を持ち、瓜二つの容姿に名前までそっくりなナタリーとナターリエ。

　二人が無関係とは思えない。

　違いがあるとすれば、学年と雰囲気、そして出身地だろうか。

　私が知るナタリーは、同学年で天真爛漫な性格だった。

　一方、ナターリエと名乗る彼女は、一つ上の学年で落ち着いた雰囲気を漂わせている。

　ルーンフェルト魔術学校は入学に年齢制限を設けていないから、同い年で学年が違うというのはありえる。

　では、性格や雰囲気はどうだろう？

　天真爛漫な子が大人っぽく振る舞うのは無理だろうけど、逆はできるかもしれない。

　そして、出身地。

　やり直し前のナタリーは、王都サナキアの下町育ちという『設定』だった。

　一方で目の前のナターリエは、名前から察するに西方の出身なのかもしれない。

　具体的には、ハイエルランド北西のブランディシュカ公国や、そこから海を越えた先にある『帝国』……ライラナスカ帝国傘下の諸国家群。

　仮に公国出身であれば、オズウェル公爵がナタリーの出自を偽ってグレイシャー伯爵家に身請けさせたという可能性も、ゼロではないだろう。

（そう考えると、すごく怪しく思えてくる）

　私が思考の海に沈んでいたときだった。




「レティアさん、レティアさんっ！」

「えっ？」

　リーネに呼ばれ、はっと我に返る。

　視線を上げると、生徒会長のエリク王子を含め、会議机を囲む皆の視線が私に集中していた。

「すみません！　ぼうっとしてました」

　謝る私に、隣のアンナがフォローしてくれる。

「オリガさんがフレヤ嬢を平手打ちした理由について、会長さんが私たちに質問されたんです」

「ああ、それなら『彼女がヘルクヴィスト侯爵家のことを貶したから』……よね？」

　私がオリガに尋ねると、本人は短く「そうよ」と答えた。

　自身の魔力が少ないことを馬鹿にされてもじっと堪えていたオリガ。

　そんな彼女が手をあげたのは、大切なものを貶されたからだろう。

　私だって家族のことを貶されたら、何かしらの反撃をしたと思う。

「私もレティアと同じ意見です」

　アンナが私に同意し、それにセオリクとリーネ、レナが続く。

　セオリクに至っては、具体的にフレヤがどんな物言いをしたのかまで具体的に説明してくれた。




「なるほど。オリガ嬢側の証言は一致しているな」

　私たちの話を聞いた生徒会長は、今度はフレヤたちの方に顔を向けた。

「それでフレヤ嬢。彼女たちの話に異論はあるかい？」

「そんな……。私は貶すつもりなんて……」

　そう言ってぷるぷると震えるフレヤ。

「では、ヘルクヴィスト家門について前向きでない発言をしたことは認めるんだね」

「…………………………………………はい」

　長い沈黙のあと、フレヤは小さな声で肯定した。

「北のヘルクヴィストと南のアストリッド。ともに魔術の名門である両家が、内政や外交政策を巡ってしばしば意見対立していることは知っている。だがそれは、あくまで政治の場での話だ。その子女が学園にまで対立関係を持ち込むのは許されない」

　エリク王子はそう言うと、結論を述べた。

「フレヤ嬢は他の生徒の出自について前向きでない発言をした件で、オリガ嬢はそれに暴力をもって応じた件で、それぞれ校則違反があったと思われる。この件は速やかに職員会議に報告して判断を仰ぐことになるが、正式な処分が下るまでは生徒会預かりとし、両者に自室での謹慎を指示するものとする。異議はあるかな？」

「……ありません」

「指示に従います」

　事件の中心にいた二人は会長の判断に異議を唱えることはなく、私たちもそのまま解放されたのだった。
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「私の問題に巻き込んでしまって、悪かったわ」

　寮への帰り道。

　生徒会室での聴取のせいで午後の授業ももう終わりかけということで、私たちはオリガに付き添って歩いていた。

　そんな中、彼女の口から漏れた仲間たちへの謝罪の言葉。

　その言葉に内心驚きながら、私は彼女にこう言った。

「オリガは悪くないわ。家族のことをあんな風に言われたら、私でもああしたと思うもの。それに、フレヤさんは私たち全員を馬鹿にする物言いをしてたから、他人事でもないしね」

「……そう」

「そうよ」

「…………」

　黙ってしまうオリガ。

　彼女は、何を考えているんだろう？

　そんなことを思ったときだった。

「なあ、侯爵家のお嬢さまよ。あのバカ女に言われっぱなしでいいのか？　このままだと、本当に家名に傷がつくかもしれないぜ」

　一番後ろを歩いていたセオリクが、爆弾を落とした。




　セオリクが発した配慮に欠ける言葉。

　その言葉に、オリガはくるっと後ろを振り向き、彼に詰め寄った。

「じゃあ、私にどうしろと？　今回の件では、私もフレヤ嬢もすでに咎められてるわ。これ以上どうしようもないじゃない！　それとも魔力なしの私にそれを克服しろって言うの？　これまで私が何もしてこなかったと思う？　少しでも魔力が増えるように、小さい頃からずっと魔力を使いきる訓練を続けてきたわ。その結果がこの間の『あれ』なのよ!!」

　初めて見る、オリガの感情の爆発。

　それはもはや悲鳴だった。

　彼女が言うように、後天的な努力で魔力量を増やすには、自身が持つ魔力を一気に使いきって魔力枯渇の状態を作り出し、その回復の反動を利用して魔力量を増やすしかない。

　だけどそうして増やせる魔力量は、一度でせいぜい〇・一％かそれ以下と言われている。

　使い切った魔力が回復するには数日かかるから、毎日訓練できるわけでもない。

　元々の器が小さければ魔法が発動できるようになるまで数十年かかるか、生きているうちに到達できないことだってある。

　仮にオリガが訓練を続けたとして、ルーンフェルトの生徒の平均程度にまで魔力を増やすには、一〇年以上はかかるだろう。

　長い、長い道のりになることは間違いない。




　一方オリガに詰め寄られたセオリクは、彼女の剣幕に狼狽しているようだった。

「……悪い。あんたの努力がどうとかそういう話じゃないんだ」

「じゃあ、どういう話よ？」

　怒気を孕んだ声で言い返すオリガ。

　セオリクは一瞬考えると、こう切り出した。

「要点は二つだ。一つは今日のアレを放置すれば、お前の実家について間違った評判が拡がるということ。もう一つは、お前が活躍してうちのパーティーが圧倒的な成績を叩き出すことができれば、そんな噂はあっという間に霧散するってことだ。要するに、『俺たちで結果を出して見返してやろう』──そういう話がしたかった」

　先ほどの無遠慮な物言いから一転して、丁寧に説明するセオリク。

　その言葉からは、真摯さが感じられる。

　そっけなく、誰からも距離を置く普段の彼と、目の前の仲間思いの彼。

　一体どちらが本当の姿なのだろう？

　私がそんなことを考えていると、オリガが苦々しそうに言った。

「あなた、ちゃんと理解できてる？　私は魔力が少ないの。出力を絞った基礎魔術三回で枯渇するくらいにね。それに私には、伝説になってる今の魔術技術庁長官のような知恵や賢さもないわ。そんな私がどうやってパーティーに貢献できるのよ。せいぜい足を引っ張るのがオチでしょう」

　オリガの視線が落ちていき、ついに俯いてしまう。

　そんな彼女にセオリクは──

「あんたこそ分かってるのかよ。俺たちには『彼女』がいるんだぜ」

「……彼女？」

　訝しげに聞き返すオリガ。

「ああ」

　頷いたセオリクが彼が言う『彼女』の方に顔を向ける。

「「？」」

　一斉にそちらに顔を向ける仲間たち。

　つまり──

「はい？」

　私はあまりに突然な振りに、間抜けな顔を返したのだった。




「ちょ、ちょっと待って。なんで『私』!?」

　動転した私に、セオリクが答える。

「君は魔導具が作れるだろ。それでなんとかできるんじゃないかな、と思ったんだ」

「え？」

　ちょっと待って。

　私、セオリクの前で自分が魔導具師だって言ったっけ？

　確かに、入試の面接では『魔導具づくりのために魔術を学びたい』って志望動機を説明したけれど。

　クラスの自己紹介では、身元を隠すためあえて触れなかったはず。

　なのに、なんで？

　ぎょっとする私を前に、セオリクは言葉を続ける。

「君の出身地、ハイエルランドは北大陸随一の魔導具開発国だ。それにバリエンダール教諭が魔導具の話題を出したときに思いきり反応してたじゃないか。──それでそう思ったんだけど、違うのか？」

　うっ……。

　よく見てるわね。

　私は額を押さえて思案すると、顔を上げた。

「確かに私は魔導具師よ。工具があればちょっとした修理や改造ならできると思う。だけどなんでも作れるわけじゃないし、一から何かを作るなら木工と金属加工の両方に対応できる工房が必要よ」

　これは嘘じゃない。

　この一週間の私の一番の悩みは、まさにそこだった。

　製図はまだいい。

　寮の勉強机でなんとか作業できるから。

　材料の仕入れも、エーテルスタッドの街に出ればなんとかなるだろう。

　問題は『学内に部品加工ができそうな設備や工房が見当たらない』ということだった。




「工房か。つまりそれさえなんとかなれば、彼女が抱える問題を解決できるんだね？」

　セオリクの問いに、私は少し考えてから頷いた。

「完全に解決できるわけではないけれど、ね。とりあえずこのメンバーで一緒に戦っていく分には不自由がないようにできると思うわ」

「…………うそ」

　信じられない、という顔で呟くオリガに、私は微笑んでみせる。

「魔力が足りなければ誰かから借りればいいのよ。幸いうちのパーティーには魔力が有り余ってる人がいるから、そのあたりは苦労しないと思うけど」

　私とリーネ、それに入試のときの実技試験を見る限り、多分セオリクもかなりの魔力もちだ。

　魔力消費の少ない魔術に使う程度であれば、仲間に分けてもどうということはないだろう。

　魔力の貸し借りは、私もアンナと飛行靴フライング・ブーツを使って飛ぶときにいつもやっている。

　要は、今まで私のコントロールでやっていた魔力供給と受領を魔導具で自動化してやればいい。

　例えば、腕輪か何かで。

　私の中でどんどんイメージが固まってゆく。

　けれどオリガは、首を横に振った。

「それじゃダメね。人からもらった魔力じゃ魔術には使えないわ」

「どういうこと？」

　聞き返した私に、オリガは自嘲するような笑みを浮かべた。

「魔力不足をなんとかしようと文献を読み漁っていて、魔法について書かれた外国の本に魔力授受のことが書かれているのを見つけたの。それで、兄たちに協力してもらって試してみたのよ。──結論から言えば、『魔力授受で受け取った魔力はそのままじゃ魔術には使えない』。時間をかけて自分の体に馴染ませなきゃ、属性の変換がうまくいかないの。魔法には使えても、ね」

　なるほど。

　確かに人間が体内に持つ魔力の波長は、人によって個人差がある。

　詠唱によって魔法陣を構築して発動する魔法なら多少の波長の違いは問題にならないけれど、属性変換によって魔力の特性を変えて発動する魔術では、その差が無視できないということなのだろう。

「なるほど。それはちょっと大変ね」

「…………」

　再び、お通夜のような空気になるオリガと仲間たち。

　そんな彼女たちに、私は言った。

「でも、そのくらいならなんとかできるわ」

「「えっっ!?」」

　みんなが一斉に私の顔を見た。
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　その夜。

　私は寮の会議室の一部屋を貸しきり、窓から中庭を見下ろして一人佇んでいた。

　夕食後ということもあって、さすがに中庭に人影はない。

　皆、自室で勉強したり、ルームメイトとのおしゃべりに花を咲かせているんだろう。

　部屋にはただ、月の明かりが静かに射し込んでいた。

　魔導具づくりに必要な設備については、仲間たちがどうにかできないか調査に動いてくれることになった。

　私も早々にオリガ用の魔導具の設計に入りたいと思っている。

　だけどその前に、考えをまとめておかなければならないことがある。

　生徒会書記のナターリエのこと。

　そして、前世で私の婚約者を篭絡したナタリー・クランドン・グレイシャーと、聖国で見た白昼夢のことだ。

　私は会議机のところに歩いていき、机の上に置かれたカバンを開けた。

「ココ、メル、相談にのってくれる？」

　次の瞬間、青い光とともにカバンから飛び出すクマたち。

「「もちろん（よ）!!」」

　こうして、久方ぶりの『くまさん会議』が始まった。




「それでは……」

　私は、こほん、と咳払いする。

「留学記念☆『第二回くまさん会議』in迷宮国～～!!」

　ドンドンパフパフ～～！

　私の脳内で太鼓とラッパが鳴り響く。

「ちょっとレティ。その今回のテーマにまっっったく、そぐわないノリはなんなの？」

　呆れたような、ドン引きしたような目で私を見るメル。

「いやぁ、深刻な話だからこそ、テンションを上げていこうかと」

　てへぺろ。

「そうだぞ、メル。レティ一人じゃどんどん深刻になって考えこんじゃうだろ。この会議はこのくらいのノリでちょうどいいんだよ。なあ、レティ？」

「「ねーー☆」」

　ココと二人、意気投合する。

　一方のメルはそんな私たちを見て『無心』みたいな悟り顔をしていたけれど、やがて気を取り直して口を開いた。

「まあいいわ。それで？　今日のテーマは『スパイ女について』でいいの？」

「そうね。それに聖国で見た『夢』のことも含めて情報を整理したいかな」

　私が議題をつけ加えると、メルは軽く頷きこう言った。

「じゃあ、『スパイ女と聖堂で見た未来～その課題と対策』にするわね」

　まるで講演会のテーマのようにまとめたメルが軽く手を振ると、宙に今決まった議題が光の文字で浮かびあがった。

「えっ、何それすごいっ!!」

　私が目を丸くすると、メルはドヤ顔で胸を張った。

「航法装置用にレティが作った『視覚投影回路ビジヨンデイスプレイサーキツト』を転用したのよ」

「ええっ!?　そんな応用もできるようになっちゃったの？？？」

「なっちゃったのよねえ」

　しれっとして得意げな顔をするメル。

　オウルアイズ本領でのあの夜以来、ココとメルがどんどん進化してる気がする。

　まるで、『知恵の実』を食べたかのように。

　いつか、私が考えもしないような魔導回路を自分で作りだす日がくるんじゃないだろうか？

　そんなことを考えていると、メルが首を横に振った。

「それはないわね。私たちは地球で言うところのコンピュータやＡＩと同じよ。多分このまま演算速度は速くなっていくし、既存の情報や技術を組み合わせたりはできるようになるとは思うけど、全く新しい概念を生みだしたり、原理を発見したりはできないわ。私たちの『進化』もレティと繋がっていればこそよ」

「そうなの？」

「そうよ」

　断言するメル。

「それより、本題に入った方がいいんじゃない？　あっという間に消灯時間がきちゃうわよ」

「あぁっ、あと一時間しかない！　それじゃあ早速、本題に入るわよっ！」

「「はーい」」

　くまたちはそろって小さな手を上げたのだった。




「今回私がこの会議を開いたのは、考えなきゃいけないことがあまりに多くて、一人じゃ整理できなかったからなの。それにやり直し前のことを思い出すと、正直冷静になれないわ」

　本当は迷宮国に着いたらすぐにくまさん会議を開こうと思っていた。

　聖国での『夢』の内容が、あまりに衝撃的だったから。

　それを先送りにしてしまったのは、リーネとの出会いや入試、入学でバタバタしていたこともあったけれど……本音を言えば、過去と向き合うのが怖かったからだ。

　やり直し前の出来事は、私にとってつらい思い出だ。

　正直、思い出したくないし、考えたくもない。

　それに、今回の人生ではすでに一番大きな問題は解決済みで、急いで考える必要はないと思っていた。

　アルヴィンは王籍を剥奪されて鉱山送り。

　黒幕のオズウェル公爵は処刑され、王党派の主要家門は全て爵位を剥奪されている。

　懸念があるとすれば公国の動向だけど、そこはハイエルランド王国とうちの諜報が総力をあげて情報収集に当たっている。

　聖国で見た白昼夢だって、所詮は『夢』だ。

　私の無意識が見せた妄想かもしれない。

　──あえて私が考える必要はないんじゃないか。

　そう自分に言い訳して、この一ヶ月を過ごしてきた。

　ところが今日、その甘い考えは覆された。




　放置していた『彼女』の問題。

　本来ならハイエルランドの王都にいるはずの彼女が、はるか異国の魔術学校に在籍し、しかも生徒会書記としてその国の王子の近くにいる。

　彼女は、なんの目的でここにいるのか。

　そして私は、彼女が在籍するこの学校でどう振る舞えばいいのか。

　すでに、目を逸らしていい状況ではなくなっていた。




　私が一気にそこまで話すと、メルがふっと微笑んだ。

「そこまでレティが確信しているなら、事実関係の整理はもう必要ないわね。あと考えなきゃいけないのは、『夢』の内容を検討して『現実』と繋ぐこと。そしてその現実にどう対処するかということね」

「あの夢を事実として扱う、ということ？」

「実際そうかは置いておいて、とりあえずそう仮定しないと話が進まないでしょう」

　確かに。

　情報の信ぴょう性ばかりを疑って肝心の内容を検証しなければ、得られるものは何もない。

「分かったわ。それで、やっぱりあの『夢』は、私が処刑されたあとの出来事ビジヨンということで合ってるわよね？」

　私の問いに、ココがぴこんと手を上げる。

「多分、処刑から五年後くらいだと思うぜ。王の崩御とクソ王子の即位、公国との同盟締結、竜操士ドラゴンライダーの技術導入と育成……それだけのイベントをこなすなら、三年じゃ厳しいだろ。それに抱きかかえられてた『王子』は三歳くらいに見えた。あのスパイ女との結婚と出産時期から考えても、五年ってのは妥当な線だと思うぜ」

「おおーーっ」

　ぱちぱちと拍手する私。

　ふん、と鼻を鳴らすメル。

「ココのくせに珍しく冴えてるじゃない。私も同じくらいだと思うわ」

「『珍しく』ってなんだよ。ちゃんと褒め称えてくれていいんだぜ？　──ぐふっ！」

　ドヤ顔のココに、メルの裏拳が炸裂する。

「公国との同盟締結か……。にわかには信じがたいけど、確かに夢の中のアルヴィンは公国のことを『同盟国』と言っていたわね。オズウェル公爵は公国と繋がっていたから、例えば現世でうちが下賜されたグラシメント地方の割譲を条件に同盟を締結して、竜操士の技術移転を受けたなら、それもありえない話じゃないかも」

　私の頭の中で、バラバラだった情報が繋がり始めていた。
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「一度、オズウェル公爵の視点で話を整理してみましょうか」

　私はココとメルに言った。

　──オズウェル公爵。

　私が巻き込まれた陰謀の首謀者であり、例の『夢』でも宰相としてアルヴィンに状況を説明していた男。

　そしておそらく、ナタリーをアルヴィンに引き合わせた張本人だ。

　この謎の全容を把握しようとするのであれば、彼がどのように考え動いてきたかという視点に立つのが一番だろう。

　私は、そもそもの始まりに立ち返ってみることにした。




「まず、オズウェル公爵はハイエルランドの実権を握るため、どうしてもアルヴィンを王位につけたかった。そしてそのためには、王陛下とジェラルド殿下を亡きものにしなければならなかった。──ここまではいいわよね？」

　頷くココとメル。

「そこでブランディシュカ公国と手を結ぶわけだけど……なぜ彼はそんなまどろっこしいことをしたのかしら？　わざわざ外患誘致なんかしなくても、安直に暗殺する手もあったと思うのだけど」

　これは私の中でずっと燻っていた疑問。

「「うーん……」」

　しばし三人で考えこんでいると、やがてメルがこんなことを言った。

「シンプルに考えるなら『自分たちに疑いの目が向かないようにするため』ね。敵国の兵士の襲撃であれば、裏に公爵や王党派がいるなんてまず思わないでしょう」

「それはそうね。でも、ただそれだけのために敵国を引き入れるなんてハイリスクなことをするかしら」

　実際やり直し前の戦争では、第二騎士団が壊滅して王国軍は潰走。

　ハイエルランドは穀倉地帯であるグラシメント地方を公国に割譲することになった。

　まあ、それすらも公爵と公国の目論見通り、ということなのかもしれないけれど。




「そういえばあの『夢』では、ハイエルランドが東のペルシュバルツに、公国が西のアルディターナに侵攻している、って話だったわよね」

　私は手元の紙にさらさらと地図を書く。

　ハイエルランドが東で国境を接するペルシュバルツ帝国は、四〇〇年ほど前に南大陸から渡ってきた異民族が建国した国だ。

　ダリス教と起源を同じくする女神を主神としながらも、南大陸で独自に発展した多神教を国教としている。

　そんなペルシュバルツだけど、ハイエルランドとは浅からぬ因縁がある。

　元々彼の国の国土の大半は、ハイエルランドの前身である旧王国の領土だった。

　そこに南から渡ってきた人々がやってきて、王朝を打ち立てたのだ。

　当然、両国間では頻繁に領土紛争が起こっており、お世辞にも仲が良いとは言えない。

　旧王国時代はどんどん領土を取られ、逆に現王国になってからは魔導武具の差で押し返し、現在は軍事力が拮抗して双方手詰まり、という状態だった。

「確か王党派の主張は、『旧王国時代の国土を奪還すべし』だったわよね」

　ペルシュバルツの国土は豊かな土地だ。

　そして、広い。

「……なるほど。そう考えれば、グラシメントを公国に割譲してもお釣りがくるのか」

　呟いた私に、ココとメルが首を傾げた。




「つまり公爵は、グラシメント地方を公国に売って竜操士を手に入れ、その力でペルシュバルツを一気に征服しようとした。……そういうことなんじゃないかしら」

「「なるほどー！」」

　手書きの地図で説明した私に、歓声をあげるクマたち。

　ついでに言うならば、『夢』の中で公国が侵攻した南西のアルディターナ王国は、元々公国が貴族領として所属していた国だ。

　確か一〇〇年ほど前に起こったアルディターナの政変の際に独立して、現在の公国になったはず。

　そういう意味では、あちらにはあちらの因縁があるのかもしれない。

　公爵と公国がそれぞれの思惑のもとそのような密約を交わしていたとしたら、スジは通る。

「だんだんパズルのピースが埋まってきたんじゃないか？」

　ココの言葉に、メルも頷く。

「そうね。少なくともここまでの推察は、私もありえる話だと思うわ」

「じゃあ、とりあえず今話した内容を最有力の仮説としておきましょう」

　私は手帳に走り書きし、大きく◯で囲んだ。




「これで残った謎は例のスパイ女のことだけになったな」

「ナタリー・クランドン・グレイシャー。またはナターリエ・バジンカという少女の、素性と行動についての謎ね」

　クマたちの言葉に、頷く私。

「正直今まで彼女が何者なのか、さっぱり分からなかったわ。だけど今回私たちがたどり着いた結論を前提にするなら、なんとなく分かる気がするの」

「え、あいつの正体が分かるのか!?」

　再び首を傾げるココ。

　そこでメルが口を開いた。

「公爵と公国の密約を成立させるための『鍵』。──つまりそういうことでしょ？　レティ」

「さすがね、メル。その通り！」

　びっ、と彼女を指差す私。

「おいおい、ちょっと待ってくれよ。全っ然分からないんだけど!?」

　机の上にひっくり返り、駄々っ子のように手足をバタつかせるココ。

　なんか可愛い。

　メルがそんなココに解説を始めた。

「ちょっと考えてみなさいな。──例えば公爵がハイエルランドの情報を公国に渡したとして、公国が本当に竜操士の技術をくれるかは分からないわよね？　また逆に公国が竜操士の技術を公爵に供与したとして、公爵が正しい情報を渡すとも限らないでしょ？　だからお互いに契約の履行を保証する『何か』……つまり担保を交換しているはずなのよ」

　そう。

　あの『夢』を見て以来、公爵と公国の関係について、私がずっと感じていた違和感はそこだった。

　元々敵対国だったにもかかわらず、なぜハイエルランドとブランディシュカは同盟を結べたのか。

　公国はなぜ最高機密であるはずの竜操士の技術をハイエルランドに供与したのか。

　その答えがナタリーだとすれば、全てに説明がつく。




「もしナタリーが公国の公王家の姫で、王位についたアルヴィンとの間に王子が生まれれば、両国王家は非常に強い血縁関係で結ばれることになるわ」

　言いながら私は青ざめていた。

　もしそうなら、私が無実の罪を着せられて処刑されたのも納得がいく。

　公爵にとって私は、絶対に、確実に葬らなければならない相手だったということだ。

　ブランディシュカとハイエルランドの結びつきを作るために。

　そのためには、コンラート陛下の意向でアルヴィンと婚約した私に罪を着せ、反逆者の汚名とともに一族郎党もろとも処刑してしまうのが一番確実な方法だろう。

　つまり、やり直し前の私がアルヴィンと婚約した時点で、お父さまやお兄さま、アンナや使用人たち、そして私の運命は決まってしまっていたのだ。




「っ…………」

　私はこらえきれず両手で顔を覆った。

「ちょっとレティ！　大丈夫!?」

「おい、どうしたんだレティ？？？」

　クマたちが寄ってきて、私の頭と背中をなでる。

「っぐ……ひぐっ……」

　目からとめどなく熱いものが流れ落ちる。

　もう『なかったこと』になった未来。

　みんなの協力で回避した悪夢。

　それでも、私の中には残っている。

　私を守ろうとしたお父さまの姿が。

　優しい笑みを浮かべて絞首台に上がったアンナの姿が。

　そして、王都屋敷の研究室に引き篭もってしまった惨めな自分の記憶が。

　そうして私はクマたちになでられながら、しばらく泣きじゃくったのだった。
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「ひどい顔ね」

　翌朝。

　ふとんから顔を出した私を見たオリガが、呆れた顔でそう言った。

「ううっ……分かってるもん」

　ふとんをかぶって言い返す私。

　結局あのあと、私は自分の気持ちを抑えられなくなり、逃げるように自室に戻ってそのまま布団を被ってしまった。

　同じ部屋の仲間たちが心配して声をかけてくれたけれど、まともに返事もできないまま寝落ちしてしまい、今に至る。

「まあ、生きていれば色々あるわ」

　布団の向こうからそんな声が聞こえる。

「授業も休んだんだし、今日はゆっくりしなさいな。…………起きる気力があるなら、お茶くらいは付き合うわよ」

「え？」

　オリガの意外な言葉に、思わず布団の中から聞き返す。

「何よ、その反応」

　ふてくされたような声が聞こえたので、私は目だけ布団から覗かせて彼女の方を見た。

「だって、オリガはそういうのが嫌いな人なのかと思ってたから」

「……別に好きじゃないわよ。だけど謹慎中で寮から出られないし、暇つぶしになればと思っただけ」

　拗ねたような顔をするオリガ。

　そんな彼女に私は──

「ふふっ」

　思わず笑ってしまう。

「ちょっと、何よ？」

「なんでもないわ。……ありがと。ちょっと待ってて。準備するから」

　私が起き上がるとオリガは、ふんっ、とそっぽを向いたのだった。




　朝食の時間がとっくに終わり、変な時間に寮のカフェテリアを訪れた私とオリガ。

「ありあわせで作ったから、大したものじゃないけどね」

　朝ごはんを食べていない私に厨房のおばさんが用意してくれたのは、サンドウィッチとゆで卵だった。

「あのっ、ありがとうございます」

　お盆を受け取ってお礼を言うと、

「いいのよ。『延長組』の人もちょこちょこ顔を出すから、食事の時間以外も厨房は開けてるのさ」

　おばさんはそう言ってニッと笑ったのだった。

「そういえば、単位を取っても卒業せずに学校に残ってる人もいるのよね」

　中庭のテラス席についた私たち。

　私が呟くと、オリガが皮肉めいた笑みを浮かべた。

「『延長組』……自分の魔術研究なんかに没頭するために残っている人たちね。長いと卒業期限いっぱいの五年まで粘る人もいるらしいけど」

「五年！」

「学費もかかるのに、よくやるわ。そんなに研究したいなら助手から教諭を目指せばいいのに。それは嫌みたいね」

　クラスメイトはそう言って首をすくめる。

「ま、まあ、色んな人がいるわよね」

　さすが魔術学校。

　変わり者の多いこと。

「…………」

「…………」

　会話が途切れる。

　お互いお茶に口をつけ、どこか気まずい空気が流れた。




「ねえ」

「えっ？」

　オリガの呼びかけに、びくっとする。

「昨夜のことだけど……誰かに嫌がらせされた？　それとも、悪口を言われたとか」

　目を合わせず、愛想もなく、そんなことを尋ねてくるルームメイト。

　お茶会に誘ってくれたこともそうだけど、どうやら彼女なりに気遣ってくれているらしい。

　胸の奥が少しだけ暖かくなる。

　私は首を横に振った。

「そういうのじゃないの。ちょっと、色々考えてたら昔あった悲しいことを思い出しちゃって……。心配させてごめんね」

「別に、心配なんてしてないわ」

「そう。──でも、ありがとう」

「…………」

　あいかわらずそっぽを向いたまま、照れ隠しのようにお茶に口をつけるルームメイト。

　やっぱりこの子は、本当はいい子なのかもしれない。

　少しだけ気分が晴れた私は、今度は自分から話しかけることにした。




「オリガは、この学校を卒業したら何かやりたいことはあるの？　私は国に戻って魔導具づくりに本腰を入れたいと思ってるんだけど」

「やりたいこと、か」

　彼女はテーブルに視線を落とした。

「本当は領地に戻って治安維持や討伐で手がまわらない家族を助けたかったんだけど…………私の魔力じゃやっぱり無理ね。この学校に来て周りとの差を思い知らされたわ。だから王都の屋敷を拠点に社交活動に力を入れて、結婚相手を探すことになると思う。魔術戦闘に長けていて、うちの領地に一緒に来てくれる相手を探すのよ」

「結婚!?　まだ成人もしてないのに？」

　思わず私が聞き返すと、オリガは自嘲気味に笑った。

「私は今一四だから卒業までには成人するし、同い年でも早い子はもう社交活動を始めているから、むしろ遅いくらいよ」

　そっか。

　オリガは私より一つお姉さんなんだ。

　どうりで大人っぽいわけだ。

　そういえば、リーネの異母姉のフレヤも一つ上だと聞いた気がする。

　オリガは言葉を続けた。

「私自身が戦えないから、戦える人と結婚して連れ帰るしかない。……残念なことに、昨日フレヤ嬢が言っていたことは事実だから」

「フレヤ嬢が言ってたこと？」

「国境地帯の治安の話よ。──北部ではここ一〇年帝国からの難民が増え続けていて、色んな問題が起こってる。住民と難民の間のトラブルだけじゃない。越境する難民を狙った盗賊や魔物の襲撃事件も急増してる。うちにはもっと戦力が必要なの」

「そっか。それで……」

　──オリガは必死なのか。

　私は言葉を呑み込んだ。

「私の家族も騎士団も総出で対処しているけれど、全然人手が足りなくて。このままじゃいつかは誰かが命を落としてしまう。両親や兄姉は『気にせず自分の生きたいように生きろ』って言ってくれてるけど…………家族を危険に晒したままひとり知らん顔するなんて、私にはできないわ」

　オリガはそう言うと、再びカップに口をつけ、まるでため息を吐くように、自分への怒りを吐き出すように、長く長く静かに息を吐いた。

「…………」

（そうよね。みんな、色んなものを抱えてここにいるんだよね。──運命に抗おうとしているのは、私だけじゃない）

　私は顔を上げ、まっすぐオリガの顔を見つめた。




「魔力不足の問題がなんとかなれば、結婚しなくても済むのね？」

　私の問いに、ルームメイトは微かに笑った。

「……あなたが嘘をついてるとは思わないけど、正直私は魔導具で解決できるという話には懐疑的だわ。前も言ったけど、他人の魔力を使う方法は一度試してダメだったから」

　お兄さんに協力してもらって……という話のことね。

　確かに簡単じゃない。

　だけど私は、不可能だとも思わない。

「その言葉に対する答えは、私も昨日言った通りよ。──保有魔力波長の個人差の調整は、『なんとかできる』問題だわ。材料、手間と時間、魔導具づくりができる工房、そしてオリガの協力が必要だけどね」

「私の協力？」

「そう。魔力分析装置を作って、あなたの固有魔力波長のデータを記録するの。そして異なる波長の魔力をあなたの波長に変換する回路を、魔力授受装置の受信機レシーバ側に実装する」

「ちょ、ちょっと待って。理解が追いつかないわ」

　額を押さえるオリガ。




　……やっちゃった。

　興奮すると一人で突っ走っちゃうのは、私の悪いクセだ。

「ごめんなさい。オリガにお願いしたいことを簡単に言うと、手首に魔導金属線を貼り付けて魔力操作をして欲しいのよ。それで必要なデータが取れるわ」

「まあ、それくらいならいくらでも協力するけど。というか、私のために尽力してくれるのだから、ぜひやらせてもらうわ」

　そこでオリガは、今日初めてまともに私と目を合わせてくれた。

　私は破顔した。

「ありがとう。時間はかかるかもしれないけど、必ずオリガの問題を解決するから」

「期待せずに待ってるわ」

　ふっと笑うルームメイト。




（──よし。このお茶会でかなりオリガとの距離が縮まった気がする。この勢いなら、『あのこと』も頼めるかも）

　私は意を決して口を開いた。

「それでね、あの…………この開発に関連して、一つお願いしたいことがあるんだけど」

「何？　私にできることなら、可能な限り協力するけど」

　首を傾げるオリガ。

「実は、オリガ用のものとは違う魔導具を作るためなんだけど──魔導金属線を貼る数を増やして、魔術を使ってるときのデータも取らせてもらえないかしら？」

「それって、何に使うの？」

　オリガが目を細める。

「ええと…………私やセオリクって魔法は使えるけど、なかなか魔術を習得できないでしょう？　だから、魔術が上手な人のデータを取って自分たちのと比較できれば、習得もし易いんじゃないかと思って」

　私が説明すると、彼女はまじまじとこちらを見て、こう言った。

「へえ。レティアは面白いことを考えるのね。この国にも有名な魔術習得法は色々あるけど、そんなアプローチは初めて聞いたわ。──でも、なんでわざわざ魔力のない私に頼むの？　魔力持ちの子の方がいいんじゃない？」

「もちろんオリガがダメならアンナ姉さんやリーネ、レナにもお願いするつもりだけど、うちのグループで一番効率的に魔力を変換できてるのはオリガでしょ？　というか、私が見る限りオリガの変換効率は、教諭陣を含めて学院一なんじゃないかしら」

　私の言葉に目を丸くし、慌ててそっぽを向くオリガ。

「そ、そんなことを言われたのは初めてだわ」

「そうなの？　──実は、私がはるばる北海を渡ってこの国まで来てルーンフェルトに入ったのは、魔術がなぜこんなに魔力効率が良いのかを調べるためなのよ。だからその研究を進めるためにも、ぜひオリガにお願いしたいわ！」

　ずい、と身を乗り出す私。

　うっ、とのけぞるオリガ。

　だけど──

「わ、分かったわ。分かったから、ちょっと座りなさいな」

　オリガはドン引きしながらも、そう言ってくれた。

「ありがとう！　じゃあ、これからよろしくね!!」

「ええ……よろしく」

　こうして私たちは魔導具づくりに向け、共に協力してゆくことを約束したのだった。
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　翌日。

　ウグレィの教室に入りいつもの席に陣取った私たちのところに、セオリクがやってきて言った。

「『工房』というには小さいが、校内で一箇所、魔導具づくりができそうな部屋が見つかったぞ」

「えっ、本当!?　それってどこにあるの？」

　前のめりに食いついた私。

　そんな私に、彼はにやりと（たぶん）笑った。

「『魔術杖研究会』って連中の部室だよ」







第６章　魔導具と魔術杖
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「魔術杖研究会？」

　聞き返した私に、セオリクは「ああ」と頷いた。

「バリエンダール教諭に相談したら、『金属用はともかく、木工用の工具はひと通り揃ってるはずだ』と言っていた。趣味と実益を兼ねて、魔術用の杖を作ったり修理しているサークルらしい」

「学内にそんな人たちがいたんだ……。知らなかったわ」

　入学から一週間。

　私たち新入生は、前世日本の大学でそうだったように、様々なサークルから毎日熱烈な勧誘を受けていた。

　でもまさか、杖をつくるサークルがあるなんて。

「確かに魔術杖を作るには木工用工具と魔導ごてが必要よね。魔導具づくりに必要なものと一部は被ってる。──早速放課後、訪ねてみようかしら」

「それなら俺が案内しよう。昨日ちょっと覗いてきたが、部室の場所がかなり分かりづらいんだ」

「え、でもいいの？　セオリクも放課後は自主練があるんじゃ──」

　そう。

　魔術の面では落ちこぼれの私やセオリク、エルフのフェルリーズ、その他ウグレィの数名は、演習場の端の初心者スペースで自主練をするのが日課になっていた。

　……一週間経っても、まだ誰も魔術を発動できてないけど。

　私がセオリクの顔を覗き込むと、彼は慌てて視線を逸らした。

「い、いい。元々俺が君を巻き込んだからな。できる限り協力する」

　あさっての方を向いてそんなことを言う彼に、私は苦笑する。

「じゃあ、お願いしようかな。ありがとね、セオリク」

「ああ。気にしないでくれ」

　私たちがそんなやりとりをしていたときだった。

「はいっ！　私も一緒に行きます!!」

　横で聞いていたリーネが、ぱっ、と手を上げた。

「もちろん、私もです」

　これはアンナだ。

「ええと……二人ともわざわざ私に合わせなくても──」

　私が言いかけると、

「レティアを男と二人で行かせるなんてできませんから」

　笑顔で即答するアンナ。

　そして、横でうんうんと頷くリーネ。

（え!?　リーネってそんなキャラだっけ？）

　私がびっくりして彼女を凝視していると、

「じゃあ、放課後はみんなで部活見学ですね！」

　リーネがにっこり笑って、話が決まってしまったのだった。
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　放課後。

　部室棟の地下通路にて。

「確かに、これじゃあ迷子になってもおかしくないわね」

　私は先導するセオリクの後ろを歩きながら、顔を引き攣らせた。

　部室棟の中は、まるで迷宮だった。

　それも迷宮ダンジヨンじゃない。

　文字通りの迷宮ラビリンスの方だ。

　薄暗い魔導灯の明かり。

　曲がりくねった通路。

　壁に貼られた変色したポスター。

　そして両脇に並ぶ、埃まみれの謎の放置物。

　まさに『大学の部室棟』という空間が広がっていた。

「本当にこんなところで杖を作ってるんでしょうか？」

　リーネが呟き、アンナが首をすくめたときだった。

「確か、ここだったな」

　とある通路のつきあたりで、セオリクが立ち止まった。

「あ、杖の絵が描いてあるね」

　その扉にはサークルの名前も掲げられてはいなかったけれど、一枚だけ杖らしき意匠が刻まれたプレートがはめ込まれていた。

「入るぞ」

　セオリクは躊躇うことなくガチャリと扉を開けた。




　　カラン、カラン

　ベルの音とともに扉が開く。

　と、そこには意外な光景が広がっていた。

「本当にお店になってる！」

　私は目を丸くした。

　お世辞にも明るいとは言えない六畳ほどの店内には、ところ狭しと杖が陳列されている。

　乱雑に箱につっこまれた三本いくらの処分品もあれば、鎖で壁に固定されたやたらと装飾の凝った高価な杖まである。

　その様子はまるで、古い雑居ビルに入っている知る人ぞ知るギター専門店のようだ。

（こんなにゴテゴテしていて、使いにくくないのかしら？）

　私が壁に陳列されたお高級な杖に手を伸ばそうとしたときだった。

「あっ！　ちょっ、触るなっ!!」

　カウンターの裏から出てきたボサボサ髪の男子生徒が叫び声をあげ、私はびくっとして手を引っ込めたのだった。




「なるほど。我が研究会に入会し、魔導具づくりのために工具を使いたい、と」

　先ほど私を制止した男子生徒……魔術杖研究会会長で『三年生』のロルフさんは、私たちの話を聞くとジロリとこちらを見た。

　今私たちはカウンター裏の工房に通され、作業用の丸イスに座って向かい合っている。

　こちらが私を含め四人。

　一方、研究会の人たちは、向き合って座る会長さんの他に二人の部員が彼の横に立って話を聞いていた。

「はい。見たところ治工具も魔導具工房にあるものと同じですし、魔術杖の製作・修理であれば私もサークルに貢献できるのではないかと思います。その合間に、少しだけ他のものも作らせて頂ければ……と」

　私は、ちらりと作業場の方に目をやる。

　意外なことに工房の作業環境はとても良さそうだった。

　広さは教室の半分ほど。

　半地下構造の裏口からは光が射し込んでいて、お店側よりも明るいくらいだ。




「ふん。ウデに覚えあり、ということか」

　腕組みし、ふんぞりかえるロルフ会長。

　そんな彼に、傍らの二人が喜色満面で話しかける。

「会長、やりましたね！　ついに待望の新人ですよっ!!」

「歴史ある研究会も僕らの代で終わりかと思ってましたけど、入会希望者が一気に四人も来るなんて……」

　うっ、うっ、と泣き始める部員たち。

（入会希望者は私だけ──なんて言える雰囲気じゃないわね）

　私が笑顔を引き攣らせたときだった。

「魔導具づくりに長けた異国からの留学生。それも魔術杖の製作と修理もできる即戦力、か。……確かに有望な人材だな」

　一人呟く会長さん。

　うん、うん、と頷く部員の先輩たち。

　そして──

「だが断る」

「「ええーーっっ!?」」

　会長さんの言葉に、二人の先輩の悲鳴が重なった。




　魔術杖研究会への入会を断られた私。

「ええと──」

　私が会長さんに理由を尋ねようと口を開きかけると、部員の先輩二人が私より一瞬早く声をあげた。

「会長っ！　なんでです!?　待ちに待った新入会員ですよ!?」

「そうですよ！　それも即戦力!!　むしろこちらから頭を下げてでも来てもらいたいくらいじゃないですか!!」

　二人に揺さぶられる会長さん。

　彼はしばらく揺さぶられていたが、やがて目を細めてこう言った。

「動機が不純すぎる。ウデが良かろうがなんだろうが、杖づくりに興味もない奴をうちの会に入れるわけにはいかない」

　ああ、なるほど。

　そういうことか。

　その気持ちは分かる。

　私だって、魔導具に興味もないのに『弟子にしてくれ』なんて言われたら不快だもの。

「会長ぉお！　そんなこと言ってる場合じゃないですよおお!!」

「そうですよ。このままじゃあ僕らが来年卒業したら、廃部決定じゃないですか!!」

　再び揺さぶられる会長さん。

「ふん。お前たちも学校に残ればいいだろ」

「「あ、それは嫌です」」

　あっさりと即答する二人。

　今度は会長さんが慌て始める。

「おっお前たちには我が会への愛着はないのかっ!?」

「いや、だって僕らの実家は片田舎の家族経営の工房ですもん。会長のご実家みたいに職人を何十人も抱える大工房じゃないですから」

「卒業せずに『延長』するような余裕はないよな」

　うん、うんと頷きあう先輩たち。

「む、むぅ…………」

　会長さんは再び腕を組んで考え込んでしまった。




「あのぉ──」

　私が小さく手を上げると、三人の先輩たちの視線が私に集中する。

「先ほど会長さんは私のことを『杖づくりに興味がない』と仰いましたが、それは誤解です」

「誤解？」

「はい。──私は魔力変換効率の良い『魔術』をなんとか魔導具づくりに役立てられないかと考え、ルーンフェルトに留学しました。従って『どのような杖を使えば魔術を発動し易いのか』ということもまた、私にとっては重要なテーマなんです。ですからぜひこちらに入会し、色々な杖を作ってその検証をしていきたいと思っているのですが、ダメでしょうか？」

「むう…………」

　再び考え込む会長さん。

「「…………」」

　皆が彼の言葉を待つ。

　しばしあって、彼はぐっと顔を上げた。

「分かった。そこまで言うなら勝負しよう」

　……はい？

「勝負、ですか？」

　私が聞き返すと、会長さんは頷いた。

「今日と明日の二日間で、僕と君がお互い一本ずつ魔術杖を作り、その出来を競うんだ。判定は……そうだな。暇そうな教官を何人か捕まえてきて、審査してもらうことにしよう。それで君が勝てば、入会を認めうちの機材を自由に使うことを許可してやる。だけどもし僕が勝てば、うちに入会した上で毎週一本、杖づくりと修理のノルマをこなしてもらう。もちろん杖づくり以外の機材使用は許可しない。──それでどうだ？」

　両腕を組み、値踏みするような目で私を見る会長さん。

　なるほど。

　いずれにしても入会自体は認めてくれるのね。

　──なんだか面白そう。

　私はにっこり笑った。

「分かりました。この勝負、受けて立ちます！」

「ふん。いい根性してるじゃないか。審査は明後日の放課後。それまでに一本仕上げるんだ。……棄権なんかして失望させないでくれよ？」

「望むところですっ！」

　バチバチと火花を散らす私たち。

　こうして私は、魔術杖研究会のロルフ会長と杖づくり対決をすることになったのだった。
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　会長さんの指示で、先輩のうち一人が審査員をしてくれそうな教員を探しに出かける。

「杖の母材はそこに積んであるやつを使え。魔導金属ミストリールは机の上。作業台と工具も好きに使っていい。あと、他の連中も彼女を手伝うなら好きにすればいいが、騒がしくするのはナシだ。機材を壊したりするなよ。──ニルス、こいつらがアホなことをしないか見張っててくれ」

「分かりました」

　ニルス先輩が頷く。

「じゃあ、せいぜい頑張るんだな」

　会長さんは私たちにそう言うと、さっさと奥の作業台に行き、自分の作業を始めてしまった。

「あのさ……」

「？」

　私は話しかけてきたニルス先輩を振り返る。

「会長ってあんなだけど悪い人じゃないんだ。ただちょっと研究会への愛が強すぎるだけで……。だからあまり悪く思わないでくれると嬉しい」

「ええ。分かってますよ。なんだかんだ言って入会自体は認めてくださってますし、こうして人もつけてくださいました。本当は面倒見がいい方なんでしょうね」

　私がそう答えるとニルス先輩は、

「分かってくれると嬉しいよ」

　と笑ったのだった。




「さて、作業に取り掛かる前に──」

　私はリーネを振り返った。

「リーネ。今の杖に不満はない？」

「えっ、私ですか!?」

「ええ。せっかく作るんだから、リーネ用の杖を作ってあげようと思って」

　私の言葉に、ぱあっと明るい顔になる友人。

「本当ですか!?　レティアさんが私のために杖を作ってくれるなんて……嬉しいです!!」

　一方、傍らに立つ『姉』は──

「レティア……私の杖は作ってくれないんですか？」

　悲しそうな顔で私を見ていた。

「え、でも姉さんは今の杖でも色んな魔術を使いこなしてるわよね？」

　実際、アンナはすでに火球や土壁など複数属性の魔術を使いこなしていた。

　もちろん相当な訓練と努力の結果ではあるのだけれど、彼女の吸収力の高さと上達速度は驚異的としか言いようがなかった。

「そっ、そんなことはありませんよ。私にもレティアの杖が必要です！」

　必死で否定するアンナ。

　私は苦笑した。

「はいはい。今度姉さんにもちゃんと専用の杖を作ってあげるから。今回はリーネの杖を作らせて。ちょっと試してみたいことがあるの」

「試してみたいこと、ですか？」

　首を傾げるリーネ。

「ええ。リーネは魔術の威力調整が苦手よね？」

「ええと、はい。最近はなんとか的まとに当てられるようにはなってきましたけど、正直、威力の調整までは…………」

　だんだん声が小さくなってゆく異国の友だち。

　私との特訓の結果、彼女の魔力コントロールはかなりマシになってきた。

　少なくとも『狙い』については。

　だけど『威力』については相変わらずで、自身が持つ膨大な魔力に振り回され、常に威力過剰となっている。

　正直、今のまま一緒にダンジョンに潜ったら、彼女の魔術に巻き込まれてパーティーが全滅しかねない。

　そんな状況だった。




「うちのグループが湖中迷宮の探索許可を取るためには、リーネももう少し魔術の威力を調整できる必要があるわ。だから調整がやり易い杖を作ってあげる」

「えっ、そんな杖が作れるんですか!?」

　目を丸くするリーネ。

「多分ね。実際に使えるかどうかは出来上がってみないと分からないけど。探索試験のために、ちょっと前から構想を練ってたのよね」

　先日見学した迷宮に付き添いなしで潜るには、学校の探索許可が必要だ。

　そして許可を得るには、随時申請できる教員立ち会いの探索試験に合格する必要がある。

　取得期限は一年。

　一年生の年度末までに合格できなければ落第だ。

　聞いた話では、毎年三～五グループが留年してしまうらしい。

　決して優しい試験じゃない。

「まあとりあえず、作ってみましょうか」

　私は皆にそう言うと、杖のベースに良さそうな母材を探しにかかったのだった。
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　二日後。

　日が傾き、校舎がオレンジ色に染まる頃。

　私たちは演習場にいた。

「よし。じゃあ始めるぞ！　双方、自作した杖を提出しなさい」

　なぜかやたらと張りきっているバリエンダール教諭。

　私と会長さんは審査員席の前に置かれた台に、それぞれが作った杖を置いた。

「あのぉ……」

　私が小声で会長さんに話しかける。

「なんだ？」

　ぶっきらぼうに返す会長さん。

　私は怯まず思ったことを口にした。

「なんでこんなに審査員の先生がいるんです？」

「知るか。みんな暇なんだろ」

　そう言って審査員席を睨む。

　そこに並ぶのは、なんと八名もの教諭陣。

　しかも中央に陣取っているのは──

（なんでフリデール先生までいるのよぉおおおおおお!?）

　誰あろう我が校が誇る生ける伝説、ルーンフェルト魔術学校校長のフリデール先生だった。




　思った以上に集まってしまった審査員役の教員たち。

　そして、お忙しいだろうになぜかここにいらっしゃるフリデール校長。

　せいぜい一人か二人来てくれれば御の字だと思っていた私は、その物々しい顔ぶれに頭が真っ白になっていた。

　と、こんなやりとりが耳に入ってくる。

「先生。補習授業はどうされたんです？」

「だっ、大丈夫だ。生徒には教科書を復習するように言ってきたから。それに審査用紙を書いたらすぐ戻るしな！」

「…………」

　隣の男性教諭を白い目で見る女性教諭。

「いや、だってあの『杖バカロルフ』と魔導具先進国からの留学生の杖づくり勝負だぞ？　今後の魔術の発展のためにも絶対見ておかねばならんだろう！」

「…………」

　さらに鋭く突き刺さる女性教諭の冷たい視線。

　男性教諭は居心地悪そうに、ごほんっと咳払いして目を逸らした。

　なるほど。

　どうやら私たちの勝負は、色んな意味で先生方の好奇心をかき立てるものらしい。




「それでは審査の先生方は、二本の杖を評価してお手元の用紙に記入をお願いします。各項目五段階評価で、審査員全員の合計得点が多い方が勝ちとします。質問があればそれぞれの製作者に聞いてやってください」

　バル先生の言葉に審査員の先生方が立ち上がり、杖のところにやってきて列をつくる。

　皆、興味津々といった顔だ。

　最初に杖を手に取ったのは、やはりというか校長のフリデール先生だった。

　先生は最初にロルフ会長の杖を手に取り、軽く振る。

「なかなか良いバランスだね」

　そしてそのまま杖を的に向け、今度は魔力をこめて指揮棒を振るように杖を振った。

　　ボンッ！

　　ボンッ！

　　ボンッ！

　杖の先端から小さな火球が一振りごとに射出され、リズミカルに的に命中する。

　周囲からは、「おお!!」という感嘆の声とともに、ぱらぱらと拍手が起こった。

「うん。魔力の通りもなめらかだ。市中に出せば、特級とは言わないまでも間違いなく一級品で通るだろう。なかなかやるじゃないか」

「お褒め頂き光栄です」

　フリデール先生の言葉に、ぺこりと頭を下げるロルフ会長。

　彼は『どうだ』とでも言うように、得意げな顔で私を見る。

（あはは……）

　そんな会長に、私は苦笑まじりの微笑を返した。

　彼の腕の良さについては、早い段階で分かっていた。

　魔術杖と魔導具という違いがあるとはいえ、私も職人のはしくれだ。

　工具の使い方、材料の扱い方を見れば、彼がどれほどの研鑽を積んできたのかは一目瞭然。

　従って純粋な杖づくりの腕では、おそらく私は彼に敵わない。

　私が勝てる可能性があるとすれば、ただ一つ。

『魔術杖を、一つの魔導具として再構築リビルドする』

　それ以外に、勝つ方法はない。




「さて。それじゃあ次はお嬢ちゃんの杖を試してみようか」

　フリデール校長は会長の杖を机に戻すと、今度は隣に置いてある私の杖を手に取った。

「おや。なかなかの重量感じゃないか」

　先生はそう言って杖を見つめ、まじまじと観察する。

　ややあって彼女は「ふむ」と呟くと、老眼鏡の上の隙間からちらっと私を見た。

「なるほど。こんなにややこしく魔導金属ミストリール線を引いた杖は見たことがないね。これは魔導回路かい？」

　ずばり聞いてくる校長先生。

　これはやっぱり、入試の面接で私が言ったことを覚えているんだろう。

　私は緊張しながら説明する。

「おっしゃる通りです。この杖は友人のために作ったものですが、ある理由があってちょっとした魔導回路を仕込んであります。──よろしければ、少しずつ魔力を通してみてください」

　百聞は一見にしかず。

　百見は一行にしかず、だ。




　フリデール先生は私の言葉に頷くと、杖の先を立てて魔力を注ぎ始めた。

　杖先が光り、しだいにその輝きが増してゆく。

　すると、

「……？」

　先端がある程度明るくなったところで変化が止まり、校長先生が首を傾げた。

「大丈夫です。そのまま魔力を注ぎ続けてください」

「うむ」

　私の言葉に、先生が魔力注入を再開する。

　と、光はしばしその明るさを保ったあと、再びその輝きを増し始めた。

「これは…………そうか。そういうことかい」

　にやりと笑うフリデール先生。

　そしてこう尋ねてきた。

「この杖は『何段』だい？」

「三段です。それ以上段数を増やすなら、私の祖国で流通している魔導基板を使う必要がありますね」

　そう。

　今回私が作った杖には、魔導回路に二つの魔力ストッパーを組み込んであり、杖の先端に一定量の魔力が貯まるとストッパーによって魔力供給を一時的に止めるようになっている。

　そのまま魔力を注ぎ続ければストッパーが外れて魔力供給が再開するのだけど、その『あそび』によって使用者は三段階で魔力を調整できるという仕組みだった。

「なるほど」

　フリデール先生は面白そうに杖を振りながら、魔力を通したり引いたりして魔力光を明滅させると、スッとその先端を的に向けた。

　そして、先ほどと同じように、リズミカルに杖を振る。

　　ボンッ！

　　ボンッ！

　　ボボンッ!!

　　ボボンッ!!

　　ドォンッ！！！！

　立て続けに五発、威力の異なる火球を放つ。

「「おおおおおおおお！！！！」」

　どよめく観客たち。

　──さすが校長先生。

　この杖の使い方を正しく理解し、まるでオーケストラでも指揮するかのように、華麗に全弾を的に当ててみせた。

　威力調整も完璧。

　これでこの杖の目的と性能が、他の先生方にも伝わっただろう。




「なっ、なんだ今のは!?」

「まさか、あの速さで任意に威力を変えられるのか？」

　その場にいる全員が、目を丸くしてフリデール先生を……いや、私が作った魔導杖を凝視していた。

　校長先生が杖を机の上に戻すと、早速次の先生が私の杖を手に取って振り始める。

「こっ、これはすごいっ!!」

「そんなに違いますか？」

「ちょっと、みんな待ってるんですからテキパキ回してくださいよ」

　触れた教諭は感嘆の声をあげ、順番待ちの先生方からは色んな声が飛んでいる。

　腕を組み、じっとその様子を見ていたフリデール先生は、突然こちらを振り返ると、スタスタと私の方に歩いてきた。

　そして、ひと言。

「レティア・アインベル。あんた、とんでもないことをしてくれたね」

　目を細め、まっすぐ私を見据える老女。

「あの、ええと…………私、何かしてはいけないことをしてしまいましたか？」

　冷や汗が背中を伝う。

　すると先生は、もはや獰猛としか言いようのない笑みを浮かべた。

「あの一本の杖が、これまでの魔術の常識を変えちまったのさ。あんたはこれまで誰もなし得なかった『魔術に魔導具を取り入れる』ことに成功したんだ。あの杖は魔術史に残る発明になるだろうよ」

「そんな大げさな……」

「大げさじゃない。魔術杖に魔導回路を組み込むアイデアは昔からあったんだ。それこそ一〇〇年も前からね。だが、これまで誰も使い物になるものを作れなかった。──なぜだと思う？」

「魔導回路は魔法を基盤にした技術だから、魔術には応用できなかった？」

　私の言葉に、フリデール先生は首を横に振った。

「そうじゃない。魔術杖に普通に魔導回路を組み込めば、それはただの魔導具になるからさ。安定して即座に魔法を撃ち出せる代わりに、大量の魔力が必要になる。この国が魔力消費の少ない『魔術』を使い続けてきたのは、迷宮探索にそれが有用だったからだ。魔石を得るために迷宮に潜るのに、その攻略のために魔石をバカバカ消費してたら本末転倒だろ？」

「あっ……」

　私はやっと理解した。

　この国で魔法や魔導具が使われない理由。

　薄々気づいてはいたけれど、今回自分が作った杖がその常識をひっくり返すシロモノであるということは、全く認識していなかった。

「あの杖は、魔導回路を使っているのにほとんど魔力を消費しない。それでいて従来の杖に比べて圧倒的に威力調整がしやすく、魔術戦闘ではこれまで以上に柔軟な戦い方が可能になるだろう。──あんな風にね」

　フリデール先生の視線の先。

　そこでは二人の先生が、私と会長の杖を使って近接戦闘の模擬戦を行っていた。




「はっ！」

「ふんっ!!」

「ふっ！」

「ぐおっ!?」

　私の杖を使っている女の先生が、大小様々な氷槍を繰り出して、会長の杖を手に戦うバル先生を圧倒してゆく。

　やがて──

　　カンッ

「ま、参った!!」

　杖を弾き飛ばされ、両手を上げるうちの担任。

「ってゆーか、反則だぞそれ。あんなスピードの変則攻撃についていけるかよ！」

「まともにやれば、私が近接戦闘でバリエンダール教諭に勝てるわけがないですから。それだけこの杖が『使いやすい』ということですよ」

　泣き言を言うバル先生に、遠距離戦闘が専門のイェシカ先生が冷静に返す。

　──そういえばこの二人って、二人とも私の実技試験の担当試験官だったよね。

　私がそんなことを考えていると、隣のフリデール先生が私に向き直った。

「兎にも角にも、あんたは魔術に新しい道を描いてみせた。その道は今まで誰にも歩めなかった道だ」

　そうして校長先生は、今までに見たことのない笑顔で、私の肩にぽん、と手を置いた。

「ま、私としては『魔導の女神』の更なる活躍に期待したいところだね」

　…………え？

　この人、今なんて言った!?

「ちょ、先生!?」

「さあ。とっとと審査を終わらせようじゃないか」

　そう言ってスタスタと審査員席に歩いていく校長先生。

「ちょっと、フリデール先生!?」

「カハハハハハハハっ！」




　こうして私とロルフ会長の杖づくり対決は幕を閉じた。

　そして私はこの日、正式に魔導杖研究会に入会し、自由に工具と作業机を使わせてもらえることになったのだった。
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　会長との杖づくり勝負から三日後。

　部室の作業机に向かい魔力分析機の製作を進めていた私のところに、セオリクが顔を出した。

「鍛冶屋と話がついたぞ。金属加工を引き受けてくれるそうだ」

「本当!?」

　勢いよく振り返る私。

「ああ。最初はとりつく島もなかったが、例の紹介状を出したら手のひらを返しやがった」

　言葉の割に淡々としているセオリク。

　まあ、それは当然で──

「やっぱり校長先生の力ってすごいのね。あなたのアドバイス通り、事前にフリデール先生に相談して正解だったわ」

　校長先生に紹介状を書いてもらうというのは、セオリクのアイデアだった。

「例の杖づくり勝負で、校長のレティアに対する評価が爆上がりだったからな。使えるものは使おうってだけの話だ」

　そう言って彼はニヤリと笑う。

　相変わらずマスクで口元が見えないけれど、最近は話し方などでなんとなく彼の表情が分かるようになってきた。

「それにしても、こんなに短期間で魔導具づくりができる環境が整うとは思わなかったわ。サークルを調べてくれたこともそうだし、今回の鍛冶屋さんのことも──ありがとね、セオリク」

　私がそう言うと、彼はふいっと目を逸らした。

「別に。うちのパーティーの命運は君の魔導具にかかってるからな。自分にできることをやっただけだ」

　無愛想にそんなことを言うセオリク。

　彼のこういう態度に、最初は嫌われてるのかと思ったけれど、実はただの照れ隠しらしいということが最近分かってきた。

「もう、素直じゃないなー」

　私はくすりと笑ったのだった。
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　それからの私たちは大忙しだった。

　授業では座学と迷宮実習で知識と経験を積みながら、放課後は各自がやるべきことに全力で取り組む。

　私は魔力分析機の製作と、オリガ用の魔力授受の魔導具づくりを。

　セオリクは鍛冶屋との連絡役と材料の仕入れを。

　リーネは新しい杖を使いこなせるよう魔術の訓練に励み、アンナとレナ、謹慎が解けたオリガがそれに付き合いながら一緒に訓練する。

　ちなみにオリガとフレヤのけんかについては、職員会議で『双方に反省文と相手への謝罪文を提出させる』ということで話がついたらしい。

　大事になれば両家門の対立に繋がりかねないし、まあ妥当なところだと思う。

　入学からこちら色々あったけれど、私たちは四苦八苦しながらもなんとか前に進んでいた。

　そんな中で意外だったことと言えば、魔術杖研究会のロルフ会長と二人の先輩たちが、魔導具について熱心に学び始めたことだろうか。

「あれだけ差を見せつけられたらさすがに認めざるを得ないさ。──『時代が変わった』。そういうことなんだろう」

　対決の翌日。

　会長はどこか吹っきれたような顔でそう言うと、私に魔導具づくりを教えて欲しいと申し出てきた。

「勝負に負けたのは悔しいが、君がうちに来てくれたのは僥倖だった。おかげで僕らは世界で一番早く『魔導魔術杖』の原理を学べるんだからね」




　魔導魔術杖。

　要するに、魔導回路を使って魔術行使を補助する魔術杖だ。

　私が杖づくり勝負のために作った『魔力調整機能ストツパー付き魔術杖』は、審査委員長を務めたフリデール校長によってそう名付けられた。

　曰く「魔術の世界における魔導革命」とかなんとか。

　審査委員長総括ではそのまま話が大きくなり、あやうく魔術学会で大々的に発表する流れになりかけたのだけど、私が全力で拒否してその話はとりあえず延期になった。

　大ごとになればまともな学生生活を送れなくなるし、公国の工作員の疑いがあるナターリエ・バジンカの興味を引いてしまう可能性がある。

　彼女がクロかシロかはまだ分からない。

　公使館のグレンとヨハンナには彼女の素性を洗うように依頼を出したけれど、果たしてどこまで調べられるか……。

　いずれにせよ下手に目立つのは避けるべきだろう。

　とはいえ、学校としても迷宮国としてもこの技術を早期に実用化したいということで、後日あらためて折衝した結果、当分の間ルーンフェルト魔術学校内でのみ研究を許可することにした。

　発明者の情報は私が卒業するまで非公開。

　杖の一般流通も禁止。

　例外として、私のパーティーメンバーとルーンフェルトの教員、それに魔術杖研究会の部員には開発と所持を認める、ということになったのだった。
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「それで、これがその腕輪なの？」

　私から腕輪を受け取ったオリガは、半信半疑といった顔でその魔導具の表裏を観察していた。

　例の勝負から一ヶ月ほどが経ったある日の放課後。

　演習場の片隅に私たちは集まっていた。

　パーティーメンバーと魔術杖研究会の部員たち。

　この一ヶ月苦労を共にした仲間たちだ。

「世界でただ一つ、仲間の魔力を使って魔術を使えるようにする『魔力授受の腕輪』よ。その腕輪はこっちの腕輪から送られた魔力を受け取って、あなたが使える形に変換するの」

　私はそう言って、自分の左腕にはめた送信側の腕輪を掲げてみせた。

　送信側トランスミツターは、装着した者の魔力を一定の波長に変換して受信側レシーバに送信する。

　一方で受信側は、受け取った魔力をオリガ固有の魔力波長に変換して彼女に供給するように作ってあった。

　そのために私は魔力分析機を作って彼女の魔力を測定し、虎の子のエインズワース製魔導基板を使って二つの腕輪を完成させたのだ。




「受け取る側の腕輪はオリガ専用だけど、送る側は誰でも使えるように作ってあるわ。だから状況に合わせて、誰からでも魔力供給を受けることができるわよ」

　私はそう言って胸を張った。

「ちょっと信じられないわ。そんな夢みたいな話……」

　そう言って複雑な顔をするオリガ。

　彼女はこれまで少ない魔力を増やすため、そして少ない魔力で魔術を使えるようにするために、血の滲むような努力を積み重ねてきたはずだ。

　信じられない気持ちもよく分かる。

　──ならば、実際に体験してもらうまでだ。

　私は彼女の前に立ち、微笑んだ。

「ねえオリガ。早速試してみましょう。私もうまくできたか早く知りたいわ」

　オリガは再び私が作った魔導具を見つめると、ゆっくりと頷き、決心したように左手を腕輪に通したのだった。

「！」

　その瞬間、私の魔力がすっと腕輪に流れ、彼女に向かうのを感じた。

　はっとしたように息を呑むオリガ。

「これは…………魔力が、染み込んでくる!?」

　目を丸くして腕輪を見つめる彼女に、私は呼びかけた。

「さあ、オリガ。魔術を使ってみて。今のあなたなら、一〇発でも二〇発でも続けて撃てるはずよ！」

　オリガは私の言葉に頷くと、右手に握った魔導魔術杖を掲げ──先日フリデール校長がそうしたように、まるで指揮棒を振るかのように杖を振った。

「「！！！！」」

　直後。

　その凄まじい光景に、彼女を見守っていた私たちはただただ圧倒されたのだった。




　オリガが掲げた杖の先端が白く輝き、彼女が振り下ろすと同時にその光は鋭い氷の槍となって射出された。

　　ヒュンッ！

　氷槍は目にも止まらぬ速さで宙を飛び、一瞬で二〇メートルほど離れた的に突き刺さる。

　が、私たちが度肝を抜かれたのはそのあとだった。

　　ヒュンッ　ヒュンッ　ヒュンッ

　オリガが右上、下、左から右と杖を振る度に、瞬く間に杖に魔力がチャージされ、立て続けに氷槍が撃ち出される。

「すごい……！」

「まるで校長先生みたいです!!」

　レナが目を丸くし、リーネが感嘆の声をあげる。

　と、その言葉が聞こえたのか、オリガのリズムが変わった。

　そして──

　　ヒュンッ

　　ビュンッ！

　　ゴウッ！！！

　小、中、大と、大きさの異なる氷柱が射出され、寸分の狂いもなく的のど真ん中に突き刺さる。

「……怖いくらいの魔力制御力ね。フリデール先生の速さも凄かったけど、精度ではむしろオリガの方が上かもしれない」

　私が呟くと、

「これまでの経験が一気に開花したな」

　隣のセオリクがそんな風に返してきた。

　──そうだ。

　これがオリガの本当の力。

　彼女の魔力操作の精度は、明らかに群を抜いてる。

　そして、魔力の変換効率も。

　腕輪を作るときに実施した魔力測定の結果、魔術発動時のオリガの魔力変換効率は、一緒に測定したうちのパーティーの誰よりも高い数値を示した。

　ひと言で言えば、無駄がない。

　揺らぎがない。

　迷いがない。

　それが、彼女の強さ。




　そうしてひとしきり撃ちまくったオリガは、息を切らすでもなく、汗ひとつかかずこちらを振り返った。

「レティア。今のであなたの魔力はあとどのくらい残ってる？」

「うーん……」

　私は自分の中の魔力量に意識を向ける。

　正直なところ、これまで私は魔力切れを起こしたことがない。

　瞬間的な使いすぎで魔力酔いを起こしたことは何度かあったけれど。

　今の私は魔力循環も平常。

　なんの問題もない。

　ぶっちゃけこの感じなら、一日中魔術を連射してもらっても大した影響はない気がする。

　とはいえ、魔力不足で苦しんできたオリガにそんなことは言えない。

　だから私はこう答えた。




「そうね。あと三〇〇回くらいは撃ってもらって大丈夫だと思う」

「三〇〇回!?　じゃあ今ので一割も使わなかったということ？」

　目を丸くしたオリガは、「どれだけ底なしなのよ」と茫然とした顔で呟いた。

「あはは……。私の魔力が多いのもあるけど、オリガの魔力変換効率の高さは群を抜いてるからね。ムダがなくて魔力消費がとても少なかったのよ。──少ない魔力でなんとかしようと頑張ってきた、あなたの努力のたまものね」

　実際彼女が連射している間は少しずつ腕輪に魔力を吸われていたけれど、それで体内の魔力循環が乱れることはなかった。

　ゆらぎのない抜群の安定感。

　まるで彼女自身のようだ。

「私の努力……」

　じっと自分の手を見つめるオリガ。

　その手が。肩が震える。

「……ムダじゃなかったんだ」

　彼女の目から光るものが流れ落ちる。

「これまでよく頑張ったね」

　そう言ってオリガの背中に触れると、彼女は私を振り返り、

「ありがとう、レティア」

　そう言って泣き笑いしたのだった。
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「無理を聞いて頂きありがとうございます。フリデール先生」

　湖中迷宮第一層『選択の間』。

　このひと月半ほどで見慣れてしまった迷宮の最初の広間で、私がお礼を言うと校長先生はにやりと笑った。

「別にいいさ。私もあんたらがどう戦うのか見たいと思ってたからね。──ま、アロルドからは『ずるい』だのなんだのと文句を言われたが」

「あはは……」

　苦笑する私。

　アロルドというのはバリエンダール先生のことだろう。

　本来、迷宮探索試験の試験官は、生徒の担任か、学年主任団の誰かが担当する。

　が、今回私たちは迷宮探索試験の試験官を、フリデール先生にお願いしていた。

　理由は、私たちの戦い方と魔導技術を、なるべく他の人に知られたくなかったから。

　杖づくり勝負から今日までの間に、私はパーティーメンバーのために様々な魔導具を作っていた。

　アンナ用の魔導魔術杖に、オリガの魔力譲渡の腕輪。

　前衛を務めるセオリクに作ってあげた魔導剣に、探知役サーチヤーのレナがマッピングし易いようにと、航法装置と写真機の技術を応用した経路記録盤も作った。

　さらに私はいつでも『部分防御パルト・デイフエンシア』が発動できるように、ココとメルを常時展開してダンジョンを進むことになる。

　要するにうちのパーティーは、機密情報と技術がてんこ盛りなのだ。

　幸いというか、不幸なことにというか。

　フリデール先生にはすでに私の正体がバレてしまっている。

　そこで私が許可するまでは見聞きしたことを秘密にするという条件で、直接校長先生に試験官をお願いしたというわけだ。

　変に目立つとこれからの学校生活がやりにくくなるし、生徒会のナターリエ・バジンカの目も引きたくない。

　一方で校長先生も、私の技術の一端を見ることができるわけで、お互いにとって悪くない取引だった。

「さて。それじゃあお手なみ拝見といこうかね」

　校長先生の言葉に、頷く私たち。

　こうして試験が始まった。




　湖中迷宮『第三層』。

　試験開始から一時間ほどが経った頃。

　私たちは第一層と第二層を足を止めることなく踏破し、ついに第三層に突入した。

　これまで二年生と一緒に潜った一番深いところで第二層の入口までだったから、ここからは初めての階層となる。




「次の十字路、正面に三体。左に二体」

　魔導灯に照らされた石畳の通路に、レナの声が響く。

「リーネ、牽制を！」

「はいっ!!」

　私の呼びかけに、リーネが応える。

　短い詠唱とともに辺りが赤く照らされ、直後、私の背後から火球が撃ち出される。

　　ドンッ!!

　着弾と爆音は同時。

「一体撃破。四体接近。右からさらに二体」

「まかせて」

　レナの言葉に、今度はオリガが応えた。

　正面から二体の泥人形が踊るような不規則な歩き方で近づいてきて、その背後からは二体の巨大な泥竜がのしのしと歩いてくる。

　直後、背後から続けて四発の氷槍が撃ち出された。

　　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！

　目の前に迫っていた泥人形たちが氷槍に上半身を持っていかれて崩れ落ち、さらにその後ろの泥竜に氷の槍が突き刺さる。

　が、巨大トカゲたちは怯むことなくそのまま突っ込んできた。

「『部分防御パルト・デイフエンシア』!!」

　　ドゴンッ　ドゴンッ

　ココとメルが作り出す防御膜にぶち当たり、怒りにまかせ長い尾を振り回す泥竜たち。

　そこに、隣のセオリクが突っ込んでゆく。

「は!!」

　横一閃。

　魔法によりリーチと威力をかさ上げされた魔導の刃が、二体のトカゲたちを真っ二つに切り裂いた。

　これであとは──

　私が薄暗い廊下に目を凝らしたときだった。

「ラスト二体、目の前！」

　レナが叫ぶ。

　次の瞬間──

　泥竜の陰から、四つの巨大な刃が降ってきた。




　両腕が鎌のように発達した、爬虫類っぽい人型の何か。

　突然飛びかかってきたそれらに、私は反応が遅れた。

（しまった!!）

　私が固まった瞬間、

「『雷撃トルテイヌス』!!」

　後ろから聞き慣れた声が響き、眩い紫電が走った。

　バリバリと電気が爆ぜる音とともに目の前の化け物が倒れ、砂になって崩れ落ちる。

　一方、隣のセオリクは敵の奇襲にギリギリのところで対応していた。

　タンッと床を蹴って後ろに飛び退きながら魔導剣を真横に払い、振り下ろされる鎌と打ち合わせる。

　　キンッ！

　初撃は互角。

　鎌が硬い。

「くっ」

　剣を構え直したセオリクは、四本の手脚でトカゲのように這いつくばる化け物と睨み合う。

　　ピチャッ　ピチャッ

　不気味に目を赤く光らせ、口から唾液を垂らしながらジリジリと近づく爬虫類。

　その姿は、まるで追い詰めた獲物をどうしてやろうかと考えてでもいるかのようだ。

　──この距離で飛びかかられたら、マズい。

　私の本能がそう囁いた。




「『部分防御パルト・デイフエンシア』!!」

　私が叫ぶ声と、ココとメルが魔法を起動するのは同時。

　虹色の魔力の膜が化け物を覆い、拘束する。

　　ギッ、ギギッ──

　軋むような音を立てながら、感情のない赤い目で私を睨む爬虫類。

　そこに、セオリクが飛び込んだ。

「はっ!!」

　上段から力強く振り下ろされる魔導剣。

　ザンッ、という音とともに化け物が真っ二つに裂け、そのまま砂になって崩れ落ちる。

「はあっ、はあっ……」

　辺りに響くセオリクの呼吸。

「制圧完了」

　レナの宣言とともに皆は、「はあ～～」と大きく息を吐いたのだった。




「大丈夫？　セオリク」

　私の言葉に、剣を鞘に収めてこちらを振り返る異国の少年。

「ああ。助かったよレティ。そっちはなんともないか？」

「ええ。私も大丈夫よ」

　そう返すと、彼は再び敵の残骸を見下ろし、

「横にいたのに、ゴメン」

　と肩を落とした。

「気にしないで。あなたも襲われてたんだから。それよりお互い無傷で良かったわ」

　私がそう言って笑いかけると、彼は──

「もっと強くならないと……」

　そう呟いたのだった。




　セオリクとのやりとりのあと、私は後列のアンナのところに行った。

「姉さま、フォローありがと！」

「いえいえ。レティアなら大丈夫でしょうけど、体の方が先に動いてしまいました」

　そう言って微笑むアンナ。

「『自動防御アウト・デイフエンシア』が発動すると他の守りがガラ空きになっちゃうから。あの雷撃は本当に助かったわ」

　そう。

　先ほど一番後ろから雷撃を放ち、すんでのところで化け物を倒したのは、彼女だった。

「それにしても──」

　私は視線を移した。

　前の方では、セオリクが魔石を拾い集めてくれている。

「さすが第三階層ね。敵の強さもそうだけど、数も一気に増えた気がする。一度の戦闘で七匹も相手にしたのは初めてじゃないかしら」

「そうですね。今回はちょっとだけヒヤッとしました。正直、普通の学生には荷が重いように思います」

　頷くアンナ。

　すると隣で私たちのやりとりを聞いていたオリガが口を開いた。




「実技の卒業要件は第二階層までの踏破よ。ここまで来る学生はほとんどいないわ。成績の良し悪しも二階層までの攻略時間と回収した魔石の数で決まるし、わざわざ第三階層まで潜るのは一部の物好きだけでしょうね」

「そうなの？」

「そうよ。ひょっとして知らなかった？」

　呆れたような顔で私を見るオリガ。

　そんな目で見ないで欲しい。

　目の前の問題をなんとかするのに忙しくて、卒業なんて二年に進級できてから心配すればいいと思ってたんだから。

　私は、こほんと咳払いをする。

「ま、まあそれはそれとして…………敵の数が多いのは、ほとんど人が来なくてあまり討伐されていないからかしら」

「おそらくね」

　オリガが頷く。

　そこで、ずっと黙って私たちを見ていたリーネが小さく手を上げた。

「あの、このまま先に進みますか？」

「これ以上は厳しそう？」

　不安そうなリーネに尋ねると、彼女はコクリと頷いた。

「今の私じゃお荷物になりそうで……。コントロールがよくないから、オリガさんみたいに連射もできませんし」

　確かに彼女は今までのところ、初撃の一発を放つことしかできていない。

　威力調整と狙撃精度の問題で速射ができず、迂闊に二発目を放つと仲間を巻き込む可能性があるからだ。

　できればもう少し習熟の時間が欲しい。

　二階層までで戦闘経験を積みたいところだ。

「私も引き返した方がいいと思う」

　そのとき、マッピングの作業をしていた小柄な少女が口を開いた。

「レナも？」

　聞き返した私に、彼女は頷く。

「さっきの戦闘、最後の警告が遅れたのは私の実力不足。今のままだと同じ状況になったらたぶんまた同じことを繰り返すと思う」

「そっか。やっぱりみんな厳しいか」

　私は逡巡すると、少し離れたところにいる校長先生を振り返った。




「フリデール先生」

「あ？　──ああ」

　私の言葉に、何やら考え込んでいた先生は顔を上げた。

「先生、私たちの探索試験の判定はいかがですか？　合格であれば、今日はこのあたりで終わりにしようと思うのですが」

「ふん、そうだね……。第二階層までは合格でいいだろう」

　校長先生の言葉に、「わあっ」と喜び合う私たち。

　良かった。

　とりあえずこれで第一の関門は突破だ。

　喜ぶ私たちを尻目に、校長先生は言葉を続ける。

「ただ、この階層はあんたたちにはまだ早いな。全員がもう少し戦闘に慣れてから、あらためて試験を受けるといいさ」

「「はいっ!!」」




　こうして私たちは無事、探索試験を終えた。

　これで誰の同行も必要なく、いつでも自由に湖中迷宮に入ることができる。

　パーティーとしてのレベルアップは実技の授業で訓練できるようになるし、私も放課後、ようやく魔術の習得に時間を割くことができるようになる。

　ただ、一つ気になることがあるとすれば、それは帰りの道中ずっとフリデール先生が難しい顔で考え込んでいたことだ。

「確かに最近は…… いやしかし……」

「？」

　このときの私たちは、校長先生が抱いた疑問について知るよしもなかった。

　ましてや、間を置かずしてあんなことが起こるなんて。

　想像すらしていなかったのだ。
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　その日は休日で、私たちはみんなでエーテルスタッドの街に買い物に出かけていた。

　事件に出くわしたのは、その帰り。

　私たちが乗った船がポルタ島に近づき、下船の準備を始めていたときだった。

「誰か、手を貸してくれ!!」

　遠くから聞こえる喧騒と叫び声。

　何事かと思い船から桟橋を見下ろした私たちは、とんでもない光景を見てしまった。

「え？　どういうこと??」

　眉を顰めるオリガ。

　彼女の視線の先には、桟橋に溢れる人々の姿。

　しかも見慣れた顔のその人たちは、包帯を巻かれて担架に乗せられたり杖をついたりして、一様に大怪我をしていたのだった。







第７章　非常事態宣言
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　桟橋にいたケガ人は、ルーンフェルトの教師陣と、冒険者たちだった。

　三〇人はいるだろうか。

「男連中は手を貸せ！　街の治療院にケガ人を運ぶぞ!!」

　そう叫んだバリエンダール先生自身、腕に巻いた包帯に血が滲んでいる。

「一体、何があったんでしょう？」

　茫然として呟くリーネ。

　オリガが桟橋を見つめながら目を細める。

「確か今日は、バリエンダール教諭が仰っていた迷宮核ダンジヨンコアの調査日よね。──そこで何かあったのかしら」

　湖中迷宮の迷宮核は、第四階層にあると授業で聞いた。

　生徒が入れるのは、第三階層まで。

　第四階層には先生方が冒険者ギルドから派遣された高レベル冒険者たちとパーティーを組み、年に二回、夏と冬の長期休みに掃討に入っている。

　ルーンフェルト魔術学校はこれまで、そうして湖中迷宮の総魔力量を調整し、迷宮核の成長をコントロールしてきた。

　ところが今回は、校長先生の指示で急に調査が行われることになったという。

「そういえばこの間の試験の帰り、フリデール先生の様子がおかしかったよね」

　私の言葉に、アンナが頷く。

「何か、引っかかっておられるようでした」

「校長の勘はどうやら正しかったようだな」

　セオリクの視線の先には、混乱の中で矢継ぎ早に指示を出しているフリデール先生の姿があった。

「第四階層で何かあったんでしょうね。……この感じじゃ、当分の間は湖中迷宮は立ち入り禁止ね」

　オリガがため息を吐き、私たちは言いしれぬ不安を抱えたまま寮に戻ることになった。

　間違いなく授業に影響がでるだろう。

　なにせ、教師にもケガ人が出ているのだ。

　幾つかの授業は休講になるだろうし、オリガが言ったように、迷宮での実習は当分の間中止され自主練習も禁止されるだろう。

　ところが事態は、私たちが思っていた以上の早さと規模で拡大していくことになる。




　翌朝。

　大ホールに集められた私たち生徒は、湖中迷宮が立ち入り禁止になることを校長先生から告げられた。

「すでに耳にした者もいるだろう。私らの足もと、湖中迷宮の深部で異常が起こってるのさ。魔物の異常増殖と変異種の発生、迷宮構造の変化と拡張も確認された。──おそらく迷宮核ダンジヨンコアが暴走してるんだろう。放っておけば地上まで魔物が溢れ出すのも時間の問題だ」

　どよめく生徒たち。

　校長先生は手でそれを制すと、皆を見渡しこう言った。

「この異変に対し、ルーンフェルト魔術学校はノルドラント王国と全ての関係者に対し『非常事態』を宣言することになった。

　当分の間、学校は休校。全生徒は明日正午までにポルタ島から退去し、エーテルスタッドまたは王都で公報での指示があるまで待機するように。

　もちろん宿泊先については、学校が国と協力して十分な数を確保する。自宅待機する者はその旨を申告するように」

　フリデール先生はそこでひと息つくと、再び話し始めた。

「諸君への指示は以上だが……最後に一つ、話しておかないといけないことがある。『討伐軍への参加』についてだ。

　今回の迷宮核暴走は王国法に定める『大規模迷宮災害』にあたるため、王命で大規模な討伐軍が召集されることになる。王国騎士団を核とし、冒険者と有志を加えた臨時の討伐隊だ。一気に魔物を殲滅して迷宮核のエネルギーを削ぎ、暴走を鎮める。

　そしてこの討伐隊には、諸君も参加することができる。正式に登録して討伐に参加すれば卒業に必要な単位への加算があるし、冒険者登録をしておけば討伐の成果に応じた貢献値も付与される。つまりギルドのサービスをより良い条件で受けることができるようになるわけだ。また災害討伐で入手した魔石は、相場の二倍以上で国が買い取ってくれる。

　まあ、これだけ聞けば参加したくもなるだろう。──だけどね。一つ大切なことを言っておく」

　校長先生は、そこでギロリと皆を睨む。

「命を粗末にしちゃいけないよ。迷宮核が暴走している今の湖中迷宮は、何が起こるか分からない。第一階層でも高レベルの魔物が出現するかもしれないし、既存のマップも間もなく使えなくなるだろう。死にかけても誰も助けちゃくれないんだ。『死ぬ覚悟がある』者以外は絶対に手を出すんじゃないよ。……以上だ」

『死ぬ覚悟』

　その言葉が、私の頭にこびりつく。

　こうして私たちは、一時退寮の準備に追われることになったのだった。




２




「みんな、ちょっといい？」

　ウグレィの教室。

　終礼が終わると同時に口を開いたのは、オリガだった。

　近くに座っていた仲間たちが、彼女に視線を向ける。

「さっき校長先生が言っていた討伐隊の話……私は参加したい。力があるのに正しく使わないのは、ヘルクヴィストの矜持に関わるから。みんなはどう？」

　突然のオリガの問いかけに、思わず顔を見合わせる私たち。

「えっと……」

　私は逡巡する。

　魔術を学ぶために領地をソフィアたちに任せて留学している私にとっては、この状況が長引くのはありがたくない。

　正直、一日も早く学校を再開して欲しい。

　そして今の私たちは、火力と防御力だけ見れば、おそらくこの国で最高戦力のパーティーだ。

　迷宮攻略の経験が不足している点が不安ではあるけれど。

　それでも討伐に加われば、それなりに力にはなれるだろう。

「…………」

　結論が出る。

　私は小さく手を上げた。




「私はいいよ。早く学校に再開してもらいたいし」

　すると、隣のアンナも手を上げる。

「レティが参加するなら、私も参加します」

「俺も参加しよう」

　続いて手を上げるセオリク。

　その流れで、自然とあとの二人……リーネとレナに視線が集まる。

「ええと、私は…………」

　リーネの目が泳ぐ。

「わ、私は…………」

　言葉に詰まるリーネ。

　その横で、

「私はやらない」

　はっきりと拒否の意思を示したのは、レナだった。

「え……？」

　予想外の返事に固まる私たち。

　国から奨学金を受けている彼女が学費のたしにするために、休みの度に街にバイトに出ていることは知っていた。

　そんな彼女にとって、魔石の買取額が倍になる討伐隊への参加は悪くない話のはず。

　だから私は、てっきり彼女は討伐に参加するものと思っていたのだ。

　それは他のメンバーも同じだったようで──

「なんで？」

　眉をひそめるオリガ。

　そんな彼女にレナはこう返した。

「私は今ここで死ぬわけにはいかない。私が死ねば孤児院が奨学金を返さなきゃならなくなる。だから私はやらない。やりたいなら、やりたい人たちだけでやって」

　そう言うとレナは鞄を持って立ち上がり、私たちに背を向けて教室の出口に向かって歩き出す。

「あっ、待ってください！」

　ワンテンポ遅れて立ち上がるリーネ。

　彼女はそのまま私たちに深々と頭を下げた。

「私も故郷にいる母を独りにはできないので、今回は不参加にさせてくださいっ！」

　そう言ってレナの背中を追いかける。

　予想外の反応に固まり、そのまま二人を見送る私たち。

　我に返ったのは、彼女たちが教室を出ていったあとだった。

「ええと……。どうしよう？」

　私の間の抜けた声が、誰にも拾われることなく宙に消えた。
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　フリデール校長から非常事態を告げられた翌日。

　ルーンフェルト魔術学校のあるポルタ島には、朝から次々と人と物資が送り込まれ始めていた。

「これは……まるで戦争ね」

　島を発つ船の順番を待ちながら呟いた私に、隣のオリガが「当然よ」と答えた。

「暴走した迷宮の沈静化は、長いと二、三ヶ月かかることもあるわ。投入される人員も戦闘要員だけで数千人。それだけの人間が交代しながら昼夜休みなく討伐を続けるの。当然補給や医療に従事する人員も千人規模になる。──言わば、迷宮相手の戦争ね」

「へえ……」

　つまり討伐軍は、人員を交代させながら休みなく迷宮内に戦闘員を送り込み、魔物を、削って、削って、削りまくる。

　迷宮核ダンジヨンコアによる魔力供給が追いつかなくなるほどのスピードで。

　そうして迷宮核ににじり寄り、暴走が沈静化すればそれでよし。

　収まらなければ核を破壊してしまう、ということか。

「それに迷宮核の暴走は、周辺の迷宮を刺激することもあるわ。おそらく今頃、近隣の迷宮にも調査隊が入っているはずよ。もしそっちでも異常があれば、場合によっては複数迷宮の同時討伐もありえる。そうなれば万を超える人員が動くことになるでしょう」

「万……か」

　私は初めて聞く討伐戦の規模の大きさに、息を呑んだのだった。




　五日後の朝。

　私とアンナはエーテルスタッドの公館前で、迎えに来たオリガの家の馬車に乗り込もうとしていた。

「あの、気をつけてくださいね」

　心配そうに、そしてやや居心地悪そうに私たちを見送るリーネ。

　そんな彼女に、私は微笑んでみせる。

「大丈夫よ。無理はしないから。それよりリーネも外出するときは気をつけて。よそからたくさん冒険者が集まってるみたいだし。──留守をお願いね」

「はいっ。私も魔術の練習、頑張ります！」

　こぶしを握りしめたリーネが頷く。




　結局討伐には当初の話通り、オリガと私、アンナ、セオリクの四人で参加することになった。

　リーネは公館の庭で魔術の練習を。

　レナは孤児院に戻ってバイトに出ていると聞いた。

　いよいよ今日から、ルーンフェルトの学生にも討伐参加が解禁される。

　討伐そのものは私たちが学校を離れた日から始まっていたから、私たち学生に期待されているのは『残敵掃討と新たに出現した分の魔物を駆逐する役割』なのだとオリガが説明してくれた。

　一人、学校が用意した宿で寝泊まりしているセオリクと船着場で待ち合わせ、船でポルタ島に向かう。

「お世辞にもいい天気……とは言えないわね」

「そうだな」

　セオリクが頷く。

　あいにくの曇天。

　すでに一一月に入り、湖上を冷たい風が吹き抜けてゆく。

「これからどんどん寒くなるわ。半月もすれば雪の日の方が多くなるわよ」

　オリガの言葉に、思わず苦い顔をしてしまう。

「なんとか冬休み前には授業を再開して欲しいところだけど……」

　冬季休暇は、一二月中旬から二月の末までだ。

「微妙なところね」

　首をすくめたオリガに、私はため息を返したのだった。




　船を降りた私たちは、島の波止場に漂う異様な雰囲気に呑まれていた。

「これは……」

　言葉に詰まる。

　荷積み場に並んだ木棺の山。

　傷つき項垂れた何組もの冒険者パーティー。

　仲間の遺品らしきペンダントを握りしめる者。

　座り込んでガタガタと震える者。

　そこらじゅうから聞こえる嗚咽と呻き声。

　──負け戦。

　そんな言葉が脳裏をよぎった。

「……行くぞ」

　茫然と立ち尽くしていた私たちにセオリクが声をかけ、先導する。

　そうして波止場を離れルーンフェルトの校舎まで来たとき、オリガが言った。

「詳しく話を聞く必要があるわね」

「同感だ」

　即答するセオリク。

　そうして私たちは、討伐軍の受付のある大ホールに向かったのだった。




「皆さんの進入許可エリアは、第一階層までとなります」

「「えっ？？？」」

　受付の女性の言葉に、私たちは思わず声をあげた。

　今の私たちにとって、第一階層の魔物は格下だ。

　足を止める必要もなく倒してまわれるだろう。

　それに第一階層であれば学生の討伐参加者も多いはず。

　他の学生に私たちの戦い方を見られる可能性を考えると、できれば第二階層以上で戦いたい。

「あの、でも私たち、第二階層までの探索試験に合格しているんですけど……」

　私がそう言うと、女性は目を細めて私たちを見た。

「現在第二階層以上に進入できるのは、軍の部隊とＢ級以上の冒険者パーティーとなります」

「Ｂ級？　第二階層が??　ルーンフェルトの二年生が普通に潜る階層なのに？」

　聞き返したオリガに、受付の人は「少しお待ちください」と言って席を立つと、奥の人から何やら紙を受け取ってきて机の上に広げた。

　それは、何かの表だった。

「昨日までに第二階層に入ったＢ級冒険者の方は、三〇〇パーティー、約一二〇〇名です。その中で帰還報告があった方が九〇〇名。死亡報告があった方が一〇〇名。行方不明者が二〇〇名となっています」

「つまり、たった五日間で四分の一が損耗したということか？」

　身を乗り出したセオリクに、女性が頷く。

「はい。ご参考までに、第一階層でのＤ級の方の死亡率、行方不明者の比率がほぼ同程度です」

「Ｄ級って……」

「ルーンフェルトの卒業レベルの平均がほぼそのあたりよ」

　呟いた私にオリガがフォローを入れる。

　最後に受付の人は、声を落として言った。

「本当は募集側の私が言ってはいけないことなのでしょうが……よほど腕に覚えがあるのでなけば、やめておくことをお勧めします。命あっての物種ですよ」




「何よこれ。ずっと討伐が続いてるのに、なんでこんなに敵が湧いてるのよ」

　氷槍を連射し、三体の水棲ゴブリンを串刺しにしたオリガが吐き捨てるように呟く。

「この数だと、生半可なパーティーは全滅するだろうな」

　セオリクが言いながら二体を斬り捨てる。

「新手です！　三体っ!!」

　後ろから響くアンナの声。

　──が、敵はすでに目の前。

「『部分防御パルト・デイフエンシア』!!」

　間一髪。

　私とクマたちは防御膜を通路いっぱいに展開する。

　防御膜で搦め捕った敵にセオリクがとどめを刺す。

（厳しいな……）

　レナの代わりにアンナが探知役サーチヤーを引き受けてくれているけれど、やはり遅い。

　あと、初撃の火力が足りない。

　リーネがいなくて敵前衛が崩れないまま突っ込んでくるから、どうしても押し込まれる。

「この戦闘が一区切りついたら、一度戻りましょう！」

「おう！」

「「はいっ」」

　私の言葉に、皆が頷く。

　余裕がなさすぎて、精神がガリガリ削られる。

　このままじゃ、集中力が続かない。

　こうして私たちはその日、一時間ほど第一階層に潜っただけで地上に戻ったのだった。
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　それから三日が過ぎた。

　進まない討伐。

　消耗する討伐軍。

　リタイアする冒険者たち。

　冒険者だけじゃない。

　騎士団の騎士たちの表情からも、彼らが相当に消耗していることが見てとれた。

　そうして私たちが討伐に参加し始めて四日目。

『ひょっとしたら』と思っていたことが起こった。

　その日、いつものように討伐の申し込みに訪れた私たちに受付の女性が渡してくれたのは、校長先生……フリデール先生からの招待状だった。

『相談したいことがある。明日の一〇時、パーティーメンバー全員で校長室に来て欲しい』




　翌日。

　校長室に入った私たちは、フリデール先生と一緒にいた意外な人物に戸惑った。

「エリク殿下？」

「やあ、先日ぶりだね」

　そう言って微笑したのは我が校の生徒会長……エリク第一王子だった。

「なぜ殿下が？」

　てっきり校長先生から何か頼まれるものと思っていた私が呟くと、エリク王子はフリデール先生を振り返った。

「…………」

　一瞬の目配せ。

　まるで「説明、お願いできます？」「あんたがおやんなさい」とでもいうような沈黙の攻防。

　そのやりとりに根負けしたのか、エリク殿下は首をすくめて私たちに向き直った。

「実は君たちに頼みたいことがあるんだが……依頼元は学校じゃないんだ」

「学校じゃない？」

　聞き返した私に、殿下が頷く。

「ああ。僕は今、生徒会長ではなく『エーテルナ湖中迷宮討伐軍・最高司令官代理』……つまり陛下の名代としてここにいる」

　その瞬間、隣のオリガがすっとカーテシーの礼をとる。

　半拍遅れて私とアンナが同様の姿勢をとり、リーネとレナが見よう見まねでそれに続く。

　ふと横を見ると、セオリクも右の手のひらを左胸に当てる北大陸風の立礼をしていた。

　意外なことに、その姿がなんとも様になっている。

（南大陸の立礼って、北大陸と同じだっけ？）

　ふと違和感を感じたけれど、エリク王子の言葉で意識が目の前の状況に引き戻される。

「顔を上げてくれ。ここから先は実務的な話になる。接し方は学校の先輩に対するもので構わないよ」

「承知いたしました」

　オリガの言葉で姿勢を戻す私たち。

「それじゃあまず、今の状況から説明しよう。──これを見てくれ」

　そう言って殿下は、傍らに置かれた木製の掲示ボードに張られた図を指し示した。




「この図は湖中迷宮の階層構造を示した略図だ。現在の討伐分担は、第一階層が学生とＣ～Ｄ級冒険者、第二階層が軍の一般部隊とＡ～Ｂ級冒険者、第三階層が騎士団とＳ級冒険者ということになっている」

「え？」

　思わず声をあげた私に、エリク王子は気まずそうな顔をする。

「レティア嬢の言わんとすることは分かる。──現状、迷宮核ダンジヨンコアがある第四層には、討伐に入ることすらできていないんだ」

「それは『物理的に進入路がない』ということでしょうか？」

　オリガの問いかけに、殿下は首を横に振った。

「いや、進入路はある。だがそこから数時間おきに『迷宮主ダンジヨンマスター級』の魔物が這い出してきていてね。とてもじゃないが四層に降りることができない。第三層までの現状維持で手いっぱいなんだ。──それも多大な犠牲と引き換えに」

「なんてこと……」

　愕然とする私たち。

「このままじゃジリ貧だな」

　ボソリと呟くセオリク。

「正直なところ、現状維持ですらあと一週間が限界だ。今の防衛ラインが崩れた瞬間、討伐軍は全滅。ダンジョンから魔物が溢れ出し、湖をわたってエーテルスタッドを襲うだろう。どこかで止まればいいが、このまま際限なく迷宮核の暴走が続けば、国の滅亡もありえる」

「めつ、ぼう…………？」

　これまで表情を変えず黙って聞いていたレナが目を見開く。

「そんな……」

　絶句するリーネ。

「もちろん我々も座して見ていたわけじゃない。しかるべき手も打ってきた」

　そう言ってエリク殿下は、フリデール先生の方を見た。

「…………」

　校長先生はわずかに顔を顰めると、口を開いた。

「あんたたちも知ってる通り、ルーンフェルトは魔術師育成の実習場として長年にわたり湖中迷宮を管理してきた。年に二回、夏と冬に討伐に入って迷宮核の魔力量調整をしていたのは知ってるだろう？」

「はい」と頷く私たち。

「実はもう一つ、一般には知られていない安全装置があったのさ」

　フリデール先生はそう言って立ち上がると、部屋の隅に行き、布が被せられた柱状の物体の前に立った。

　そして、布をとる。

「え…………？」

　私は『それ』を凝視した。

　それは粉々に砕け散った複数の魔石と、ドロドロに溶けた魔導回路だった。

「エーテルナ湖中迷宮の迷宮核ダンジヨンコアを破壊するための魔導装置だよ。こいつの回路は第四層にある台座に直結していて、台座上の迷宮核を強力な魔力振動で破壊するようになっていたんだ。……使用済みだがね」

「「え？」」

　私たちはあまりのことに理解が追いつかず、固まった。




　ポカンとする私たちに、エリク殿下が校長先生から説明を引き継いだ。

「討伐を開始して四日目のことだ。日に日に魔物の発生速度が上がっていることに気づいた我々は『迷宮核を破壊しない限り第四層の攻略は不可能』と判断し、その装置を起動することにした。そいつはルーンフェルト創設時に作られた五〇〇年前の代物だが、先生方の協力で無事起動。迷宮核は破壊された。──はずだった」

「『はずだった』？」

　セオリクが問い返す。

「ああ。実際一時的にだが、迷宮内の魔物の発生速度は目に見えて遅くなった。『これで四層の討伐を進められる』。そう思ったんだが……」

　俯くエリク王子。

　フリデール先生がこちらに顔を向ける。

「あんたらも何日か潜って分かっただろ？　魔物の発生速度がまた上がり始めたのさ。──つまり考えられることは一つ。いつの間にか第四層の迷宮核は二つに増えていて、今回の『暴走』の原因は新しく発生した『二つ目の迷宮核』の仕業だった、ということさ」

「…………」

　想像もしなかった事実に、言葉を失う私たち。




「それで、頼みたいことというのはなんでしょうか？」

　私が尋ねると、フリデール先生は長く息を吐き、こちらにやってくる。

　そして、じっと私を見つめた。

「調査を頼みたいのさ」

「調査、ですか？」

「ああ。騎士団に同行して第四層の入口まで行って、魔力の状態を調べて欲しい」

　先生の言葉に、私は眉を顰めた。

「魔力の状態って……なんで私たちなんです？　フリデール先生の魔力操作の腕は私たちより上ですよね。学生の私たちが行くより先生が行った方が──」

「もう行ったさ。何人もの騎士と兵士を犠牲にしてね。だけど何も分からなかった」

　先生は険しい顔で言った。

「情けない話だが、あたしにはもうお手上げなんだ。ノルドラントの歴史を紐解いてみても、一箇所でこれほど急激かつ持続的に迷宮核の魔力が暴走・急増した例はない。そもそも一つのダンジョンに二つの迷宮核ダンジヨンコアが発生すること自体が異常だ。何か原因があるはずなのに、あたしには分からなかったのさ」

「なんで私たちなんです？」

「あんたらが使ってる魔導具を見れば、少なくともあたしらより魔力の研究が進んでるのは分かる」

　そう言ってオリガの腕輪を見るフリデール先生。

「でも、それなら私だけでいいんじゃないですか？　なんでパーティー全員が呼び出されたんです？」

「目立ちたくないんだろう？　なら全員で行って、誰がキーマンなのかバレそうになったら他のメンバーがやったことにすればいい」

　私は先生を睨んだ。

「人質ですよね？　私に断らせないための」

「両方さ。滅びるかもしれない瀬戸際なんだ。なんとかできる可能性があるなら、なんでもやるさ」

　睨み合う私たち。

　険悪な雰囲気を破ったのは、エリク王子だった。

「あー、レティア嬢。この件は我が国からハイエルランド王国への正式な依頼でもあるんだ。どうか怒らずに話を聞いてくれないか」

「はい？」

　思わず聞き返す。

　少なくとも今朝の時点で私は、そんな話は聞いていない。

「護衛に最精鋭の騎士たちをつけるとはいえ、我が国の事情で留学生に危険な場所に行ってもらうわけだからね。当然だろう。遅くとも今日の昼には王都のハイエルランド公館に依頼状が届くはずだ」

「うっ……」

　名前と身分を偽っているとはいえ、私はハイエルランドの貴族だ。

　事が外交の問題になるのであれば、迂闊なことはできない。

　──まあ、元々断るつもりはなかったけれど。

　たった二ヶ月とはいえ、これまで一緒にやってきた仲間を見捨てることはできないし、留学の目的を果たすためには、学校にも存続してもらわなきゃいけない。

　ただ、ちょっとやりくちが気に入らなかっただけだ。

　私は、はあ、とため息を吐いた。

「一晩、考えさせてください」




　その日の夜。

　私宛にハイエルランドのコンラート陛下から魔導通信が届いた。

『卿の心のままに』

　国の許可は下りた。

　もちろんこのことは校長先生やエリク殿下、仲間たちには言えないけれど。

　あとは私次第だ。
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　翌日の午後。

　私たちはエーテルナ湖中迷宮の第四層の入口に立っていた。

　私たちの目の前で、三人が死んだ。

　貝殻で頭が覆われた、巨大な蛸の化け物。

　迷宮主級の化け物は圧倒的な力で騎士と兵士たちを襲い、命を奪い、半刻にわたる雷撃の集中砲火でやっと倒れた。

　あまりに壮絶な戦いを前に、私が『それ』に気づいたのは、化け物が倒れてしばらくしてからのことだった。

　　カタカタ、カタカタ、カタカタッ──

「ココ？　メル？」

　カバンの中のクマたちが、激しく震えていた。

　──既視感。

　いや、これは気のせいじゃない。

　確かな記憶。

　一年前。

　ハイエルランドで体験した出来事が、目の前の光景に重なる。

　震えるココとメル。

　スイッチ一つの簡易発信機。

　そして魔石スロットと魔力放射板の間に張られた、魔物の毛。

「……また、あいつらか」

　思わず口から出てしまった言葉に、皆がぎょっとした顔で振り返る。

　私はきつくこぶしを握りしめた。

　──エリク王子にこの調査のことを重要機密として扱うよう釘を刺しておいて良かった。

　特にどこかの生徒会の書記を含め、外部に絶対に情報が漏れないよう、書面で約束させておいて本当に良かった。

　あの場では苦笑まじりの顔をされたけど、調査の結果を伝えれば、彼も血相を変えるだろう。




　負傷者の治療や、新たに姿を現した魔物に対処する騎士たちを尻目に、私はカバンから道具を取り出す。

「それ、何？」

「魔力探知機」

　オリガの問いに短く答える。

「探知って……そんなものまで作れるの!?」

「あまり人に言わないでね」

「わ、分かったわ」

　魔力探知機の存在はオズウェル公爵の裁判ですでに世間に知られているけれど、未だ国から市販の許可は下りていない。

　少数をうちの実家で生産して、国に順次納入している状態だった。

　それに『これ』は、私が魔術杖研究会に入ってから再設計した改良型だ。

　迷宮内での使用を考えて、スタンガン程度の大きさにまで小型化してある。

　私は感度と音量のダイヤルを最小に設定し、パチリと測定スイッチをＯＮにした。

　そして、音量ダイヤルを上げ始める。

　直後。

　　ビィィイイイッッ!!

　辺りに響き渡る、強烈なブザー音。

「っ!!」

　慌ててダイヤルをゼロに戻す。

「どうしたんです？」

　心配そうに尋ねるリーネ。

「ちょっと待って」

　そんな彼女を片手で制し、私は再び音量ダイヤルをさらに慎重に、ゆっくりと回す。

　　ビィィイイイッ

　再び響くブザー音。

　私は探知機を持ったままその場でぐるりと回り、先端のセンサーで周囲三六〇度を探る。

　すると、

「……！」

　その差はごくわずか。

　注意深く聴かなければ気づかないくらいの違い。

　だけど確かに、方向によって音の鳴り方に違いがあった。

「レナ、今から言う方角を記録してくれる？」

「……分かった」

　私はあらためて探査を行い、問題の方向をレナに伝えてゆく。

　それを地図に書き込んでゆくレナ。

「何か分かった？」

　一連の作業が終わり、測定スイッチを切った私にオリガが尋ねてくる。

　その問いに私は、一度だけ深呼吸して心を落ち着けると、こう答えた。

「外からこの迷宮めがけて強力な魔力が照射されてる。それも三方向から。おそらく人為的に」
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「人間が感知できない魔力？」

　再びの校長室。

　聞き返したエリク王子に、私は頷いてみせた。

「はい。ある種の魔物が獲物を感知するのに使用する魔力は、人間を含め他の動物には感知しにくい波長特性を持っているんです。おそらく、昨年ハイエルランドで起こった王城襲撃事件で飛竜を呼び寄せるのに使われたものと同じか、近い技術なのではないかと」

「……なんてことだ」

　険しい顔でこぶしを握りしめるエリク殿下。

　後ろで話を聞いていたフリデール先生が、口を開く。

「それで、発信源は分かるのかい？」

「はい。おおよその方角は分かると思います。──レナ。さっきメモしてもらった迷宮のマップを、そこの地図に重ねてもらえる？」

「りょーかい」

　レナはカバンから自筆の迷宮マップを取り出すと、傍らのテーブルに広げられたエーテルスタッドの周辺地図に重ね、二枚の地図の方角を合わせた。

皆が寄ってきて、地図を見下ろす。

「これは……」

　その瞬間、全員が息を呑んだ。




　湖中迷宮・第三階層のマップに赤い鉛筆で書き込まれた、三本の矢印。

　矢印が表しているのは、魔力照射の方向。

　それらの線を外側に延長していった先にあるもの。

　それは──

「なるほど。発信源は『近隣の迷宮』ということか」

　指で矢印をなぞっていたエリク王子が、地図上に描かれた三つの迷宮の絵シンボルを指で叩いた。




　一つは、湖の東にある初級迷宮。

　一つは、湖の西にある中級迷宮。

　一つは、湖の北にある上級迷宮。




　フリデール先生が目を細める。

「なるほど。これで納得がいったよ。ある迷宮で迷宮核の暴走が起こった場合、普通なら近くの迷宮もその影響で活動が活発化するはずなんだ。ところが今回に限っては、むしろ低調になってる。──そりゃあ静かにもなるわけだ。本来その迷宮に留まるはずの魔力が、湖中迷宮に集められてるんだからね」

　低い声で、唸るように呟く校長先生。

　その言葉は、後悔なのか。それとも怒りなのか。

　私には分からない。

　ただ一つはっきりと言えることは──

「すぐにその『仕掛け』を破壊しなきゃいけないね」

　私たちには後ろを振り返っている時間はない、ということだった。
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　それから三日かけて、ノルドラントの騎士たちと校長先生、そして私たちは、エーテルナ湖を囲む三つの迷宮を一つずつ調査してまわった。

　冒険者に扮して近づき、見張り役と思われる怪しい男を排除。

　魔力送信設備を特定し、破壊する。

　問題の装置は、思った以上に大掛かりなものだった。

　地下の迷宮から魔力を集める六本の柱は六芒星ヘキサグラムの頂点を成し、集めた魔力を星の中心に置かれた送信設備アンテナに送る。

　アンテナは湖に向けられていて、三つの遺跡から放射される魔力線は湖中迷宮の第四階層付近で交わるように指向されていた。




「迷宮三つ分の大魔力を一点に集中させて、新たな迷宮核を生成させたのか」

　東にある一つ目の迷宮の送信施設を調べていたとき、フリデール先生が呟いた。

「そんなことができるって知ってたかい？」

　校長先生の探るような目つき。

　名前と身分を偽って留学している外国人魔導具師。

　今回の件で協力しているとはいえ、疑われても仕方ない。

　私は内心でため息を吐きながら、首を横に振った。

「いえ。私の国では迷宮は『未開発の魔石鉱脈』としか認識されていませんでしたから。新たな迷宮が発見されればすぐに迷宮核を破壊してしまいますし、その研究もほとんど行われてはいません。私の迷宮核についての知識は、ルーンフェルトで学んだものが全てですよ」

「なるほどね」

　フリデール先生は、ふん、と鼻を鳴らすと、目の前のアンテナの調査に戻る。




　そうしてしばらく経ったときだった。

「おや？　これはなんだろうね」

　校長先生の言葉に振り返る私たち。

　フリデール先生の視線の先。

　それは魔力送信装置のアンテナの下の方──土台部分にある、半分地面に埋まった箱状の部位だった。

「周りの柱から来た魔導金属線が一度この箱に集まってるみたいだから、何か重要な部品なんだろうが……。ちょっとここを掘ってくれるかい？」

　先生の指示で、シャベルで土を掘り起こす騎士たち。

　箱が、しだいにその姿を現す。

「！」

「っ!!」

　私が息を呑むのと、隣のセオリクが息を呑むのは、同時。

「これは……蜘蛛？」

　首を傾げるフリデール先生。

　そう。

　忘れることなんてできるはずがない。

　その箱を開けるための鍵と思われる部分に貼り付いているのは、一年近くにわたってテオを苦しめた『呪い』。

　あの黒い毒蜘蛛だった。




「位置からすると鍵のようだが……」

　片膝をつき、蜘蛛に手を伸ばすフリデール先生。

「待ってくださいっ!!」

　突然の私の叫び声に、先生は伸ばしかけた手を引っ込めた。

「なんだい？」

　じろりと振り返る校長先生。

「それ、罠かもしれません」

「罠？」

「はい。以前それに似た蜘蛛の魔導具を見たことがあるんです。大きさは全然違ってもっと大きかったですけど、その魔導具には取り外そうとすると発動する罠が仕込んでありました。……あの、ええと、ですから、触れられるのであれば用心された方が良いかと」

「ふーん」

　訝しげに私を見つめる先生。

　私はつい、と目を逸らす。

　──あぶないあぶない。

　あの事件のことは、未だハイエルランドとエラリオンの両王家、それにオウルアイズの関係者だけの秘密となっている。

　あまり詳しく喋るわけにはいかない。




　私が動揺する姿を見てどう思ったのか。

　フリデール先生はこう尋ねてきた。

「それじゃあ、あんたならどう調べるね？」

「……ちょっと見せて頂きますね」

　私は先生と場所をかわると、膝をつき、問題の箱の扉にそっと指を触れた。

　もちろん、蜘蛛に触れぬように気をつけて。

「…………魔力は感じませんね」

　つまり、テオに張りついていた蜘蛛のような『バッテリー代わりの魔石』は、この中にはない。

　内部魔力で起動する罠はなさそうだ。

　では、外から魔力が与えられた場合はどうだろう？

「先ほど伝送を止めた『柱』の魔力に近い波長を送って、内部の魔導回路の構造を確認します」

「なぜ、わざわざそんなことを？」

　後ろから尋ねてきたオリガに、振り返らずに説明する。

「この箱に入力されていた魔力と近い波長であれば、仮に外部からの魔力探査に反応する『罠』であっても、反応しない可能性が高いでしょう？」

「なるほど。さすがね」

　オリガの声を背に、私はゆっくりと右手の人差し指で蜘蛛の背に触れた。

　──ひんやりとした、不気味な感覚。




「それじゃあ、いきますっ」

　私は宣言すると、先ほど『柱』で感じた低めの波長を思い出しながら、できるだけそれを再現するように指先から魔力を少しずつ送り込む。

「…………」

　緊張に、指先が震える。

　私の魔力は蜘蛛の背中から内部へ。

　そして抵抗が少ない魔導金属線を流れ、その流路を暴きだす。

　さらに指先に神経を集中する。

　見つけた魔導回路の一本一本を頭の中に引き直し、三次元の図面を描いてゆく。

　そして──

「先生が仰った通り『鍵』で間違いなさそうです。たぶん、罠もないと思います」

　私の言葉に、後ろの仲間たちが一斉に「はぁああああ」と息を吐き出した。




「開錠はできるのかい？」

　フリデール先生の問いに、頷く私。

「魔力操作ができない者でも、『鍵』を持っていて暗証番号を知っていれば開錠できるように作ったんでしょう。蜘蛛の八本の脚に、決められた順番でそれぞれ決まった波長の魔力を流せば開錠できるはずです。なかなか複雑な鍵ですね。──少し時間がかかると思いますが、開けますか？」

「……そうさね。お手なみ拝見といこうか」

「分かりました」

　そうして私は件の蜘蛛に、一年ぶりに戦いを挑んだのだった。
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　結局開錠には、そこそこの労力と時間を費やすことになった。

『鍵』となる波長を割り出すのはそれほど難しくなかったけれど、八本の脚に魔力を流す順番を特定するのにとても苦労したのだ。

　各脚に設定された波長の割り出しは、脚に一本ずつ触れて波長を変化させながら魔力を流し、その先の回路に魔力が流れるかどうかで判別を行った。

　問題はそのあと。

　鍵内部の変化をモニターしながら一本ずつ魔力を流し、わずかな違いを暴きだす。

　そうして解錠できたのは、取り掛かって半刻ほど経ったときだった。




　最後のキーに魔力を流すと、ガチャリと音がして箱の扉が開いた。

　皆が中を覗き込む。

「……なんだい？　これは」

「毛の束、でしょうか？　すごい量です」

「あっ！」

　フリデール先生とリーネのやりとりを聞いていたオリガが声をあげた。

「ひょっとして、『これ』があなたが言っていた波長変換機構!?」

　振り返った彼女に、私は頷く。

「すごく原始的な方法だけどね」

　箱の中には、下部から入力される六本の魔導金属ミストリール線と、アンテナに繋がる上部の極太線。

　そして上と下を結ぶ大量の毛の束が配線盤に固定されていた。

「とにかく、これで一つはっきりしました」

　私の言葉に、皆の視線が集まる。

「この魔導装置を使って湖中迷宮を暴走させようとした犯人は、去年ハイエルランドの王宮を襲撃した連中……ブランディシュカ公国と何らかの繋がりがある可能性が高い」

「つまり、昨日あんたが言っていた生徒会書記のことかい？」

　フリデール先生が目を細める。

「彼女が関係しているかどうかは分かりません。が、調べる価値はあるんじゃありませんか？　彼女はブランディシュカ公国の貴族の血縁者なのでしょう？」

「──すぐに王子に連絡を入れよう」

　こうして私たちは、『彼女』……ナターリエ・バジンカの調査をエリク王子に託したのだった。
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　翌日。

「行方不明？」

　聞き返した私に、エリク王子は苦々しげな顔で頷いた。

「昨晩うちの騎士が、彼女が泊まっている宿を訪ねたのだがな。部屋はもぬけの殻だったそうだ。宿の従業員によれば昼食は部屋でとっていたようだから、いなくなったのは昨日の午後だろう」

「午後といえば、私たちが東の迷宮の調査をしていた頃ですね。……他に監視がいたのか、あるいは魔力の伝送状況を監視する装置があったのか。いずれにせよ彼女が犯人の一味で、こちらの動きに対応してすぐに身を隠したとすると、向こうはかなりしっかりした組織のようです」

「敵の方が一枚上手だった、ということだね」

　フリデール先生の言葉に、私はぽつりと呟いた。

「その差が一枚であれば良いのですが……」




　ナターリエ・バジンカの捜索と、魔力伝送装置を設置した組織の調査は、エリク王子の指示の元、かなりの規模で行われることになった。

　その間、校長先生と私たちは残る二つの迷宮に赴いて、魔力伝送装置を破壊してまわる。

　二日目は西の中級迷宮を。

　三日目は北の上級迷宮の対処を行った。

　最後の伝送装置の停止を確認すると、フリデール先生は大きく息を吐いた。

「やれやれ。色々あったけど、これで湖中迷宮の魔力量も落ち着くだろうよ。魔物の生成速度さえ平常通りになれば、あとは地道に討伐を進めていくだけだ。──あんたたちにはずいぶん手間をかけさせたね」

「お役に立てたのであれば、なによりです」

　先生のねぎらいの言葉に、微笑を返す私。

　すると隣のオリガが首をすくめた。

「私たちはほとんど見てるだけだったけどね」

「昨日と今日はみんなが鍵開けを代わってくれたじゃない。すごく助かったわ」

　私がそう言うと、

「まあそのくらいはね。私たちもいい勉強になったし。ね？」

　オリガの言葉に「はいっ」と笑顔で答えるリーネと、黙って頷くレナとセオリク。

　この数日、濃密な時間を一緒に過ごしたからだろうか。

　少しだけみんなの距離が近くなった気がした。




　その後、私たちはエーテルスタッドに戻って解散。

（これで私の出番も終わりね）

　肩の荷がおりた私は、そんなことを思いながら眠りについた。

　──が、数時間後。

　その考えはとんでもなく甘いものだったと思い知らされることになる。







第８章　邂逅、そして氷のクマたち
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　その夜。

　正確には未明。

　私は外から聞こえてくる鐘の音に叩き起こされた。

　　カーンカーン、カーンカーン──

　激しく打ち鳴らされる鐘の音。

　その鐘の細かい意味は分からない。

　それでもそれが緊急事態を告げる合図だということだけは、私にも分かった。

「起きなきゃ……」

　まだはっきりしない頭を押さえながら体を起こし、ベッドから降りる。

「あっ」

　昨日までの疲れが残っているのか、はたまた頭が寝ぼけているのか。

　平衡感覚がおかしくなり、よろめく。

　そのとき、目の前の扉がガチャリと開いた。

「お嬢さまっ!!」

　魔導ランプを片手に部屋に飛び込んできた寝巻き姿のアンナが、慌てて私を支える。

「大丈夫ですか!?」

「だいじょうぶ。まだ頭が寝てるみたい」

　心配そうに尋ねる侍女に、私はそう言って笑ってみせた。

「それより、何があったのかしらね」

「分かりません。ただ、すぐに動けるように身支度は整えておいた方が良いと思います」

「そうね」

　私たちは頷きあい、すぐに着替えを始めたのだった。




　手早く身支度を終え、階下に降りる。

　と、そこには出張所のみんなと、リーネが集まっていた。

　グレンとヨハンナ以外は、着の身着のままだ。

　みんなの雰囲気も、表情も、ただごとじゃない。

「皆さん、おはようございます。何が起こっているのか分かりますか？」

　私の問いに答えたのは、グレンだった。

「実はつい今し方、エリク王子殿下から遣いが来たのだが……」

「？」

　言いよどむグレン。

　そんな彼をヨハンナがどついた。

「つっ！」

「躊躇ったって何も変わらないだろ？　緊急事態なんだ。決めるのはレティだよ。本国の意思は関係ない」

「わ、分かってる！　──ごほんっ。レティたちに避難勧告があったんだ」

「避難勧告？」

　聞き返した私に、頷くグレン。

「湖岸通りに大穴が空いて、そこから迷宮主級の魔物が次々に這い出しているそうだ」

「はい??」

　さらに聞き返した私に、今度はヨハンナが答える。

「要するに『エーテルスタッドの街中に、突然、湖中迷宮最下層への道が開いた』ってことだよ。さっきの鐘は全住民への避難命令。あたしらもこのままここでじっとしてたら魔物のエサになる。さあ、どうする？」

「えっ、ええっ!?」

　戸惑う私をヨハンナが鋭い目で見据える。

「今この場で一番偉いのはあんたなんだ、エインズワース伯爵。あたしらに指示をくれ。『先陣切って戦え』と言えば戦うし、『盾になれ』と言えば盾になる。とにかくあたしらに指示を出してくれ」

　その真剣な訴えに、ぼんやりしていた頭が一瞬でクリアになる。

　思考がまわり始める。

　私は目を閉じ、状況を整理する。

　法的根拠。

　人員の扱い。

　この拠点の構造。

　保有する機密情報。

　戦力。

　武器。




　そして、目を開けてみんなを見た。

「私、ハイエルランド王国伯爵レティシア・エインズワースは、王国外交法第三条第四項『緊急事態』の条項に基づき、これより皆さんを私の指揮下に置きます。皆さんは落ち着いて、速やかにこれから私が出す指示に従ってください」

「えっ、は、伯爵!?」

　動転するリーネに、私は微笑んでみせる。

「騙しててごめんね。事情があって身分を明かすことができなかったの。この国には本当に魔術を学ぶために来たから……。このこと、他の人には秘密にしてくれる？」

「もっ、もちろんです！　ええと……伯爵さまっ！」

「今まで通り『レティア』って呼んで。この国にいる間は、私は他の子と同じ、いち学生よ」

「あっ、はい。分かりました。……レティアさんっ」

　私は頷くと、出張所の職員たちに視線を戻した。

「ではこれから、皆さんに指示を出します」

　みんなが私を見つめ、頷いた。




「それじゃあ、グレン、ヨハンナ。みんなのことをよろしくね」

　邸宅の前に停めた馬車。

　御者席の二人に声をかけると、ヨハンナが険しい顔で私を見返してきた。

「本当に一緒に行かなくていいのかい？」

「私なら大丈夫よ。アンナがいるし、ココとメルもいるから」

「だけど──」

「あら。竜殺ドラゴンスレイヤーの私の実力が信じられない？」

「それは疑ってないけどさ……」

　私の言葉にヨハンナが顔を顰める。

「それよりも後ろの三人と積荷をお願いね。絶対に王都の公館まで送り届けて。万が一、途中で馬車を放棄することになったら、確実に積荷を焼却するように」

　荷台には職員三人の他に、魔導通信機と機密書類を積んである。あれらは確実に廃棄してもらわなければならない。

「分かっております。お任せください」

　向こう側に座ったグレンが、力強く答える。

「よろしくね。こちらが落ち着いたら魔導通信で連絡するわ」

「えっ、でも通信機は……」

「営業秘密よ」

　首を傾げる二人に笑ってみせる。

　今ハイエルランドで使っている魔導通信機は、私が再設計したものだ。

　であれば、ココとメルがいればなんとかなる。……はず。

「じゃあ、行って。道中の安全を祈ってるわ」

「「はっ!!」」

　敬礼する二人。

　馬車が走りだす。

　西に向けて。

　ノルドラントの王都に向けて。

　私は後ろの二人を振り返った。

「それじゃあ、私たちも行きましょう」

「「はいっ!!」」
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「ひゃああああっ!!」

　リーネが悲鳴をあげる。

「しっかり掴まって口を閉じてください。舌を噛みますよ」

　彼女を抱きかかえているアンナが注意する。

「ひゃ、ひゃいっっ！」

　リーネはそう言うとアンナの首にまわした腕をさらに引き寄せた。

　夜空を翔ける。

　避難命令が出て大騒ぎになっているエーテルスタッドの街の空を。

　魔導ライフルを背負い、飛行靴フライング・ブーツを履いた私とアンナは、逃げる住民の流れに逆らうように飛ぶ。

　そこがきっと目的地だから。

「っ！　あれかしら？」

　遠くに明滅する光が見えた。

　雷光が闇を切り裂き、紅蓮の炎が夜空を焦がす。

「そのようです」

　アンナが頷く。

　間違いない。

　あそこが迷宮の入り口だ。

「急ぎましょう！」

「はい！」

　私たちは戦場を目指し、さらに暗い空を飛ぶ。
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　エーテルスタッド政務庁舎。

　市内中心部に建つその建物の広い庭にはいくつもの天幕が張られ、討伐軍の臨時指揮所が置かれていた。

　皆が慌ただしく動きまわる中、連絡役の兵士が立て続けに飛び込んでくる。

「報告っ！　敵は現在一〇体、内三体が迷宮主級。入口奥よりさらに新たな敵が出現中っ!!」

「左翼ヴァルカーレ隊、被害甚大のため撤退！　現在隣接する中央のクロンバリ隊がカバーに入っております！」

「右翼の被害が急増中！　魔力枯渇する者も出始めております。このままでは戦線が維持できませんっ!!」

「中央部が圧迫を受けております！　抜かれれば市街地への敵侵入を許します。追加の支援を!!」

　天幕の中でそれらの報告を受けていた司令官代理のエリクは、傍らの副官に問うた。

「追加投入できる戦力は？」

「間もなく一個小隊が到着するはずですが、現時点ではゼロです。エーテルスタッドに置いていた一個中隊の全力を防御ラインに投入、内一個小隊が損耗により撤退しております」

　エリクより倍近く年上の副官は、机に広げられた地図を指しながら答える。

「ルーンフェルトに展開している部隊はどうなってる？」

「引き揚げ命令に従い、順次こちらに移送中です。先発した一個小隊が間もなく現着。また先ほど、後続の三個小隊を乗せた船が島を出航したとの報告がありました」

「間に合うと思うか？」

「先発の小隊は間に合うでしょうが、後続の到着まで戦線を維持できるかどうかは微妙なところです。本来、迷宮主級には一体に対し一個小隊以上で対応することになっておりますが、現状は三体に対し損耗した二個小隊。新たに到着する一個を加えても三個小隊弱ですから」

「仮に後続が間に合ったところで、これ以上敵が増えれば押し返すのは至難の業、か。まさに『万事休す』だな」

　エリクは小さくため息を吐くと立ち上がり、天幕を出た。

「殿下っ！」

　副官が慌てて彼を追って飛び出してくる。

　エリクは呼びとめる副官を無視し、大通りに出た。

　通りの突き当たりでは、閃光が走り、爆炎が空を焦がしている。

　暴れまわる異形の化け物。

　巨大な水牛の頭を持つ、巨人。

　強大な化け物を前に、一人、また一人と倒れてゆく兵士たち。

　戦線の崩壊は、時間の問題だった。

「……僕も覚悟を決めなきゃいけないかな」

　脳裏に、幼い弟と妹たちの顔が横切る。

「どうなろうが、最後まで時間くらいは稼がないとな」

　こぶしを握ったエリクがそう呟いたときだった。




「ん？」

　彼と化け物との中間あたり。

　南北に走る大通りに面した邸宅の庭に、複数の黒い影が空から舞い降りた。

「なんだあれは？」

「何かありましたか？」

　聞き返す副官に、エリクはその場所を指し示す。

「今そこの庭に、何かが降りたように見えた」

「鳥でしょうか？」

「いや、人影のように見えたんだが…………あっ！　ほら、見ろあれ!!」

「なっ!?」

　彼らが見たのは、確かに邸宅の庭から飛び立つ人影だった。

　ただし、その数は一つ。

　しかも女性に見える。

　飛び立った何かは瞬く間に高度をとると、南東の方向に向かって飛び去っていった。

「……人間だったな」

「はい。人間でした」

　茫然と暗い空を見上げる二人。

「捜索隊を出しますか？」

「……いや。あれを見ろ」

「は？」

　副官は戸惑いながらエリクが指差した先を見る。

「あれは──!!」

　それは、二人の少女だった。

　一人は先ほど降り立った庭に立ち、何やら杖のようなものを弓を引くように構えている。

　杖の先に展開された多重魔法陣が、その青白い光で少女たちをうっすらと照らす。

　杖を構えた少女の、銀色の髪が揺れる。

　傍らに立つもう一人の少女は、緊張した面持ちでその姿を見守っていた。

　そして──

　　ドンッ！

　低い音とともに撃ち出される光弾。

　　バシュバシュバシュバシュッ

　複数の魔法陣で加速された眩ゆい光の弾は、闇を切り裂き、一直線に戦場に向かって飛ぶ。

　次の瞬間、

　　ドォオオンッ！！！！

　戦場のど真ん中で暴れていた巨大な牛の頭が、爆散した。




「はっ、ははっ！」

　顔を引き攣らせ、笑う王子。

　その視線の先では、先ほどまで彼の部下たちを蹂躙していた怪物が、ゆっくりと崩れ落ちてゆく。

「そうか、これが……」

「？」

　訝しげに主を見る副官。

「これが『舞い降りた、銀髪の天使』ってやつか！　くそっ、文字通りじゃないかっっ!!」

　ノルドラント王国の第一王子はそう叫ぶと、バンバンと副官の背中を叩いたのだった。
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「は？」

　ある宿の屋上から戦場を眺めていた金髪の少女は、その端整な顔を歪めた。

「今の、何？」

　彼女が問いかけると、背後の暗がりから若い男の声が返ってくる。

「強力な魔力爆発と生体魔力反応の消失を感知しました。我が方のＡ級個体が撃破されたようです」

「そんなことは見れば分かるわ。今のは『どこから』の『何の』攻撃かと訊いてるの。新手が現れたの？」

「申し訳ございません。突然のことでしたので……」

　その返事に、内心で舌打ちをする少女。

「次の攻撃で確実に捕捉しなさい。できなければ実験農場のブタのエサよ」

「はっ！」

　暗闇から緊張した声が返ってくる。

　少女は憎々しげに呟く。

「あなたたちが自信満々で出してきた魔力投射装置は早々に発見された。仕方なく計画を前倒しすれば、あっという間にＡ級個体が撃破される。挙げ句、なぜか私まで追われる身になる始末。──何？　開発局パウークは私の足を引っ張りたいの？」

「……申し訳ございません」

「今回の件、本国に戻ったら陛下に詳しく報告させてもらうわ」

　彼女……この国では『ナターリエ・バジンカ』と名乗っている少女がそう吐き捨てたときだった。

「高密度魔力反応！　南西ですっ!!」

　部下の声に、ナターリエはバッとそちらを振り返った。




　闇の中に浮かぶ、多重魔法陣。

　その先に、眩い光を放つ光球があった。

「あれは……魔法!?」

　ナターリエが叫んだ瞬間、それらの魔法陣が連鎖発動し、光の弾が一条の線となって闇を切り裂く。

　そして、爆発。

「……我が方のＡ級個体、二体目が撃破されました」

「ちっ」

　ナターリエは今度は音に出して舌打ちすると、腰のホルダーから魔術杖を引き抜いた。

「誰だか知らないけど、これ以上の邪魔は許さないわ」

　彼女は呟き、杖の先端を先ほど魔法陣が出現していた方向に向ける。

「次に攻撃に入った瞬間があなたの最期よ」
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「すごい……！　二体目も倒しちゃいました!!」

　感嘆の声をあげるリーネ。

「リーネ、まだ終わってないわ。周りを警戒して」

「は、はいっ！」

　私は感心しきりの友人に警戒を促した。

　さすがの私も、射撃中は周囲への警戒がおろそかになる。

　それに今はなるべく人に見られないように、戦闘の現場から二〇〇メートルほど離れた邸宅の庭に隠れ、敵から距離をとって射撃していた。

　ココに仕込んだ魔導照準回路の『中距離射撃モード』を起動しているとはいえ、味方の兵士を巻き込まずに一撃で魔物を仕留めるために、かなりの集中を強いられている。

「でもまあ、次で最後ね」

　私は魔導ライフルを構え、右眼に浮かんだ十字の照準を最後の迷宮主級の頭部に重ねた。

　照準回路により拡大された右眼の視界が、しっかりと敵を捉えている。

　引き金を半引きし、加速魔法陣が多重展開される。

　──そのときだった。

「レティアさんっ！　魔力反応です!!」

「!?」

　直後、目の前に閃光が走り、パリパリと紫電が走った。
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「……やった？」

　建物の屋上から『雷撃トルテイヌス』を放ったナターリエは、自身の魔術が着弾したあたりを凝視した。

　パリッ、と雷撃の残滓が地面で爆ぜる。

　が、辺りは暗く、先ほど自らが放った雷撃の光に目がくらんでよく見えない。

　ただ何か、虹色の膜のようなものが波打った気がした。

「…………？」

　その一瞬の間が命取りになった。

　ブン、という音が聞こえた気がした。

　魔法陣が展開される音。

　それは……いや、それらの魔法陣は立て続けに展開され、中心に輝く眩い光弾は、まっすぐにナターリエを狙っていた。

　強烈な悪寒。

　冷たく鋭い、殺意の刃。

「ひっ!?」

「失礼っ！！！！」

　ナターリエが悲鳴をあげるのと、部下が彼女に手を伸ばすのは、同時。

　次の瞬間、それまで彼らが立っていた床が爆発した。
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　私とリーネの前に、うっすらと虹色に輝く防御膜が展開されていた。

　ふよふよと浮かび『自動防御アウト・デイフエンシア』を発動している、ココとメル。

　私は魔導ライフルを構えたまま、その向こう……リーネが指差す先を睨んでいた。

「ナタリー、やっぱりあなたなのね」

　右眼の照準レテイクルの中心に捉えた敵の姿。

　そこに見知った顔を確認した私は、彼女が立つ建物に狙いを移し、引き金を半引きする。

　狙いは、足元。

　そのまま引き金を引く。

　　ドンッ！
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　銃口の先から撃ち出され、五つの魔法陣で加速される光弾。

　光の筋は、一直線に狙った場所に伸びる。

　そして、爆発。

　目標の建物の一部が吹き飛ぶ。

　目標付近で魔力を使用した形跡は、ない。

　つまり『彼女』は魔法防御もできず、魔法で飛んで逃げることもできず、あのまま吹き飛んだということだろう。

「うわぁ……」

　絶句するリーネ。

　魔導ライフルの銃口を下ろした私は、彼女の肩にぽん、と手をのせた。

「ありがと、リーネ。ナイスアシスト」

「ええっ!?　わ、わたしがですか？」

　なぜか顔を引き攣らせる友人。

「魔力を探知して敵の居場所を教えてくれたのは、あなたじゃない。おかげで敵をやっつけられたわ」

　にっこり笑った私に、リーネは引き攣り笑いを返す。

「は、はは……。わたし、ひょっとして共犯ですか？」

　ああ、そうか。

「大丈夫よ。正当防衛だし、あの建物にいた人たちもとっくに逃げてるでしょう。それに今のあなたは私の保護下にあるから、全ての責任は私にあるわ」

「そうですか……」

　はあ、と安堵の息を吐くリーネ。

　友人を安心させたところで、私はあらためて屋根が吹き飛んだ建物に目をやった。

　……うん。

　なかなかの惨状だ。

（あれで無事なわけがないわよね）

　さすがに瓦礫に埋もれている彼女を自分で探す気にはなれない。

「あとはエリク王子に任せるとして……まずは残りを片付けましょうか」

　私は再び魔導ライフルを構えると、銃口を残る一体の迷宮主級に向けたのだった。
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「レティア！　大丈夫か!?」

「あっ、えっ？」

　最後の一体を葬り、ココとメルに魔力酔いを調整してもらいながら脱力していた私は、突然背後から声をかけられて飛び上がるほど驚いた。

　振り向いた先にいたのは──

「セ、セオリク!?　なんでこんなところに？」

　頭部布とマスクで顔を隠したパーティーメンバーの男の子だった。

「それはこっちのセリフだ。なんでこんなところにいるんだ」

「あー、ええと……」

　どこか心配するような、責めるような口調のセオリク。

　そんな彼に、どぎまぎする私。

　すると彼は、私が手にしている魔導ライフルに目をやり、さらに厳しい目で私を見つめた。

「戦ったんだな？」

「ええと、その……」

　私が言い訳を考えていると、彼は「はぁ」とため息を吐いた。

「まったく。君って人は……」

　そう言って首を振るセオリク。

　彼はひとしきり私に呆れると、顔を上げてこう言った。

「それで、これからどうするんだ？　レティアのことだ。どうせ止めたって聞かないんだろ。だったら俺も一緒に行くよ」
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　空が白み始めている。

　三体の迷宮主級の撃破から一時間。

　その間に私は、新たに出現した一体の迷宮主級を屠っていた。

　現場の状況も大きく変化している。

　迷宮主級が排除され、ポルタ島から本格的な援軍が到着したことで、迷宮入口付近で暴れていた魔物たちは一掃。

　バラバラと出てくる魔物を狩りながら更なる援軍を待って、迷宮深層に突入しようということらしい。

　そして今、私たちは討伐軍の臨時指揮所でこの国の第一王子と向き合っていた。

「呼び立ててすまないね」

　エリク王子は会議机のお誕生日席に座り、やや疲れが滲んだ顔で私たちと向き合っていた。

「いえ。私もお話ししなければならないことがありましたから」

　彼の対面の席に座った私は、そう言って笑みを浮かべてみせた。

　ちなみに今この場には、うちのパーティーメンバー全員が揃っている。

　私と一緒にいたリーネとセオリクはもちろん、アンナが連れてきてくれたレナと、自分から指揮所にやってきたオリガも同席していた。

　オリガは事態を知って『貴族の義務』として参戦しようとしたものの、魔力量の少なさから一人では参戦できず、せめて伝令なりで協力しようとここに来たらしい。

　これからどうするかをみんなで話さなければならないけれど、その前にエリク王子が話があるということで、こうして全員でここにいるのだった。




「まずは礼を言わせて欲しい。貴殿の加勢に感謝する」

　そう言って私を見つめるエリク王子。

　私は首を横に振った。

「あれは自分を守るためにしたことですから。逃げるより戦う方が勝算があると判断しただけです。感謝には及びませんわ」

　そう。

　あれは私の単独行動。

　一応、本国からは『好きなようにやれ』と言われているけれど、エリク王子からの避難勧告を無視しての行動でもあるし、外交問題化するのは避けたかった。

　私の素性もできるだけ伏せたいし。

　私の言葉にエリク王子は一瞬目を丸くすると、すぐに苦笑した。

「そうはいかないよ『伯爵』。先日も言ったがこの件はすでに国同士の話になっている。我が国としては貴国に正式に申し入れているんだ。──それに迷宮主級を四体も討伐してもらっておいて『何もなし』とはいかないさ。ことを公にしないにしても、王家同士ではきちんと話をつけておく必要がある」

「うぐ……」

　殿下の正論に、返す言葉もない。

「その上で正式に要請しよう。伯爵、どうか我々に力を貸して欲しい。我が国はハイエルランド王国のエインズワース伯爵に、あらためて迷宮討伐の支援を要請する」

　まっすぐ私を見つめるエリク殿下。

　私は内心でため息を吐くと、こう返した。

「条件つきで、支援要請をお受けいたします」




　私としても早期に事態を収拾したかった。

　ぐずぐずしていたらナタリーの一味の残党にさらにちょっかいを出されるかもしれないし……このままじゃあ、いつまで経っても魔術の勉強ができないから！

　支援要請を受けるにあたり、私が出した条件は三つ。

　一つ、私たちの素性の秘匿に全力を尽くすこと。

　二つ、パーティーの自由行動を認めること。

　そして三つ目は、私に討伐部隊に対し『撤退』を命じる最優先の指揮権限を与えること。

　前の二つはともかく、最後の条件は『ありえない』内容だ。

　軍はその国の暴力装置であるだけでなく、国の象徴でもある。

　自国の軍隊の指揮権を、一部とはいえ他国の人間に委ねるなど、普通はありえない。

　まさに禁じ手。

　正直私も、そのまま要求が通るとは思っていなかった。

　でもこの条件は、私たちが素性を隠しながら全力で戦うには、必要不可欠なものだった。

　おそらくすんなりとはいかない。

　そう思っていたのだけど──

「貴殿の要求を受け入れよう」

　驚いたことにエリク王子は、あっさり首肯した。

「え？　でも、よろしいんですか？」

「ああ。どのみち我が軍だけで討伐を進めようとすれば多大な犠牲が出る。そのくらいで犠牲が減らせるなら安いものだ。迷宮の中なら民の目もないしね」

　そう言って笑うこの国の王子。

　柔軟で理知的な思考。

　きっと将来は良い王になるだろう。

　こうして私たちの討伐参加が決まったのだった。




　その後少しだけ実務的な打ち合わせを行い一区切りついたところで、私はナタリーの話をエリク王子に報告した。

「そうか。あれはやはりナターリエだったか」

「『やはり』というのは？」

「卿が攻撃を受けたところを、僕も後ろから見ていたんだ。彼女の得意技は遠距離からの精度の高い『雷撃』の魔術だ。まさか、とは思っていたが……」

「見ていたのですか？」

　私が非難をこめて問い返すと、王子は肩をすくめた。

「偶然な。……しかし、そうか。では残念な結果になってしまったな」

「どういう意味です？」

「あのあと、君が吹き飛ばした宿を捜索させたんだが、現場からは誰の遺体も発見されなかった。自分で逃げたか仲間が助けたのかは分からないが、おそらくもうこの街にはいないだろう。避難命令で街の出入り口は開放されているからね」

「そうですか……」

　私は複雑な気持ちで呟いた。

　彼女を取り逃したのは、私のミスだ。

　あの場ですぐに彼女の生死を確かめるべきだった。

　でもあのときはまだ迷宮主級が一体残って暴れていたし、下手に半壊した建物に近づいて倒壊に巻き込まれたりしたら元も子もなかった。

　そう思ったのだけど……。

　やはり甘かったのかもしれない。

「彼女の行方と背後にいる組織については我々も引き続き捜査を進める。何か分かり次第そちらに情報を共有するから、そちらも分かったことがあれば教えてくれると助かる」

「承知いたしました。殿下のご厚意に感謝いたします」

　そうして私はエリク殿下に謝意を伝えたのだった。
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　王子との会談が終わり天幕を出た私たち。

　外はすでに夜明けを迎え、東から陽の光が街を照らし始めていた。

　吐いた息が白く輝く。

　そんな空気の中、みんなを先導するように歩くオリガ。

「…………」

　彼女はひと言も発しないまま立ち並ぶ天幕を縫って人けのないところまで歩いていくと、ぴたりと立ち止まり、こちらを振り返った。

　オリガの冷たい瞳が、私を射抜く。

「それで？　私たちに何か言うことがあるんじゃありませんか？　『エインズワース伯爵』閣下」

　うっ……。

　ですよね？

「ええと──」

　視線を宙に漂わせる。

　何から話すべきだろうか？

　私が逡巡していると、オリガが小さくため息を吐いた。

「ハイエルランド王国オウルアイズ侯爵家長女。魔導具づくりの天才。昨年の『王城襲撃事件』では王と王子を守り襲撃してきた四騎の飛竜を撃破。その功績により伯爵に叙される。二つ名は『銀髪の天使』、『可憐なる魔導の女神』。──私が調べて分かったのは、そんなところかしら」

　そう言って首をすくめると、彼女は私を見た。

「それで、あなたはどなた？」

　私を見つめる友人の二つの瞳。

　その瞳に、はっとする。

　これは『ちゃんと自己紹介しなさい』ということだろうか。




　私は深呼吸すると、みんなの顔を見た。

「私の名前は、レティシア・エインズワース。今オリガが言ったように、ハイエルランド王国から伯爵位をお預かりしています。そして彼女は──」

　私は手でアンナを示す。

「アンナ・フェアクロフ前男爵令嬢。私が小さい頃から侍女をしてくれているけれど、私は実の姉のように思っているわ」

　にっこりと微笑むアンナ。

「素性を隠していてごめんなさい。色々あって、私が私であることを人に知られたくなかったの」

　みんなにどんな反応をされるか、怖い。

　ひょっとしたら、絶交されるかもしれない。

　けれどみんなから返ってきた反応は、意外なものだった。

「レティアが貴族ってことは知ってた。アンナが姉じゃないことも」

　私の自己紹介を聞いて最初に口を開いたのは、意外なことにレナだった。

「えっ、なんで!?」

　聞き返した私に、小柄な金髪の少女は首をすくめる。

「仕草や話し方を見れば、分かる」

「……え。そんなに分かりやすかった？」

　こくり、と頷くレナ。

　すると今度はリーネが小さく手を上げた。

「あの、私も『ひょっとしたら貴族の方なのかな』とは思ってました。礼儀作法が身についてらっしゃるようでしたし」

「……俺もだ」

　同じく手を上げ、ぼそりと呟くセオリク。

「──ええと。つまり、これまで素性を隠そうと頑張ってきた私の努力は完全にムダだった、ということ？？？」

　顔を引き攣らせる私の肩に、オリガがぽん、と手を置いた。

「まあ、あれだけ堂々と殿下とやりとりした上に、次々と色んな魔導具を作られちゃあね。私たちや一部の先生方に気づかれるのは仕方ないわよ。他の学生にはバレてないようだし、いいんじゃない？」

「よ、よくなぁあああいっ!!」

　夜明けの空に、私の叫び声が響いたのだった。
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「それじゃあみんな、本当にいいのね？　私と一緒に深層に潜るってことで……」

　自己紹介のあと、『これから』について話し合った私たち。

　私が問うと、仲間たちはそれぞれのやり方で肯定した。

「レナも？」

「最下層の魔物を殲滅してあの入口を塞がないと、この街も、孤児院も、いつ襲われるか分からない。私の力が必要だとレティアが言うなら、一緒に行く」

「レナの魔力感知は、私がこれまで見てきた誰よりも精度と早さが優れてる。迷宮の踏破にはレナの力が必要なの」

　これは大げさではなく、本当の話。

　レナは、誰よりも早く、遠くの敵の数まで言い当てる。

　指示も早い。

　もはや動物的な勘ではないかと思うような彼女の力を貸して欲しいというのは、パーティーから犠牲者を出さないためにも、切実な希望だった。

　そんな私の本気が伝わったのか。

　レナは珍しく微笑した。

「分かった。一緒に行く」




　レナの次に私が視線を投げたのは、リーネだった。

　成り行きでここまで一緒に行動していたから、あらためて確認しないわけにはいかない。

　と、彼女は私が口を開くより先に、こう答えた。

「私も行きます。こんな私でも、オリガさんに魔力を渡すくらいは役に立てると思いますから。オリガさんへの魔力移譲を私が引き受ければ、レティアさんは防御に集中できますよね？」

「確かにその通りだけど……本当にいいの？」

「はいっ。私もレナさんと一緒です。このまま迷宮の暴走が続けば、国が滅ぶかもしれないんですよね？　故郷の母を守るためにも、ぜひ一緒に行かせてください！」

　力強い瞳が、私を見つめる。

　私はそんな彼女の手をとった。

「こちらこそよろしくね、リーネ！」

「はいっ!!」




　一人ひとりに意思を確認し、残すところはあと二人。

「俺はさっき言った通りだ。一緒に行く」

「私もよ。今貴族の義務を果たさず、いつ果たすのか、という話よ」

　即答するセオリクとオリガ。

　私はアンナと視線を合わせて頷きあうと、みんなに言った。

「みんなのことは絶対に私が守る。だから、みんなの力を貸して」

「はいっ!!」

「おう！」

「よろしく」

　こうして私たちは、深層討伐に参加することになったのだった。
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「ところで、パーティーの名前はどうするの？」

　夜が明け、ポルタ島から湖を渡って続々と部隊が集結する中、待機中の天幕でオリガが私に尋ねてきた。

「ええと……パーティー名っているの？」

「それはあった方がいいわよ。というか、軍と共同で作戦を行うんだから、ないと困るわね。向こうが私たちのことをなんて呼んだらいいか分からないでしょう」

「ああ、なるほど！」

　ぽん、と手を打つ私。

　呆れ顔のオリガ。

「それで、どうするの？　あなたがつくったパーティーでしょ。あなたが名前を決めるべきよ」

「えっ……いきなりそう言われても。ねえ？」

「わ、私に振られても困りますぅ」

　突然話を振られたリーネが、あせあせと手を振る。

「ねえ？」

　私の問いかけに、さっと目を逸らすセオリクとレナ。

「もうっ！」

　私がぷりぷりと口を尖らせていると、セオリクがちらっとこちらを見た。

「俺に決めさせると『銀髪の天使守り隊』とかになるぞ」

「うわぁ……」

「…………ひどい」

「センスが壊滅的ね」

　ドン引きする私と、おぞましいものでも見たかのような顔をするレナとオリガ。

　さすがに恥ずかしくなったのか、セオリクは再びそっぽを向き首をすくめた。

「ほらな。だからやっぱりレティが決めた方がいい」

　私はため息を吐くと、テーブルの上に座らせたココとメルを見た。




「そうね。私としては『クマ』を入れたいかな」

「クマねえ……」

　腕を組み、考え込むオリガ。

　彼女はひとしきり考えると、ボソリと言った。

「アイゼビョーナ」

「え？」

「アイゼビョーナ……こちらの古い言葉で『氷のクマたち』という意味よ。凍土大陸のクマたち。──どう？」

「それ、いいかも！」

　私は思わず叫んだ。

「ええと、みんなはどう？」

　私の問いに、頷く仲間たち。

「それじゃあ、私たちのパーティーの名前は『氷のクマたちアイゼビヨーナ』よ。──あらためて、みんなよろしくね！」

「「よろしく（お願いします）!!」」

　その瞬間。

　一瞬だけど、私の目には私たちを結ぶ輝く糸が見えた気がした。




　──この事件からしばらく後。

　私たちは散り散りになり、それぞれが大変な困難に直面することになる。

　糸は細く、ちぎれそうで。

　それでもその存在が、私たちにとっての微かな光となる。

　そんな日々が来ることを、このときの私たちはまだ知らなかった。
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「失礼いたします！　皆さま、もうしばらくしたらご準備をお願いいたします」

　特別に用意してもらった天幕で仮眠をとっていた私たちは、きびきびとした女性騎士の声に一斉に飛び起きた。

「あ、準備します」

　そう言って目をこすりながら体を起こすと、天幕の入口から眩しい光が射し込んでいた。

　懐から懐中時計を取り出して確認すると、時計の針はもう少しで午前九時を指そうというところだった。

　どうやら二時間ほどは寝られたらしい。

　そのおかげか、寝不足でふらふらだった頭がだいぶんスッキリしている。

「お嬢さま、皆さん。よかったらお茶を飲んでいかれませんか？」

　聞き慣れた声に振り返ると、アンナがポットからカップに紅茶を淹れていた。

「ありがと、アンナ。ちゃんと休めた？」

「はい。私も起きたのはついさっきですから」

　そう言って微笑む姉。

　その顔は疲れを一切感じさせない。

　アンナはいつも私より一歩早く準備し、私が歩き出す道を整えてくれる。

　おそらく無理をしていることもあるはずなのに。

　であれば。

　アンナが整えた道で最高のパフォーマンスを発揮するのが、私がやるべきことだろう。

　私は彼女が淹れてくれた紅茶を飲むと、

「よし！」

　と気合いを入れて立ち上がった。




「それではアイゼビョーナの皆さんは、先行各隊の後方に位置し、必要に応じて遊撃される、ということでよろしいですか？」

　口ひげを蓄えた討伐軍の副司令官、バルドサール騎士団長は各隊の隊長を集めた最終打ち合わせで、私たちにあらためて確認した。

　私は頭から目深にローブを被った仲間たちを振り返り、「いいよね？」と目で問う。

　頷く仲間たち。

「はい。それでお願いします」

　同じくローブを被って顔を隠した私は、団長さんにそう返事をした。

「分かりました。それではそのように。──では、間もなく突入を開始する。各隊、準備にかかれ！」

「「はっ!!」」

　隊長たちが、それぞれの部隊へと散ってゆく。

　私たちも自分たちの突入順に合わせ、迷宮入口前に整列した兵士たちの列に向かった。




「そういえばセオリク。ずっと気になっていたんだけど、その背中に担いでいるものってなあに？」

　私は隣を歩く少年に、彼が背負っている棒状のものについて尋ねてみた。

　布でぐるぐる巻きにされた全長一メートルほどのそれを、セオリクは革のバンドで背中に固定している。

　実は今朝会ったときから気になっていたのだけど、色々あって訊けずにいたのだ。

　と、少年は一瞬ぎくっとしたように固まり、こう答えた。

「こ、これは……うちの家宝の杖だ。所謂『とっておき』というやつだな」

「あ、そうなんだ」

　家宝ということは、あまり詳しくつっこんで訊かない方がいいのかもしれない。

　そんなことを思っていると、セオリクはいそいそと先に行ってしまったのだった。




　私たちがそうしている間も、迷宮入口付近では小規模な戦闘が続いていた。

　出入口からは、迷宮主級とは言わないまでもそこそこの強さの魔物が這い出してきていて、それを防衛部隊が一匹ずつ潰しているのだ。

　オリガがぼそりと呟く。

「なんで迷宮主級が出てこなくなったのかしらね」

「ひょっとして、私がやっつけたので全部だったとか？」

「それならいいんだけど……。そううまくいくものかしら」

　不審げに出入口を見つめるオリガ。

　結論から言えば、彼女の悪い予感は当たることになる。




　──私たちが配置について間もなく。

　辺りにラッパの音が響き渡った。

　そして、号令。

「全軍、行動開始！　全軍、行動開始!!」

「大隊直隷魔術中隊、突入準備射撃開始っ!!」

「撃てーーっっ!!」

　その瞬間、前方の迷宮入口に向け、大量の魔術が放たれる。

　　ドドドドドォン!!

　閃光と爆音。

　一掃される魔物たち。

「ローセンダール隊、グランホルム隊、突入開始!!」

　魔術により切り開かれた道を、兵士たちが進む。

　時折迷宮の奥でチカチカと光っているのは、先頭の兵士たちが残敵を掃討しているのだろう。

　そして、私たちの番がやってくる。




「それじゃあ、行こうか」

　セオリクが私を振り返る。

「慎重に、大胆に。私たちらしい、アイゼビョーナらしいやり方で臨みましょう」

　私の言葉に、みんなが頷く。

　こうして私たちの迷宮討伐が始まった。







第９章　湖底の死闘と夕焼けの空
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「レナ、次はどっち？」

　私が尋ねると、探知役サーチヤーのレナは目を閉じ、しばしあってその目を開いた。

「……右の通路を行った部隊が危なそう」

「ＯＫ！」

　レナが示した通路を進む私たち。

　湖中迷宮、深層への入口に突入して約二時間。

　緩やかなスロープになっている洞窟の通路を進む討伐部隊は、時折現れる迷宮主級に少なくない被害を出しながらも、足を止めることなく討伐を進めていた。




「次の十字路の左、迷宮主級一、上級二、その他三」

「おっけ！」

　早足で先を急ぎながら、レナの報告を頭でまとめる。

「リーネ、出会い頭に牽制射。セオリクとオリガは私を援護して。レナとアンナは死角に注意！」

「「了解!!」」

　みんなが叫ぶ。

「それじゃあ行くわよ。……三っ！」

「レクトっ」

　私のカウントとともにリーネが杖を振り、詠唱する。

「二、一……」

「ベルテフラム・コンプロミネル──」

　杖の先が赤く輝く。

「今っ！」

「サギータ!!」

　カウントゼロで陰から飛び出した瞬間、リーネは魔術を発動させた。




　視界に入ってくる、巨大な半魚人。

　その前で満身創痍で戦う兵士たち。

　　ヒュンッ──ドォンッ!!

　リーネの魔術が敵の脇をすり抜け、後方で激しく爆発する。

　魔物と兵士たちの視線が、こちらに集中する。

「それはこちらで引き受けます!!」

　私は叫ぶと、腕の中にあった魔導ライフルを構えた。

　兵士と敵たちが動き始める。

　動きの速い小型の敵が数体、こちらに駆け寄ってくる。

「邪魔よ（だ）!!」

　それらの雑魚敵を氷槍の魔術と曲刀で迎撃する、オリガとセオリク。

「『近距離射撃』!!」

　叫ぶと同時に私の右目に照準環が浮かぶ。

　狙うのは、半魚人の頭部。

　　ブンッ

　引き金を半引きして、魔力集束弾と加速魔導陣を起動。

　そして──

　　ドンッ！

　魔法陣で加速される光弾。

　その光は一直線に巨大半魚人の頭部へ。

　次の瞬間、凝縮された魔力がエネルギーの爆発として解放された。

　爆散する半魚人の上半身。

　その間に、後方から二条の雷撃が飛び、遅れてこちらにやってこようとした中型の魔物を貫く。

　最初の私のカウントから一分足らず。

　私たちは全ての魔物を殲滅していた。




　迷宮に突入してから数時間。

　支援戦闘を幾度となく繰り返した私たちは、いつしか兵士たちの注目の的になっていた。

「彼らは何者なんだ？」

「あんな魔術見たことないぞ」

「彼らが来てくれなきゃ、うちの隊は全滅してた。隊長からは『軍機だから関わるな』って言われたけど、皆で『ありがとう!!』って叫んじまったよ」

「噂じゃ、地上でダンジョンマスター級を倒したのも彼らだって話だぜ」

　ひそひそとそんな声が聞こえてくる。

　本音で言えば、あまり目立ちたくはない。

　だけどそんなことを言ってる場合じゃない。

　今日だけでも、目の前で命を落としてゆく兵士を何人も見ている。

　一人でも多くの命を守るために。

　そして一刻も早く、この騒動を終わらせるために。

　私はなりふり構わず前に進むことを、心に決めたのだった。
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　その後もいくつもの部隊を救援した私たち。

　数度の休憩と昼食をはさみ、私たち討伐軍はついに最下層と思われる平坦なフロアにたどり着いた。

　古い遺跡を思わせる石の床と壁。

　これまでと違う空気。

　重苦しい魔力と殺気が肌にまとわりつく。

「……ここ、すごく危ない」

　魔力探知を行ったレナがぼそりと呟いた。

「何が危ないの？」

　私が尋ねると、レナは前方を指差した。

「この先にすごいのがいる」

「すごいって……すごく強い敵？」

「そう。迷宮主級よりずっと強力な魔力持ちで、体も大きい」

　迷宮主級より強力で大きいって……それもう、魔物というより怪獣なんじゃ？

　私が熱線を吐きながら町を壊してまわる怪獣を頭の中に描いていると、隣で話を聞いていたオリガが身を乗り出した。

「ちょっと。それ、間違いないの？」

「間違いない」

　大きく頷くレナ。

「それなら、すぐに先遣隊に注意喚起しないと──」

　オリガが呟いたときだった。




　　ドゴォンッッ!!

　フロア中に響き渡る爆音と振動。

　そして、悲鳴。

「下がれっ！　下がれええっ!!」

「ト、トーマス!?　う、うわぁっっ！！！！」

「誰か、たすけ──グボっ!?」

　はるか前方に見えた、この世のものとは思えぬ光景。

　城の大扉を思わせる巨大な扉から、何本もの巨大な触手が這い出ていた。

　いや、扉からだけじゃない。

　通路の両脇からも、壁をぶち抜いて触手が生えている。

　それらは兵士たちの体を巻き取り、貫くと、扉の向こうの部屋に引きずりこんでゆく。

　そして、

「うわぁあああああああっっ!?」

　　グチャッ、グチャッ、グチャッ

　おぞましい音が聞こえてきた。




　湖の底で遭遇した強大な敵を前に、討伐軍は大混乱に陥っていた。

「さ、下がれっ！　後退だっっ!!」

「迎撃戦闘っ！　戦列を整えろ!!」

　なんとかして触手から逃れようとする先遣隊の兵士たち。

　戦おうとする後方の兵士たち。

　双方があまり広くもない通路で混ざり合い、押し合いへし合いになっていた。

　そこに前と横から襲いかかる、巨大な触手。

「グボァああっ!?」

「た、たすけ──ガハッ！」

　それはもう、一方的な虐殺だった。

　すぐに後退しなければならない状況なのに、上からの命令がないため各小隊がバラバラに行動し続けている。

　後方にいる上級指揮官への報告と命令伝達には、今しばらく時間がかかるだろう。

　このままでは、後退命令が出るまでに先遣隊の各隊は全滅してしまう。




「……っ」

　私はこぶしを握りしめた。

「ココ、メル！」

「はいよ」

「呼んだ？」

　カバンから飛び出すクマたち。

「拡声魔法を使うわ。──ココは、あっち」

　私が指差した前方の空中に飛んでいくココ。

「メルは、そっち」

　後方に飛んでいくメル。

　二人が思った位置についたところで、私は叫んだ。

「『拡声エクス・ロクオール』!!」

　　キィン

　一瞬、辺りにハウリングのような音が響く。

　準備が完了した。

　私は混乱する兵士たちを避け、通路の端に移動する。

　そして、一回だけ深呼吸すると、口を開いた。




「アイゼビョーナから全軍に通達。『全軍撤退せよ』。繰り返す『全軍撤退せよ』。──殿しんがりはアイゼビョーナが務める。全軍、直ちに撤退せよ!!」




　フロア中に響く、私の声。

　一瞬、辺りが水を打ったように静かになる。

　そして──

「……撤退、撤退だ!!」

「戦闘中止！　直ちに撤退する!!」

　各隊指揮官の命令が辺りに響く。

　その効果は劇的だった。

　混乱していた兵士たちが皆、出口に向けて移動を始める。




　私は仲間を振り返った。

「ごめん。先に行くね！」

「え？」

　キョトンとする仲間たち。

　ただ一人、アンナだけが私の目をまっすぐ見返してきた。

「ご一緒します！」

　私は彼女に頷くと、前を向く。

　そして、

「行くわよ、アンナ！」

「はいっ!!」

　飛行靴フライング・ブーツに魔力を通し、撤退する兵士たちの頭上を飛び越して、最前線へと突っ込んでいったのだった。
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「『部分防御パルト・デイフエンシア』!!」

　飛びながらココとメルに防御膜を展開させ、そのまま戦場に飛び込む。

「た、助けて……」

　触手に巻き取られた兵士が、ズルズルと引っ張られてゆく。

「ココ！」

「はいよ!!」

　ココの両手から防御膜が伸びる。

　イメージするのは、鋭利な刃物。

　　ザクッ

　触手を一気に切断する。

「あ、ありがとうございます!!」

　叫んで駆け出す兵士。

　　ブン

　ほっと胸をなでおろす間もなくメルの『自動防御アウト・デイフエンシア』が発動し、私を襲おうとした触手を遮る。

「『雷撃トルテイヌス』！」

　私が拘束した触手を、アンナの雷撃が撃ち落とす。

　──が、

「うそっ!?」

　雷撃で黒焦げになり、動きを止めたはずの触手が瞬く間に再生し、動き始める。

「『雷撃トルテイヌス』!!」

　再びアンナの雷撃が飛び、触手を直撃した。

「これは……キリがありませんねっ」

　アンナはそう言いながら、四方八方から襲ってくる触手を撃ち落としてゆく。

　だけど当然全てを捌くことはできず、何本かは私の防御膜で防がざるを得ない。

　ココがそれらを切断してまわるけれど、切ったそばから回復され、再び襲ってくる。

「……このままじゃキツいかも」

　じりじりと後退を余儀なくされ始めたときだった。




「『氷槍トラシエ・グラキエス』!!」

　後ろから飛んできた氷の槍が触手の一本を貫き、そのまま壁に磔にする。

「はっ!!」

　隣に飛び込んできた少年が曲刀を振るうと、巨木の幹ほどもある触手が斬り飛ばされる。

「さすがにこの距離なら外しませんっ！」

　いつの間にか逞しくなった少女の声。

　直後、背後から赤く輝く火球が撃ち出され、扉から顔を出していた触手を三本まとめて焼き払う。

「……左の壁から一本。次、右の壁」

　ぼそりと呟く声。

　そして、左右に雷撃が飛ぶ。

「みんなっ!?」

　思わず叫ぶと、仲間たちが近くに集まってきた。

「私たちを置いていくなんて、いい根性してるじゃないっ！」

　言いながら次々と氷の槍を放つオリガ。

「まったくだ」

　毒づきながら魔導曲刀を振るうセオリク。

「もう、置いていかないでくださいね？」

　耳元でそう囁いて、すぐに攻撃に戻るリーネ。

　最後にレナが言った。

「一緒に行くって言った。約束」

「みんな……」

　胸がキュッとする。

　思わず目じりを拭う。

　顔を上げると、目の前の触手たちはいつの間にか、焼け焦げ、磔になり、斬り落とされて辺りに転がっていた。

　残った二本ほどが、ズルズルと扉の向こうに引っ込んでゆく。

　再生の時間を稼ぐつもりだろうか。

　私は仲間たちを振り返った。

「何度枝を叩いてもすぐに再生する。奥にいる本体を叩きます。──みんな、準備はいい？」

「はいっ！」

「おう」

「ＯＫ」

「もちろんです！」

　一斉に返事をする仲間たち。

　こうして私たちは、湖中迷宮の最深部、最後にして最強の敵がいるだろう部屋に足を踏み入れたのだった。
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　そこは神殿を思わせる巨大な空間だった。

　前方に積み上げられた魔物の死骸の山。

　その奥には、五階建てのビルほどもある巨大な化け物がいて、なんと食事の真っ最中だった。

　蟹の甲羅のような胸。

　腹部にある巨大な口は、ムシャムシャと魔物の死骸を食い散らかしている。

　その下には鱗で覆われた脚。

　胴体から何本もの赤黒い触手を生やしたキメラには、奇怪なことに頭にあたる部分が二つあった。

　一つは、白目を剥いたサイクロプスの頭。

　もう一つはなんと、白衣を着て眼鏡をかけた老人の上半身だった。




「HAHAHA！　◯×△◇!!」

　聞き慣れない言葉を喋る老人。

「はい？」

　思わず聞き返す。

　すると老人は一瞬見下すような顔をすると、こう言った。

「やあ、これは失敬。未開な君たちは標準語を解さないのだったねえ。私としたことが、どうでも良すぎて忘れていたよ！　はっはっは!!」

　言葉が通じた。

　ということは、あれはやはり元・人間なのだろう。

　状況から考えると、ナタリーの仲間で今回の事件の黒幕の一人、ということだろうか？




「あなたはここで何をしているの？」

　私の問いかけに、再び馬鹿にしたような顔で首をすくめる老人。

「『何を』だと？　見て分からんかね？」

「分からないわ」

　私の返事に、ムッとした顔になる老人。

「はっ！　お前たちもあの馬鹿どもと同じだな!!　この天才の研究を理解できず、魔力による生物的進化の可能性も理解できない!!　挙げ句、魔導生物制御法を確立した儂から開発予算を取り上げるだと？　全くもって馬鹿にしとるっ！　なにが『これからは魔導工学の時代ですよ』だ!!　すでに竜に乗れるのに、空を飛ぶのにわざわざ船を浮かべる必要がどこにあるっ!?」

　鬼の形相で狂ったように喚き散らす老人。

　だけどその言葉には、気になるワードがありすぎる。

「あの、すみません。あなたの言う『馬鹿ども』というのは？」

「決まっとるだろう！　陛下に取り入って好き放題やっとる執行部の馬鹿どもと、儂から生物学研究所を取り上げた開発局パウークの連中だ！　連中、先達たる儂に『今回の作戦で成果が上がれば生物学研究所の再設置も検討する』などと上から目線で言いおった!!」

「それって『黒い蜘蛛』と関係があります？」

「『黒い蜘蛛』だあ？　開発局の連中が使っとる下品な意匠だろうが」

「開発局って？」

　私がさらに尋ねた瞬間、老人の目つきが変わった。

「……あんな連中のことはどうでもいい。どうでもいいのだ！　あんなものを重宝する連中に用はないっ!!　いらん興味を持つ貴様らもだ！！！！」

　これは、地雷を踏んだかもしれない。

「儂の研究の価値の分からぬ愚物は、せいぜい儂の栄養になるがよいわ！！！！」

　いつの間にか再生した十本以上の触手が、ウネウネと浮き上がる。

　そして、合成魔獣キメラと私たちの第二ラウンドがスタートした。
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「死ねえっ！！」

　老人が叫ぶと同時に飛びかかってくる無数の触手。

「ココ、メルっ！！」

「「はぁい！！」」

　　ブゥン

　間髪入れず、クマたちが私たちの前に『部分防御パルト・デイフエンシア』を展開する。

　突っ込んできた触手を全て、防御膜が受け止める。

「はあっ！！」

　セオリクの曲刀が触手を斬り落とし、

「『氷槍トラシエ・グラキエス』!!」

「『雷撃トルテイヌス』！」

「『火球フレア・スフイーア』」

　みんなの魔術が触手を吹き飛ばし、感電させ、消し炭にする。

　だけど──

「はははははははっ！　ムダだ！　ムダぁ！！」

　キメラはものすごい勢いで魔物の死骸を食い散らかし、その栄養を注ぎ込むかのように触手を再生する。

　つまり今のを繰り返している限り、私たちはジリ貧だ。




「やはり本体を叩かないとダメね」

　私は魔導ライフルを構え、引き金を半引きする。

　銃口の先に浮かぶ光弾と、加速魔法陣。

「『近距離射撃』！」

　右眼に浮かんだレティクルをキメラの腹部に合わせ、引き金を引く。

　　ドンッ

　光弾は一直線にキメラのもとへ。

　そして、着弾。

　フロアを揺らす閃光と爆音。

　目を凝らすと、化け物の腹部が吹き飛び、大穴が空いているのが見えた。

「やったか!?」

　セオリクが叫ぶ。

　だが──

「今、何かしたかね？」

　老人がニヤリと嗤って私たちを見下ろす。

「くそっ！　本体も再生するのかよ!?」

　セオリクの言葉の通りだった。

　大穴が空いた腹部はみるみるうちに再生され、再び魔物の死骸を漁り始めたのだった。




「くっ……！」

　再開される触手の攻撃。

　加えてキメラの老人は、魔法まで使い始めた。

「ふははははははっ！！」

　笑いながら無詠唱で火球を生成し、こちらに発射してくる。

　ドンッ！　と爆炎が防御膜を揺らす。

　魔術と違って速度は遅いけれど、その分『重い』。

「やはり良いな、この体は！　魔力切れも、魔力酔いも気にせず魔法が使える。まさに儂の理論通りだ!!」

　そう言って再び火球をぶつけてくる。

「くそっ！　なんとかしないと!!」

　曲刀を振りながら毒づくセオリク。

「なんとかって言っても──」

　火球と触手を防ぎながら、考える。

　私の渾身の一撃は、ダメージを与えたはずなのにあっさり再生されてしまった。

　再生しづらい場所を狙わないと。

　でも、それってどこ!?




　そのとき、セオリクが言った。

「頭はどうだ？」

「あたま？」

「ああ、あの鬱陶しいジジイをライフルで吹っ飛ばせば──」

「だめ!!」

　セオリクの言葉をいつになく大きな言葉で遮ったのは、まさかのレナだった。

「頭を攻撃したらだめ。頭がなくなったら、本能のまま暴走して手がつけられなくなる」

「じゃあ、どこを狙えばいいんだよ!?」

　イラついたように叫ぶセオリク。

　そんな彼にレナは答えた。

「胸の真ん中をねらって」

「胸？　心臓を狙うのか？」

「違う。胸のど真ん中。そこに迷宮核ダンジヨンコアがある。それが再生の元凶」

　言われて気づく。

　膨大な魔力の発生源は確かに胸のあたりにある。

　そうか。考えてみれば、そうだ。

　魔物を食べたってそれがすぐにエネルギーになるはずがない。どこかに変換器があるはず。

　あのキメラの場合、体内のダンジョンコアがその変換器なんだ！

「分かった。もう一度攻撃してみる！　みんな、手を貸して！　連続攻撃で敵の弱点をこじ開けるのっ!!」

「「分かった（分かりました）!!」」

　私の呼びかけに応じ、杖を構える仲間たち。

「一、二、三、で一斉に攻撃する！」

「「了解っ!!」」

　魔術を使えないセオリクが数歩下がり、中衛に場所を譲る。

　私自身も防御膜で敵の攻撃を防ぎながら、魔導ライフルを構える。

　そして、引き金を半引きして魔力収束弾と加速魔法陣を──

「っ！」

　一瞬ふらついた。

　さっきから魔力酔いがひどい。

　そりゃあそうだ。休むことなく防御膜を張ってるんだもの。

　でも、ここは踏ん張らなきゃ！

「……行くわよ」

「「はいっ!!」」

「……一っ！　……二っ！　……三っっ!!」

「「はぁっ！！！！」」

　一斉に放たれる、火、氷、雷の魔術。

　私も一瞬遅れてライフルの引き金を引く。

　それらは光の奔流となって化け物に殺到した。

「ぐぅっ!?」

　私たちの攻撃を防ごうとして、触手を盾にするキメラ。

　しかし──

　　バシバシッ！　ズンッ！　ドカンッ!!

　みんなの魔術が次々に命中し、全ての触手を粉砕する。

　そして、発射のタイミングをずらした私の光弾がキメラの胸部に突っ込んだ。

　　ドォオオンッッ！！！！

　辺りに響く爆音と閃光。

　魔物の胸元が吹き飛び、グロテスクな中身が露出する。

　そのとき、リーネが叫んだ。

「あっ！　あれっ!!」

　彼女が指差したのは、赤く輝く巨大な魔石だった。

「ダンジョンコア!!」

　キメラの体内にあった迷宮核。今や半分ほどが露出したそれは、私の攻撃で一部が欠けて……しかし未だその光を放ち続けていた。

「うそでしょ？」

　このままだと、また再生されてしまう！

「も、もう一撃っ!!」

　私は魔導ライフルを構え、銃口をキメラに向ける。

　──が、

「っ!?」

　ずっと我慢していた魔力酔いに、目がまわる。

「お嬢さまっ!!」

　私を抱きしめるアンナの腕。

　こんなときに。倒れてる場合じゃないのに。

　そう思ったときだった。




　　シューー

　すぐ隣で、眩く輝く光弾が形成されていた。

「セオリク？」

　いつの間にか私の隣に戻ってきていたローブの少年。

　彼はまるで弓を構えるように、棒状のものを構えていた。

　それは、私の腕の中にあるものによく似ていて──

「ま、魔導ライフルっ!?」

　朦朧とした中、思わず叫ぶ。

「なんで？　なんであなたがそれを持っているの？？」

　短期間で魔術を習得したアンナのライフルは、出張所のみんなに預けて街から持ち出してもらっている。彼女の魔力量では魔力収束弾が使えないため、魔術に徹してもらうことにしたのだ。

　残る一丁は私の腕の中にある。

　今ここに他のライフルがあるわけがない。

　だけどそれは、セオリクが構えているそれは、まごうことなく私が作った魔導ライフルだった。

「大丈夫だよ、レティ。僕が仕留める」

　どこか優しい、落ち着いた声。

　加速魔法陣が展開され、光弾がもう一段大きくなる。

　そしてそのエネルギーが起こす風で、セオリクのローブのフードがめくれあがった。

　そこにあった横顔は──

「……テオ？」

「ああ」

　私の友人にして恩人。エラリオン王国の第三王子テオバルド・ユール・エラリオンは、短くそう答えると、引き金を引いた。

　ドンッ！　という特有の重い射撃音。

　輝く光弾が二重の加速魔法陣を通過して加速し、一閃の光となって宙を切り裂く。







[image: ]







　それは、一直線にキメラの胸元へ。

「っ!!」

　閃光。

　爆炎。

　そして、フロアを震わせる爆発音。

　ダンジョンコアが誘爆する。

「みんな、伏せろっ!!」

　テオの声に慌てて伏せた私たち。

　直後、頭上を荒れ狂う爆風とバラバラになった怪物の破片が通り過ぎた。
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　深層のキメラを倒してから一時間ほど後。

　私たちは地上に戻ってきた。

　討伐隊は迷宮内に残った敵を掃討しているけれど、エネルギーの供給源である迷宮核が砕け散ったせいで、残った魔物たちも弱体化している。

　私たちの出番は、名実ともに終わり。

　すれ違う騎士や兵士たちから感謝の言葉や歓声を浴びながら、私たちはローブを被ってこそこそと討伐軍の臨時指揮所に戻ったのだった。




「そうか。そんなことが……」

　私たちの報告を聞いたエリク王子は、しばし思案するように会議机を睨んでいた。

「生け捕りにできれば情報を得ることもできたのでしょうけど、その余裕はありませんでしたね」

　私の言葉に、王子は慌てて顔を上げる。

「ああ、いや。君たちがいなければそもそもその化け物を倒せたかどうかも怪しい。討伐してくれただけで十分だ。感謝している。あとはこちらで調査することにしよう。分かったことがあればすぐに君にも知らせるよ」

「承知いたしました。私たちも何か分かればできる限り情報を共有させて頂きますわ」

　もちろん、本国の了承が前提ではあるけれど。

　私が王子に微笑を返したときだった。

「そういえば」

　それまで黙って話を聞いていたオリガが、ぽつりと口を開いた。

「あのとき、最初にあの化け物が言葉を発したとき、聞き慣れない言葉を喋っていたのですが──」

　老人が発した言葉。確か『標準語』と呼んでいた気がする。

「そのときは気づかなかったのですが、思い返してみると、うちの領地に帝国側から逃れてくる者たちの中に、似たようなイントネーションで話す者がいたような気がするのです」

「『帝国』……ライラナスカか」

　オリガの言葉に、エリク王子が目を細めた。




「帝国、ですか？」

　突然話に出てきた意外な国の名に、思わず聞き返す。

「西の帝国『ライラナスカ』は凍土大陸西端の小国家群に興り、その強大な軍事力で大陸の過半を支配下に収めてきた覇権主義国家だ。この一〇年ほどは我が国とも西の山脈で小競り合いを繰り返していてね。現状、我が国にとって最大の脅威と言ってもいい」

「私も名前だけは聞いたことがあります。ですが大陸が異なるせいか情報があまりなく『よく分からない』というのが正直なところです」

「帝国は厳しい情報統制と貿易規制を敷いているからね。我が国もなかなか動向を探りきれずにいるんだ。伝え聞くところでは、被支配民族に対し相当過酷な支配を行っているらしいが……」

　エリク王子はそこまで話すと、ふっと息を吐き、こちらに向き直った。

「さて、話が長くなったね。今回の謝礼については後日改めて協議するということでどうだろう？　その間に、君の仲間の分も含めてそちらの希望をまとめておいてくれないか。僕もしばらくは後片付けに追われそうだから」

「承知いたしました。それではまた後日お会いしましょう」

　私が立ち上がると、エリク王子もイスから腰を上げる。

「エインズワース卿。アイゼビョーナの諸君。あらためて礼を言おう。卿らのおかげでこの街は救われた。心から感謝する」

　王子の言葉に、私は微笑んだ。

「一日も早く魔術学校が再開されることを願っておりますわ」

「最善を尽くそう」

　こうして、私にとってのエーテルナ湖中迷宮暴走事件は幕を下ろしたのだった。




７




　臨時指揮所の天幕を出ると、空は真っ赤な夕焼けに染まり、庭の木々に長い影を作っていた。

「それで？　私たちはあなたのことをなんて呼べば良いのかしら」

　やや皮肉めいた顔で尋ねたオリガに、テオは首をすくめた。

「今まで通り『セオリク』で」

「でも、レティは『テオ』って呼ぶんでしょ？」

「そうね。もちろんテオが『セオリク』って呼んで欲しいならそうするけど、何かの拍子に『テオ』が出ちゃいそう」

　振り返ったオリガに、私はちょっとだけ考えてそう答えた。

「テオはどう？」

　見つめる私。

「うっ……」

　なぜかうろたえるテオ。

　しばらく頭を抱えたあと、彼は息を吐き出しこう答えた。

「分かった。『テオ』でいいよ」

「敬称は『閣下』？」

　さらに追撃するオリガ。どうやら彼女は、私とテオのやりとりからテオが高貴な身分であることを見抜いたらしい。

　そんな彼女にテオは顔を顰め、再び考えたあとみんなを手招きした。

「今から言う名は、聞いた瞬間に忘れてくれ」

　そして彼は、仲間に小声で自分の名前フルネームを伝える。

「はあ!?」

　ぎょっとしてテオの顔を見るオリガ。

　普段のクールな彼女とのギャップに、私は思わず噴き出してしまったのだった。




　指揮所を出た私たちは、オリガの提案で街中にある別邸に向かうことにした。

　オリガの屋敷にはいざというときのためにヘルクヴィスト家の騎士たちが残って待機しているということで、しばらくの間お世話になることになったのだ。

「ねえ、テオ」

「ん？」

　私が隣の友人の名を呼ぶと、南の島の王子様は微笑とともに私を振り返った。

「テオはなんでルーンフェルトに留学したの？」

　ぎくっ、とした顔になるテオ。

「い、いや。まあその、ちょっと見聞を広めようと思ってさ」

「ふぅん……。名前も身分も出自も偽って？」

「それはレティも一緒じゃないか」

「まあね」

　そう答えて、くすくす笑う。

「何かおかしなこと言ったかな？」

「ううん。同じ学校に通えることになって嬉しいな、って思っただけ」

「ぼ、僕もだ」

　テオがそう言ったときだった。

「はい、ストーップ！」

　アンナが間に入ってきた。

「またあんたか」

　うんざり顔のテオ。

「それは私のセリフです。どうやらブーブー漬けが足りなかったようですね？」

「そんなものいらないけどな？」

　そう言って睨みあう二人。そこにリーネが笑顔で割って入る。

「お二人とも仲がいいんですね！」

「「よくないよ（よくありません）!!」」

　同時に叫ぶ二人。

「……はぁ」

　やれやれ、というようにため息を吐くレナ。

「行きましょ、レティ」

「あ、待って」

　歩き始めるオリガに、駆け寄る私。

　そうして私たちは夕焼けの空の下、ワイワイガヤガヤとオリガの屋敷まで歩いたのだった。




《第三部・了》







あとがき




　こんにちは。二八乃端月です。

「やり直し公女の魔導革命」書籍三巻をお買い上げ頂きありがとうございます。

　二巻発売から一年近く。大変お待たせ致しました。




　この間、本作を取り巻く環境は劇的に変化しました。

　サザメ漬け先生によるコミカライズ連載が開始。更新日が毎月の楽しみとなりました。

　一方、書籍一巻から二人三脚で作品を作ってきた担当編集のＦさんが移籍により担当を離れられ、引き継いで下さったＫ編集長もご事情により離脱。

　今回私は内容についてほとんど誰にも相談できない状態で本巻を書きあげることになり、担当編集様の大切さをしみじみと感じた次第です。

　内容としても舞台が異国となり登場キャラクターが増えたことで設定が爆発的に増え、その情報を本文に盛り込みながらレティの活躍を描いてゆくのに、非常に長い時間を要しました。




　お待ち頂いた皆さま、本当にありがとうございます。

　お待たせした分、さらに面白く、大ボリュームでお送りできるよう頑張ったのですが、いかがでしたでしょうか？




　本巻では舞台を外国に移し、心機一転。レティとアンナが魔術学校の学生となり、新たな人々と出会い、またしても様々な事件に巻き込まれていきます。

　そして隠されていた謎が徐々に明らかになり、いよいよ物語の裏側に迫り始めます。

　次巻はこれまで出てきた人々が再結集し、本作最大の危機に立ち向かうことになります。

　乞うご期待!!




　最後に、今回も素敵なイラストで本作を彩って下さったＹＯＨＡＫＵ様、新しい担当編集のＭ様をはじめとする関係の皆さま、変わらず応援してくれる家族に感謝しつつ、筆を置きたいと思います。

　また次巻でお会いしましょう。

二八乃端月
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